
 

ＳＣアカデミー 

第 14期 

卒業論文集 
優秀論文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ＳＳＣＣアアカカデデミミーー  

第第 1144期期 

卒業論文集 
優優秀秀論論文文  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



まえがき 
 

 

 

 

本論文集は、一般社団法人日本ショッピングセンター協会主催「ＳＣアカデミー」

第14期卒業研究論文42篇の中から選ばれた、優秀作６篇（最優秀論文１編、優秀論文

2編、佳作論文3編）を収録したものです。 

 

本アカデミーは、ショッピングセンター業界の次代を担う経営者層の育成をめざし、  

2007年４月に創設されました。 

カリキュラムでは、ショッピングセンターを体系的かつ学術的に学ぶべく、ゼミや

合宿研修なども実施しながら、リベラルアーツをはじめショッピングセンターの経営、

流通政策・都市政策からマーケティングに至るまで、広範なテーマを取り扱ってきま

した。ショッピングセンターが、さまざまな企業や組織によって成り立っていること

と同じく、本アカデミーもまた、多くの皆様のご支援によって運営を続けております。

この場をお借りし、指導教授、講師、ならびに関係の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、4月の開講式を中止し、講義

も6月よりスタートするなど、カリキュラムの変更を余儀なくされました。第14期生に

とっては、異例の状況の中ではありましたが、講義を熱心に受講するだけでなく、積

極的な討議を通じて得られた知見を生かし、各自のテーマに基づき研究した卒業論文

を執筆しました。いずれも現在のショッピングセンターを取り巻く多様な課題に迫っ

た力作ですので、ぜひ、ご一読いただければと存じます。 

本年度は、充分な感染予防対策のもと、４月から第15期生36名にてスタートしてお

ります。これまでの経験と成果を踏まえ、本アカデミーをより充実したものにしてい

くためにも、引き続きご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

結びになりますが、本論文集および「ＳＣアカデミー」の活動成果が、私共ショッ

ピングセンター業界の発展に資することを願い、末筆ながら私の挨拶に代えさせてい

ただきます。 

 

2021年8月 

 

一般社団法人日本ショッピングセンター協会 

会 長   清 野  智 
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講 評 

 

 

 

SCアカデミー第 14期生 42名の卒業研究論文の最終審査を 11名の審査委員が行い

ました。 

完成度、説得性、信頼性、独創性、創造性、有用性、問題提起性などの観点から論

文を厳正に審査しました結果、今年は、最優秀賞 1点、優秀賞 2点、佳作 3点を選定

しました。 

講評は以下の通りです。 

なお、選外となった論文の中には、注目すべき論点、大胆な問題提起、最前線の動

向把握、緻密な文献探索を行った労作があったことを記しておきます。 

                         ＳＣアカデミー第 14期 統括指導教授 大甕 聡 

 

 

 

 

最最優優秀秀賞賞  

猪猪原原ああゆゆみみ：：「「共共働働ききママママをを支支ええるる駅駅ビビルル  時時産産時時消消型型駅駅ビビルルのの提提案案」」  

第 4 章の時産時消型駅ビルの提案、及び、駅ビルの月額サブスクリプションの提案は

Good！です。この第 4章の充実が良かったです。第 1章～第 3章は、データ資料及び既存

情報報告型の一般的記述が多くありますが、論文全体の記述割合から判断すると許容範囲

であり、また、全て第 4章に繋がる前段となりますから、これでよかったと思います。 

最も大切なことは今後の具体的な対応力です。論文の文章は OK、内容も OK、さて、今後

は現場での最適な戦略・戦術の具体的推進です。これが難しい。よく言われるように「０

⇒１（ゼロワン）」はできた！ しかし、「1⇒10」「10⇒100」ができない事例が数多くある

のが現実です。 

提案内容が、猪原さんのご活躍により、次世代駅ビルにて具体化し、結果的に、お客様

の楽しい体験、買物行動に繋がることとなることを期待しています。頑張ってください。 

 

優優秀秀賞賞  

新新開開由由梨梨：：「「SSCCののププレレイイススメメイイキキンンググ化化  交交流流体体験験をを生生みみ出出すす SSCCのの場場所所のの在在りり方方」」  

「SC をコミュニティ拠点にしよう！」とみな声をそろえて言うが、実際はなかなかで
きない。どうしてだろうか？ その答えは「SC のヒューマンスケール化に見いだせるは
ず」という論文のアプローチは着眼点として正しいように思われます。 
その手法として、プレイスメーキングの SCへの応用に着目したのも、プレイスメーキ
ングがトレンドとなり具体的事例が多くみられるようになってきた、今こそ、説得力が出

ていたように思います。例えば、ベンチ一つとっても、駅のホーム上のベンチのように機

能を満たすのではなく、見られる目線をうまくかわしながら、くつろげる空間、会話が弾

む空間とするなど、SC 内のパブリックな空間の中でも使い手側の利用シーンを想起させ
る具体的な提案もできていました。 



テキストで、プレイス論を語っていくのは難しさもありましたが、言葉で説明しようと

する努力で、考えも整理されていったようにも思います。 
論文に込められたスペースをプレイスとするアプローチは、今まさに我々が培わなけれ

ばならないノウハウであり、価値のある論文に仕上がったと考えられます。 
 

優優秀秀賞賞  

蛭蛭間間萌萌々々奈奈：：「「ポポスストトココロロナナ社社会会ににおおけけるる SSCCのの未未来来  施施設設デディィベベロロッッパパーーかからら街街デデ

ィィベベロロッッパパーーへへのの変変容容」」  

 「ポストコロナ社会における SCの未来」をテーマに、エリアの滞在人口や生活圏などコ

ロナ下における現状と未来に向けた変化をきっちり分析した上で、エリアアプリを構築す

ることによってディベロッパーが単なる自らの「施設」だけでなく「街」のディベロップ

メントも担うという非常に意欲的な提言がなされている論文でした。 

商店街のリーシング支援など「タウンマネジメント」を SCのノウハウ活用によってリア

ルに解決しようという論文はこれまでもありましたが、これを「アプリ」によって解決し

ようというところが何より斬新かつ時代にマッチしていると思います。エリアアプリの実

現に向けてこれからもぜひ邁進して下さい。 

 

佳佳作作  

秋秋山山裕裕治治：：「「単単館館 SSCCのの地地域域内内役役割割のの拡拡大大  持持続続可可能能なな地地域域づづくくりりにに貢貢献献ででききるる SSCCをを

目目指指ししてて」」  

単館 SCとして、いかに地域づくりに貢献していくのかについて、大変真面目に取り組ん

だ姿勢を、審査委員が評価し、「佳作」という結果になりました。1次審査で選考された 12

編の中には、土屋さん、桑田さんの論文も入っておりましたが、最終 6編には、女性 5人

と男性では秋山さんだけが残ったということです。 

これからは、論文に記載されたように、単館 SCの地域内役割拡大のための具体的な施策

を一つずつ実現するよう頑張って下さい。 

 

佳佳作作      

熊熊野野美美由由紀紀：：「「QQOOLL重重視視「「ネネオオ集集落落型型 SSCC」」提提案案  超超少少子子高高齢齢化化のの小小ささななままちち  農農園園のの

ああるるススロローーSSCC」」  

身近な体験や日常の些細な気づき、時代的な夢、それらをある意味外連味なくかつ素直

に構想につなげていくあり方には好感が持てる。著者の人格や価値観も背後に感じさせる。

またネオ集落型 SCのイメージもわかりやすく多様な魅力が見え隠れしているし、集落像
としてのイメージアビリティも高い。いくつかの計画要素で未成熟なものもあるが、これ

らを深め磨けば、ユニークなヴィジョンに結晶化していくだろう。しかし一方で、もしこ

のモデルが少しでも汎用性あるものならば、都市機能分担や成立に不可欠な規制や誘導な

どの都市計画・地域計画的な調整事項への創造的な見解、テナント集客なども含む事業フ

ィージビリティ、確固たるビジネスモデル、景観創造やデザイン問題に対しても切り込ん

でいかなければ夢物語化しかねない。従来のパッケージ型 SCでないがゆえに、今後、こ
こでの仮説を基盤にしたさらなる深掘りによって、ぜひこのような SCが実現されること
を期待したい。 
 



佳佳作作  

平平田田美美羽羽：：「「人人生生をを豊豊かかににすするる SSCCのの余余白白  次次世世代代ラライイフフススタタイイルルのの新新創創造造」」  

この論文は、種々のデータや既存の考え方、事象を全て自分で整理し、自分の言葉を使

って内容を示しています。これは単なる資料の「コピペ」ではなく、平田さんの提案に基

づく基礎を示したものと判断できます。スタイルの考え方、不便益、余白概念等の提案を

行っています。 

提案内容が、平田さんのご活躍により、次世代メトロプロパティーズの施設にて具体化

し、結果的に、お客様の楽しい体験、買物行動に繋がることとなることを期待しています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



●最優秀論文●

共共働働ききママママをを支支ええるる駅駅ビビルル  
時産時消型駅ビルの提案 

猪原 あゆみ 
株式会社ジェイアール東日本都市開発 ショッピングセンター事業本部企画部企画課係長 

はじめに  

第1章 郊外型駅ビルの現状・課題 

１ 郊外型駅ビルの現状 

２ 郊外型駅ビルの課題 

第２章 女性利用者の変化 

１ 女性市場の成長  

２ 女性のセグメント  

３ 専業主婦の減少 

４ おひとり様や DINKsの増加 

５ 共働きママの消費行動 

第３章 共働きママ市場の実態 

  １ 共働きママのニーズ 

２ 既存サービス事例研究 

第４章 時産時消駅ビルについて 

  １ 共働きママ向け郊外型駅ビルに必要な要素 

２ 時産時消型駅ビルの考え方 

３ 時産時消型駅ビルの発展 

おわりに 

注 

参考文献 

参考ウェブサイト 
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共働きママを支える駅ビル 
時産時消型駅ビルの提案 

猪原 あゆみ 
株式会社ジェイアール東日本都市開発 ショッピングセンター事業本部企画部企画課係長 

はじめに 

都心型駅ビルと違い、地域のお客様に支えられている郊外型駅ビルは大きな転換期に立

たされている。少子高齢化により 2006年に１億 2,774 万人いた人口は、2050年にはおよ

そ１億60万人になると予測されている。また、生産年齢人口（15歳～64歳）が総人口に

占める割合も低下していくことが見込まれ 2000 年時点で総人口に占める割合は 68.1％と

なっているが、これが 2050 年には 53.6％まで低下する（注 1）。周辺住民のお客さまに支

えられた「デイリー型」が多い郊外型駅ビルでは、地域一番店になったとしても、マーケ

ット自体が小さく厳しい状況であるが、加えて人口減少の影響は大きい。「買い手」と

「働き手」が減少し、テナントの退店、駅ビルとしての運営が困難になることは想像に難

くない。またECの台頭、新型コロナウィルスの蔓延等問題は山積みだ。 
今回筆者が焦点を当てたのは駅ビルの主要ターゲットである女性だ。駅ビル利用者の多

くを占める女性のお客様が社会的にどのように変化し、どのようなニーズがあるかを調査

し、改めて女性に対するアプローチを検証することは、地域に寄り添う商業施設として有

効であると考える。 
本論では、第 1章において郊外型駅ビルの現状と課題を取り上げ、第 2章で女性利用者

の変化を分析し今後の伸びしろの可能性を検証する。そして第3章では子育て共働きママ

マーケットの実態やニーズ、既存サービスの事例について考察し、最後に第 4章にて今後

有効な郊外型駅ビルのアプローチおよび今後の駅ビルの在り方について提言するものとし

たい。 

第 1章 郊外型駅ビルの現状・課題 

１、郊外型駅ビルの現状 

1. 駅ビルの立地区分

まず、郊外型駅ビルについて論じていくにあたり、その立地区分について定義づけたい。

㈱SC&パートナーズ西山貴仁氏の「ビジネスを危うくするあるべき論～駅ビルのリスク～」

（注 2）では、駅ビルの立地区分を後述のとおり、「都心立地、ターミナル駅」「準都心立

13
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地、஌換駅」「郊外࣭住Ꮿ立地、生ά駅」の 3 つに大ูしている。今回はその定義を㋃く

し、「郊外࣭住Ꮿ立地、生ά駅」を「郊外型」と࿧⛠することとしたい。 

都心立地、ターミナル駅ބ

その駅周辺がᑵ業地でもありᾘ㈝地でもあり஺㏻の要⾪でもある最もὶື客が多い駅で

ある。᪥本では新ᐟ駅、ᮾி駅、ᮐᖠ駅、大㜰駅、ྡྂᒇ駅、ྡྂᒇ駅、༤多駅などᩘえ

る࡯どしかない。この立地はὶື客が多いことから᪥ᖖ性より┠的性、㠀᪥ᖖ性をᣢった

㛤Ⓨやターゲット࣓ࢢࢭントが可能なሙᡤである。 

準都心立地、஌換駅駅ބ

ᑵ業地、ᾘ㈝地としてはᙅいものの」ᩘ㊰⥺での஌り換え客も多く᪥ᖖ的なᾘ㈝ニーズ

がồめられる立地。㏻໅㏻Ꮫで利用する㊰⥺であるため㉎買インターࣂルの㛗い商ရは୙

ྥきであり、㉎買㢖ᗘの高い低༢౯の商ရが主たる取りᢅいရ┠となる。ᮾிで言えࡤ、

┠㯮、ᜨẚᑑ、஬཯⏣、大஭⏫、立ᕝなどがヱ当する。 

郊外࣭住Ꮿ立地、生ά駅（㸻郊外型）ބ

その駅を生άᅪとする住民が多ᩘを占める立地である。したがって、ᮅ、その駅から஌

り、ᖐりはその駅に㝆りる。生άᅪの୰心としての఩⨨づけであり、この 3つの区分の୰

ではもっともᩘの多い駅である。 

2.郊外型駅ビルのࢺࢵࢣ࣮࣐

郊外型駅ビルはඖࠎのマーケットが⊃く、㏆くに大きなほග地等がない㝈り、ᇶ本的に

༙ᚄ 1、2㹩㹫ᅪෆᒃ住の利用者に多く利用される。また、㞄᥋駅にも駅ビルがあるሙ合

は、᭦にマーケットは⊃くなる௚、㏆㞄の大型スーパー、ࣙࢩッࣆンࢭࢢンター等を➇合

としている。郊外型の大型ࣙࢩッࣆンࢭࢢンターは、஺㏻手ẁが違うためᕪู化がᅗれて

いることが多い。 

3.郊外型駅ビルの฼⏝⪅

筆者運営施設「࣏ࣕࢩーᕷᕝ」を例にᣲげると、会ဨ኎上ẚ⋡は⣙ 8割と㠀ᖖに高く、

᭶に 1ᗘ௨上買い≀する会ဨが 7割を占めている。そして、会ဨの 8割㏆くが「女性」で

ある。ここまでᴟ➃な施設は少ないかもしれないが、利用者の多くが「㏆㞄ᒃ住」の「女

性」、そして「᮶店㢖ᗘが高い」ということが郊外型駅ビル利用者の≉ᚩであるだろう。

また生ά駅であるがᨾ、客ᩘは会社ᖐりであるኤ方௨㝆の࣎リࣗー࣒が一番大きい。その

௚、ࣙࢩップスタッࣇ自㌟も㏆㞄に住ࢇでいることが多く、お客様としても利用するഴྥ

にある。 

㸰、郊外型駅ビルのㄢ㢟 

1.ᑡᏊ㧗㱋໬ 

既▱の㏻り、᪥本は少子高齢化による人口減少社会ྥ࡬かっている。2006 年に１億

2,774 万人にいた人口は、2050 年にはおよそ１億 60 万人になると予測されている。また、

生産年齢人口（15 歳～64 歳）が総人口に占める割合も低下していくことが見込まれ、

14



共働きママを支える駅ビル 

15 

2000年時点で総人口に占める割合は68.1％となっているが、これが2050年には53.6％ま

で低下する（注 3）。この人口ື態変化により、㛗期的┠⥺で見ると 6C 運営は大きな危ᶵ

に┤㠃していると言える。まず、商ရを㉎ධする「買い手」のẕᩘが減少すること、そし

て「኎り手」のࣙࢩップスタッࣇが減少することである。今でさえࣙࢩップはスタッࣇ୙

㊊、店㛗の㐣๫ປ働等、㐣㓞なປ働をᙉいられているにも㛵ࢃらず、この状態が加㏿して

いくと、ࣙࢩップの退店、✵き店⯒のቑ加による 6C の運営自体が厳しくなることは想像

に難くない。 

2.Eࢫ࣮࣐ࢥの㐍ᒎ

᪥本の %WRCの Eコマースᕷሙつᶍの᥎⛣は、2018年は⣙ 18඙෇と、୰ᅜ࣭⡿ᅜ࣭ⱥ

ᅜにつࡄୡ⏺第 4఩のつᶍとなっている。ࣇリマアプリなどCWRCの Eコマースのᬑཬと

ともにᣑ大し⥆けており、今後もこのഴྥは⥆くと考えられる（注 4）。利౽性、ᛌ㐺性で

はຎる「リアル」においていかにそのⰋさをアࣆールできるかが今後の຾㈇である。ࣇィ

リップ࣭コトࣛーはⴭ᭩ࠗコトࣛーのリテール 4.0࠘において「࢜ンࣛイン࣭チࣕネルは

ᡂ㛗しているが、だからと言って、ࣛࣇ࢜イン࣭チࣕネルにすべて取って᭰ࢃることはあ

りᚓない。……࢜ンࣛイン࣭チࣕネルとࣛࣇ࢜イン࣭チࣕネルの┦஫⿵᏶は、小኎業⏺の

ᮍ᮶にྥけたࢠ࢝である」（注 5）と述べている。今後、ࣛࣇ࢜イン࣭チࣕネルである「リ

アル」においてお客様とEコマースをྵࡴ᥋点をいかに多くᣢてるかが6C存⥆の課題と

なっている。一方で、リアル店⯒のࣙࢩップスタッࣇもお客様に対して、在ᗜが㇏ᐩな E
コマースでの㉎買を᥎ዡするഴྥが見られጞめている。そういった኎上が㈤ᩱ཰ධに཯ᫎ

されていないこともデ࣋ロッパーとしては῝้な問題だ。6C 運営のᇶ本である኎上にᛂ

じた㈤ᩱ཰ධス࢟ー࣒も見┤しがᚲ要なᒁ㠃となってきている。 

3. ᪂型࢕࢘ࢼࣟࢥルࢫ

2020 年は新型コロナウィルスにより多大な影響をཷけた年であった。ୡ⏺୰で 1�0 万

人（2021 年 1 ᭶現在）の人࿨がዣࢃれ、今もなお཰᮰の┠㏵は立っていない。᪥本にお

いては、ᮾி࢜リンࣆックの㛤ദ延期やᾏ外᪑⾜客のཷけධれ೵Ṇ、㛗期㛫にΏる㣧㣗店

の営業時㛫▷⦰等により⤒῭は大きなᡴᧁをཷけている。࣡クチンの一⯡ᬑཬにはまだ時

㛫がかかる見㏻しであり、この␗ᖖ事態はしࡤらく⥆くものとされている。 
しかし、新型コロナウィルスによる外ฟ自⢔や働き方の変化をきっかけに、ᅗらずもࢃた

したࡕが自㌟の௙事や生ά、౯್ほと῝くྥき合うことになった。この新しい౯್ほや生

ά様ᘧがコロナ཰᮰後も定╔していくことを「ニࣗーࣀーマル」と言ࢃれている。このニ

ࣗーࣀーマルにおける郊外型駅ビル࡬の影響について考察したい。 

 Ϩ. 駅利用者の減少 

ᮾி都による都ෆ௻業�ᚑ業ဨ30人௨上�を対㇟としたテࣞ࣡ークᑟධ実態調査によると

都ෆ௻業のテࣞ࣡ークᑟධ⋡は 57.8％（2020年 6 ᭶時点）に上り、201�年時の調査から

2 ಸにቑ加した。その 8 割が今後もテࣞ࣡ークの⥅⥆やᣑ大を検ウしているという（注 6）。
テࣞ࣡ークのᣑ大により大きく影響をཷけているබ共஺㏻の一つが㕲㐨だ。㕲㐨ྛ社は新

ᖿ⥺利用や㏻໅定期の㈍኎減少によりⱞቃに立たされている。-5ᮾ᪥本の2020年第஧ᅄ

༙期Ỵ⟬では、㕲㐨཰ධが対ィ⏬の6割௨下までⴠࡕ込ࢇだとⓎ⾲した。テࣞ࣡ークや外

ฟ᥍えにより、「㟁㌴に஌らない⛣ື」を㔜どする人がቑ加している。かく言う筆者も今
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回の自⢔をᶵに、自㌟の೺ᗣとᐦを㑊けるため自転㌴を㉎ධし、今では 2、3 駅であれࡤ

自転㌴で⛣ືすることが多くなった。 
今後もテࣞ࣡ークの一⯡ᬑཬで㏻໅をᚲ要としない人がቑ加することにより、会社ᖐり、

駅での「ついで買い」㟂要が大きく減少することが予想される。駅ビル一番のプࣛイ࢜リ

ティであった「立地」が⬣かされているのだ。 

 ϩ. 郊外ᒃ住者のቑ加࣭⁫在時㛫のቑ加 

 テࣞ࣡ークのᬑཬにより住まいの考え方も変ࢃってくるだろう。これまで㏻໅のしやす

さをᇶ準とした「都心㞟୰型」から、住みやすさや⎔ቃをより㔜どした「郊外分ᩓ型」の

ニーズが高まっていくものと考えられる。また「ステイ࣍ー࣒」「ステイロー࢝ル」とい

う言ⴥが生まれたように、都心に㊊を延ࡤさず地ඖでάືするືきが定╔すれࡤ、地域で

の商業のᚲ要性が෌ㄆ㆑される可能性がある。 

 Ϫ. 「㣗」ࢩーンの変化 

 2020 年 4 ᭶ 16 ᪥から 5 ᭶ 31 ᪥の⥭ᛴ事態ᐉ言Ⓨ௧期㛫、外ฟを᥍える自⢔生άをవ

൤なくされた。自⅕Ẽ運が高まり、スーパーでは࣍ットケー࢟ミックスやࣂター等が኎り

ษれ、高್で転኎される事態となった。また「8EHU EDWV」をはじめとする࢜ンࣛインᏯ

㓄サービスも⇿Ⓨ的にᬑཬした。これまで外に⾜かなけれࡤ㣗べられないとᛮっていたᩱ

⌮、例えྡࡤ店のࣛー࣓ンが、Ẽ㍍に、そして「⇕ࠎ」の状態でᒆくことがᗈくㄆ▱され

た。これまで EC に⛣⾜しづらいと考えていた「㣗」というコンテンࢶがあっさりとୡ㛫

にཷけධれられた。 

第 2章 ዪᛶ฼⏝⪅のኚ໬

地域住民に支えられている郊外型駅ビルは、๓㡯で考察したような社会的変化により利

用者の⤯対ᩘが減ることが予想される୰、いかに᮶店㢖ᗘを上げて利用してもらえるかが

今後の課題である。 
郊外型駅ビルの利用者の多くは女性だ。ࠗ コトࣛーのリテール 4.0࠘においてスティー

スの「㢳客にもっと㏆づきなさい。㢳客がまだẼづいていないニーズをㄒれるࣈジ࣭ࣙࣈ

どにᐦ╔しなさい」という言ⴥがグされていた（注࡯ れは主要ターゲットであࢃれࢃ。（7

る女性の変化やその⧄⣽なニーズをᢕᥱしきれているのだろうか㸽 まだẼづいていない

₯在的な事業の可能性やᒎᮃはないだろうか㸽 本章ではまず主要ターゲットである女性

が᫖今どのように変化しているかを考察し、今後᭦に῝᥀りをしていくべきターゲットを

見ᴟめていきたい。 

１、ዪᛶᕷሙのᡂ㛗 

῝้な少子高齢化、㈤㔠上᪼の೵⁫等厳しいᾘ㈝⎔ቃに立たされている୰、2 つのᡂ㛗

ᕷሙがあると言ࢃれている。「ࢩニア」と「女性」だ。高齢化によるࢩニアᕷሙのᣑ大は

もࡕろࢇのこと、女性ᕷሙがᣑ大する要ᅉは 4つあると言ࢃれている。 
16
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1.働く女性がቑ加している 
総ົ┬の⤫ィでは2011年のປ働ຊ人口は⏨性3,822万人、女性2,768万人であるのに対

し、2015年には⏨性2,765万人（2015年ẚʆ66万人）、女性2842万人（ྠ㸩74万人）と

女性がቑ加ഴྥであり、今後もᾘ㈝άືのάⓎ化に女性が大きく㈉⊩されることが予測さ

れる（注 8）。 

2.女性のᡤᚓỈ準がቑ加している 
ᅜ⛯ᗇの調査によると、女性のᡤᚓ࢙ࢩア（女性の年㛫ᡤᚓ総㢠�年㛫ᡤᚓ総㢠）は、

1��0 年の 21％から 2015 年の とྥ上した。女性のᡤᚓが伸びた要ᅉとして女性の࡬27％

高ᏛṔ化があり、女性の社会㐍ฟのᶵ運の高まりにకう㉎買ຊの上᪼が期ᚅされている

（注 �）。 

3.女性はᐙィの㉎買Ỵ定者である 
୕⳻総合◊✲ᡤの調査によると、既፧女性は「自分自㌟に商ရの㉎ධỴ定ᶒがある」と

する割合が多い（例㸸㟁子ࣞンジの女性Ỵ定⋡は 82％にも上る）。ᐙᗞᾘ㈝においては女

性が㘽をᥱっているといっても㐣言ではないことがࢃかる（注 10）。 

4.女性のᾘ㈝性ྥは高い 
総ົ┬の調査によると、年཰の大小に㛵ࢃらず女性のᾘ㈝性ྥ（ᾘ㈝支ฟ�可ฎ分ᡤᚓ）

は、⏨性は 7割、女性は �割をᾘ㈝していることが分かった（注 11）。 
これらのことから、女性のᕷሙは今後もᡂ㛗していくことが考えられる。 

㸰、ዪᛶのࢺ࣓ࣥࢢࢭ 

とえに女性ᕷሙといっても、一ᴫにまとめることはできない。ᑵ業や⤖፧、ฟ産等自ࡦ 

⏤に㑅ᢥできる時௦になったからこそ、ࣛイࣇプࣛンが多様化しており、「30 ௦女性」を

ターゲットと設定しても、そのニーズやマインࢻは実に様ࠎである。 
筆者はここで、「ᑵ業ᙧ態」と「子どもの有↓」による㸳つの࣓ࢢࢭントに分㢮するこ

ととした。 

ᑵ業ᙧ態および子どもの有↓で分けた女性࣓ࢢࢭント  （筆者సᡂ） 

 そしてそれࡒれを占める人ᩘは下ᅗの㏻りとなる（注 ントูにみると「共働࣓ࢢࢭ。（12

きママ」の࣎リࣗー࣒が一番多いことがࢃかる。 

セグメント 分類定義
1 おひとり様 未婚者（実家の一人暮らしまたは一人暮らし）
2 DINKs（Double inocome no kids) 既婚の有職者で子供を持たない
3 夫婦2人 既婚の専業主婦で子供を持たない
4 共働きママ 既婚の有職者で子供を持つ
5 専業主婦 既婚の専業主婦で子供を持つ

17
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女性の࣓ࢢࢭントู人ᩘ

ฟ඾㸸「女性のࣛイࣇスタイル◊✲ᡤ」の㞟ィ್をᇶに筆者సᡂ

㸱、ᑓᴗ୺፬のῶᑡ

高ᗘᡂ㛗期にはᾘ㈝の主ᙺとなっていた「ᑓ業主፬」だが、1��5 年㡭を期に共働き者

ᩘがᑓ業主፬を㏫転し、今では少ᩘὴとなりつつある。2012 年にᨻᗓが女性のᑵ業支᥼

をᅜᐙᡓ␎の一つと఩⨨௜け、2015 年には女性ά㌍᥎㐍ἲがไ定され、女性のᑵ業⋡は

年ࠎ上᪼を⥆けている。

ᑓ業主፬と共働きのୡᖏᩘ᥎⛣  

ฟ඾㸸⊂立⾜ᨻἲ人ປ働ᨻ⟇◊✲࣭◊ಟᶵᵓ）（注 13）

㸲、ࡾ࡜ࡦ࠾ᵝࡸ DINKsのቑຍ

おࡦとり様やDINKsのቑ加も見㏨ࡏない。ෆ㛶ᗓがබ⾲した2019年∧の少子化社会対⟇

ⓑ᭩によると、50 歳までに一ᗘも⤖፧したことがない人の割合（生ᾭᮍ፧⋡）は、1985

༢఩（人）༢఩（人）

18
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年までは⏨女とも5％ᮍ‶であったのに対し、2015年には⏨性が23.4％、女性が14.1％ま

でቑ加している（注 14）。DINKs についても、ṇ☜なᩘ್ではないが、女性マーケットືྥ

を調査している民㛫௻業のබ⾲によると、1970 年には 10％⛬ᗘだったኵ፬のみୡᖏが、

2010年には 20％⛬ᗘまでẚ⋡を伸ࡤし⣙ 2ಸになったとされている。

社会的にቑ加ഴྥであるものの、郊外型駅ビルがターゲットとする高い᮶店㢖ᗘがᮃめ

るかというと、そうではないと考える。なࡐなら、この㸰つの࣓ࢢࢭントは㔠㖹的、時㛫

的ไ⣙をཷけないため自⏤にືき回ることができ、ᚲずしも生άື⥺上のᾘ㈝をᚲ要とし

ているとは㝈らないためだ。

㸳、ඹാ࣐࣐ࡁの消㈝⾜ື

一方で、共働きママについてはどうかというと、下グᅗの共働きママのᖹ᪥のスケジࣗ

ール例を見て࡯しい。これは筆者໅ົ会社の共働きママにࣄアリンࢢしてまとめたもので

ある。ಖ育ᅬඣママと小Ꮫ生ママの2ྡに調査したが、いずれも分้みのスケジࣗールで

ືいており、自分のために౑う自⏤な時㛫は㠀ᖖに少ないഴྥにある。また小Ꮫ生ママに

なると、ఇ᪥は子どもが␃Ᏺ番もできるようになり生άに少しࡺとりが生まれるとは言っ

ていたものの、ࡦとりで㐲ฟする⛬自⏤にືき回れるవ⿱はなく、いずれも௙事ᖐりに駅

ビル࡬立ࡕ寄ったり、㏆㞄のスーパー࡬⾜く等生άື⥺上でのᾘ㈝をᇶ本としていた。

共働きママのスケジࣗール例

ฟ඾㸸筆者໅ົ会社の共働きママにࣄアリンࢢし、筆者సᡂ

最㏆では性ูᙺ割分ᢸព㆑はⷧらࡂ、「イク࣓ン」という言ⴥもⓏሙしているが、実㝿

は⏨性よりも女性のᐙ事࣭育ඣ時㛫の方がᅽಽ的に多く、女性が㈇ᢸをᙉいられているの

が現状である。下グᅗは 6歳ᮍ‶の子౪をᣢつኵ፬のᐙ事࣭育ඣ㛵㐃時㛫を⏨女ẚ㍑、ま

た௚ᅜẚ㍑したものである（注 15）。௚ᅜẚ㍑で見ても、᪥本はそもそもᐙ事にかける時

㛫が㛗い上、⏨性とẚべ女性のᐙ事㈇ᢸ時㛫がᅽಽ的に㛗い。女性が社会㐍ฟして⏨性と

ྠじ時㛫働いていても、᰿ᙉく「ᐙ事は女性が⾜うもの」という␗様なㄆ㆑が᰿௜いてし

まっていることがࢃかる。
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6歳ᮍ‶の子౪をᣢつኵ፬のᐙ事࣭育ඣ㛵㐃時㛫（1᪥当たり࣭ᅜ㝿ẚ㍑） 

ฟ඾㸸ෆ㛶ᗓ「ᖹᡂ 30年∧ 少子化社会対⟇ⓑ᭩」 

本章では女性ᕷሙのᣑ大について論じてきたが、おࡦとり様や DINKS 人口はቑ加してい

るものの、ᙼらは時㛫や⛣ືのไ⣙をཷけないため、郊外型駅ビルのᅛ定客にはなりえな

いと᥎察する。一方、ྠ様にቑ加ഴྥである共働きママは、時㛫的ไ⣙をཷけ、かつ生ά

ື⥺上でのᾘ㈝をᚲ㡲᮲௳としている。駅がᣢつ「㏻໅時にᚲず㏻る」というඃ఩性をも

っともⓎ᥹できるターゲットとして、今後郊外型駅ビルはより一ᒙ共働きママྥけサービ

スに注ຊしていくべきと考える。 

➨ 3❶ ඹാ࣐࣐ࡁᕷሙのᐇែ 

それでは、共働きママにឡされる駅ビルを┠ᣦすべく、ᙼ女たࡕにどのようなニーズが

あり、小኎業⏺でどのようなサービスが実施されはじめているかを◊✲していきたい。 

１、ඹാ࣐࣐ࡁのࢬ࣮ࢽ 

1.時▷ 

๓章でもゐれた㏻り、共働きママは㉸㐣ᐦスケジࣗールの୰で生άしているため「いか

に時▷できるか」が㔜要なニーズとなっている。ᐙ事の時㛫を少しでも▷⦰さࡏ、育ඣと

ྠ時୪⾜で一᪥を↓事に⤊ࢃらࡏ、自㌟の╧╀時㛫を☜ಖすることが᪥ࠎの最大のミッࢩ

ࣙンでとなっている。 

᫖今、ᐙ㟁の୕✀の⚄ჾと言ࢃれているのが、㣗ჾὙいᶵ、Ὑ℆஝⇱ᶵ、自ືᤲ㝖ロ࣎

ットだ。ᐙ㟁をᑟධしてᐙ事を時▷さࡏようというトࣞンࢻがある。୕⳻総合◊✲ᡤによ

20
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ると、これは௚の女性࣓ࢢࢭントとẚ㍑しても共働きママのಖ有⋡が高いഴྥにあるとい

う（注 16）。一方で、最新ᐙ㟁や設ഛがᐙᗞにᩚってきている状況においてもᐙ事㈇ᢸ㍍

減の実ឤには⧅がっておらず、さらなる時▷サービスがồめられている。 

また、ᐙ事の୰で≉に頭をᝎまࡏるのがᩱ⌮だ。子どもにはᰤ㣴のとれたᩱ⌮をసりた

いとᛮうぶ心とは⿬⭡に、ᩱ⌮には「⊩立Ỵめ」、「ᮦᩱ買いฟし」、「調⌮」「後∦௜け」

等」ᩘのࣁーࢻルがある。「調⌮」については自ື調⌮ᐙ㟁がⓎ኎されはじめ、「࡯ったら

かしても手㛫をかけたような࿡」が実現できるようになってきた。一方で、ࣚࢩケイ㛤Ⓨ

の調査によると、働くጔの 52.3％が「⊩立Ỵめ」にストࣞスをឤじていることが᫂らか

になっている（注 17）。⨾࿡しさだけでなくᰤ㣴ࣛࣂンスや手᪩さも考えなくてはいけな

いため、この調査では 6割の女性が「⊩立Ỵめ」が௙事よりもストࣞスをឤじていると回

⟅していた。 

最㏆では、༢なるᐙ事の時㛫▷⦰だけを⾜う「時▷」だけではなく、そもそも୙要なᐙ

事をなくしたり、ᐙ事をアウトࢯーࢩンࢢすることでࡺとり時㛫を生みฟす「時産」とい

う考え方がᬑཬしてきている。 

 ㈝消⨾〕ࡈ.2

᪥ࠎの௙事で㡹ᙇった自分に対して、ストࣞスをゎᾘするために買う「自分࡬のࡈ〔⨾

ᾘ㈝」が女性඲体では減少ഴྥである一方で、共働きママのᾘ㈝は࡯とࢇど減少していな

いという調査⤖ᯝがでている（注 18）。共働きママの୰でࡈ〔⨾ᾘ㈝をするᒙは、しない

ᒙにẚべて、඲体的にストࣞスをឤじている人が多く、≉に「௙事上の人㛫㛵ಀ」につい

て、ࡈ〔⨾ᾘ㈝するᒙ（57％）はしないᒙ（44％）にẚべて 13 イントもストࣞスをឤ࣏

じるという⤖ᯝがでており、᪥㡭のストࣞスがᾘ㈝に⤖びついているഴྥにある。 

 時㛫ࡾ࡜ࡦ.3

共働きママはそもそもࡦとり時㛫を⋓ᚓすることが難しい。また、⋓ᚓできたとしても

▷時㛫になりがࡕである。᪥㡭多ᛁをᴟめる共働きママだが、୕⳻総合◊✲ᡤの調査によ

ると、「一人時㛫において「ࡺっくりᐷたい」「ࡰっとしたい」というព見は少なく、DVD

やㄞ᭩、ᅬⱁ、自ᕫၨⓎのためのⱥ会ヰなど、自分のための生産的な時㛫を㐣ࡈしたいと

考えていることがࢃかった。また、㛗時㛫のࡦとり時㛫のときは、⨾ᐜ㝔、࢚ステ、ࣙࢩ

ッࣆンࢢと、自分☻きに時㛫をかけるഴྥがある」という（注 19）。 

 ࣮ࣜࣇࢺルࢠ.4

共働きママのᾘ㈝ಁ㐍にはいかに「⨥ᝏឤをᡶᣔしてあげるか」がࢠ࢝であると言ࢃれ

ている。≉に子どもをᣢつと、子どもには「Ᏻ心Ᏻ඲な㣗べ≀を㣗べさࡏたい」というព

㆑がᙉまる୰、෭෾㣗ရやチルࢻ㣗ရの多用することでより⨥ᝏឤをᢪくようになる。ま

た、「㣗」に㛵ࢃることだけではなく、子どもを㡸けて自分だけᴦしい඘実時㛫を㐣ࡈし

ている「時㛫」においても共働きママは⨥ᝏឤをᢪきやすいとされている。᚟⫋後のママ

が᫨ఇみ手ᨺしで㣧㣗できる㛤ᨺឤから外㣗するഴྥが多いのは、まさに「ࢠルトࣇリー」

ᾘ㈝である。 

5.Ꮚࡶ࡝の㧗࠸ᩍ⫱⇕ 

総ົ┬のᖹᡂ 29年ᐙィ調査では、ᑓ業主፬ୡᖏと大きくᕪがฟたのが「ᩍ育㈝」だ。
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㣗㈝やග⇕㈝、⿕᭹およびᒚ≀等は大きなᕪはないが、ᩍ育とᩍ育㛵㐃㈝は合ィすると、

26,563෇の支ฟのᕪがでた。ሿ௦やᏛ㈝によるᕪとᛮࢃれるが、共働きୡᖏの方が「子

どものᩍ育」に㛵心があることがࢃかる（注 20）。 

子育てୡ௦の共働きୡᖏとᑓ業主፬ୡᖏのᾘ㈝支ฟෆヂのẚ㍑ 

総ົ┬「ᖹᡂ 29年ᐙィ調査」をඖに筆者సᡂ 

㸰、᪤Ꮡ࣮ࢧビࢫ஦౛◊✲ 

 共働きママのニーズから、現在実施されている共働きママྥけのサービスや、小኎業⏺

඲体の時▷サービスの事例について◊✲したい。 

1.ඹാ࣮ࢧࡅྥ࣐࣐ࡁビࢫ  

（࢙ࣇ࢝ࢢン࢟ース௜き࣡ー࣌クඣス）ア࢚ママスクބ

ᰴᘧ会社ママスク࢚アが実施している、ママが子どもと㞳れずに௙事がฟ᮶る͆⫋住㏆

᥋͇を┠的とした商業施設ෆのクඣᶵ能௜き࣡ー࢟ン࢙ࣇ࢝ࢢ。働きたいとᛮう子育てマ

マをターゲットに、඲ᅜ 60 ᣐ点ᒎ㛤している。子どもと㞳れずに働けるᏳ心ឤ、子ども

を㡸けに⾜く時㛫の๐減、また商業施設ෆにあるため、業ົ⤊஢後に᪥ᖖのお買いものを

῭まࡏることができるなど、ママが効⋡ⰋくᏳ心して働ける⎔ቃを提౪している。 

ン（༓ⴥ┴ ὶ山ᕷ）ࣙࢩ駅๓㏦㏄ಖ育ステーބ

駅๓㏦㏄ಖ育ステーࣙࢩンとは、͆ 駅の㏆くにᚅᶵᡤとしてのಖ育ᐊを設⨨し、ᑓ用ࣂ

スで子どもたࡕをಖ育ᅬに㏦㏄する͇という༓ⴥ┴のὶ山ᕷでጞめられた新しいಖ育サー

ビスである。ステーࣙࢩン設⨨の⫼ᬒとしては、⾤୰や自Ꮿから㏆いಖ育ᅬの✵きがなく、

なかなかධᅬできないという問題に対して、郊外などの定ဨに✵きがあるಖ育ᅬをά用し、

できるだけ多くの子どもたࡕがධᅬできるようにするという┠的でጞまった。㏻ᖖ子ども

が㏻っているಖ育ᅬ࡬は、ಖㆤ者が┤᥋㏦㏄しなけれࡤならないが、ಖㆤ者は子どもを㏦

㏄ಖ育ステーࣙࢩンに㡸けれࡤそのまま௙事に⾜くことができ、ᖐりもステーࣙࢩンにお

㏄えに⾜けࡤよいという、ᛁしい共働きママにとって㠀ᖖにありがたい「時産」サービス

だ。現在㤳都ᅪを୰心に、ྛ自἞体でྠ様の取⤌みがᗈがっている。 
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2.ᑠ኎ᴗ⏺の時▷࣮ࢧビࢫ 

小኎業⏺ではᾘ㈝者の㉎買にకうࡻࡕっとしたストࣞスからゎᨺするべく、様ࠎな「時

▷࣭時産」サービスをᒎ㛤している。 

 リーࣂクイックデリބ

アプリで注ᩥできるࣇーࢻデリࣂリー（ฟ๓）サービス。᪥本で一番の࢙ࢩアを㄂って

いるのが、「Uber Eats」だ。ᾏ外Ⓨのサービスで、1.利用者がᩱ⌮を注ᩥ、2.ࣞストࣛン

が調⌮を⾜う、3.Uber Eats 㓄㐩パートナーがᩱ⌮を㓄㐩、というὶれで、ᩱ⌮が注ᩥ者

ᒆく。自๓で㓄㐩体ไをᩚえられないつᶍの店⯒でもẼ㍍にጞめることができ、また利࡬

用者としても、自Ꮿにいながら人Ẽ店のᩱ⌮をたべることができ཮方の࣓リットが大きい。

᪥本においても 2016 年㡭から都心を୰心に利用者がቑえጞめていたが、新型コロナウィ

ルスのឤᰁᣑ大にకう外ฟ自⢔をཷけて利用がᛴᣑ大した。 

 BOPISބ

「Buy Online Pickup In Store」の␎⛠で、࢜ンࣛインで㉎買をỴ定し、商ရを店⯒࡬ᘬ

き取りに⾜くサービス。㏦ᩱもかからない上に、そのሙで実≀を見てẼにධらなけれࡤ㏉

ရすることもでき、ア࣓リ࢝では大手ⓒ㈌店のࣀーࢻストロー࣒や࣓イࢩーズなどもᑟධ

している。また㏻ᖖ࢜ンࣛイン㉎ධでは㓄㏦のタイࢢ࣒ࣛが生じるが、㉎ධしたその᪥に

ཷけ取りができる点も利౽性が高い。ࣙࢩップとしても店⯒に᮶てもらうことで「ついで

買い」をಁ㐍することができ、┤᥋のコミࣗニケーࣙࢩンにより‶㊊ឤのある㉎買体㦂を

することができる。᪥本においてはイ࢜ンの࢜ンࣛインࣙࢩップ「イ࢜ンスタイル࢓ࣇッ

ン」などで注ᩥ࣭Ỵ῭した商ရを店⯒でཷけ取れる「店⯒ཷ取りサービス」を඲ᅜࣙࢩ

400店⯒でᒎ㛤している௚、ニトリや㣧㣗店も⥆ࠎとサービスを㛤ጞしている。 

 ࢢンࣆッࣙࢩ࣒ートタイࣙࢩބ

共働きママにとって買い≀は「ᚲ要なもの」を「いかに᪩く」手にධれられるかが㔜要

である。ア࣓リ࢝の「Amazon Go（アマࢰンࢦー）」では、買い≀客がストࣞスをឤじやす

い「ࣞジの⾜ิ」をなくした。店ෆで支ᡶいࡏず、商ရを取ってお店をฟるだけで会ィが

᏶஢するࢩステ࣒だ。᪥本においても↓人Ỵ῭店⯒の「TOUCH TO GO(タッチトࢗーࢦー)」

やࣙࢩートタイࣙࢩ࣒ッࣆンࢢに≉化した施設「イ࢜ンスタイル新ὠ」等が⥆ࠎ㛤業して

いる。「イ࢜ンスタイル新ὠ」では店⯒ධり口に設⨨した㈚ฟ用のᑓ用スマ࣍で、㢳客自

㌟が商ရのࣂーコーࢻをスࣕ࢟ンしながら買≀し、ᑓ用➃ᮎᶵで支ᡶいをする「ࣞジࢦー」

をᑟධした。店ෆはできたての᝷⳯や、෭෾㣗ရの割合を大ᖜにቑやした MD となってい

る。 

 ࣇ࢙ࢩ࣒ー࣍ބ

自Ꮿにプロのᩱ⌮人をᣍいて、調⌮、㓄⮃、後∦௜けなどを௵ࡏるサービス。子どもが

小さく外㣗にฟ᥃けづらい子育てୡ௦や、自Ꮿで女子会を㛤く人たࡕなどの利用がቑえて

いる。᪥本では࣍ーࣇ࢙ࢩ࣒のサࣈスクサービス「࢙ࢩアࢲイン」が࢙ࢩアをのࡤしてい

る。新型コロナウィルスによる店⯒のఇ業࣭営業時㛫▷⦰にకい、リストࣛをవ൤なくさ

れたᩱ⌮人のⓏ㘓が┦ḟࡂ、店⯒に㢗らない働き方として注┠が㞟まっている。 

提᱌ࣆࢩࣞބ AI 

2020年 10᭶、ア࣓リ࢝のスーパーマーケット第 1఩௻業のクロー࢞ーが AIによってࣞ

をᑟධするとⓎ⾲した。෭ⶶᗜやパ「ット(Chefbot)࣎ࣇ࢙ࢩ」ット࣎提᱌をするロࣆࢩ

ントリーにある㣗ᮦ 3点㑅び෗┿を᧜り、࣎ࣇ࢙ࢩットのࢶイッター࣭ア࢝ウントに㏦る

と、࣎ࣇ࢙ࢩットが、2 万௨上のࣞࣆࢩから㐺ษなものを㑅び、ᩘ⛊で㏉ಙするサービス
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だ。利用者は、㏦られたリストの୰から࣓ニࣗーを㑅ࢇでᩱ⌮するだけで、⊩立のᝎみを

ゎỴし、᭦にᗫᲠ㣗ရを減らす事ができる。᪥本においては、1997 年よりサービス㛤ጞ

している᪥本最大のࣞࣆࢩサイト「クックパッࢻ」や、ື⏬ࣞࣆࢩアプリ「クࣛࢩル」が、

（෗┿をඖに分析することはできないが）ࣞࣆࢩの提᱌サイトとしてᗈくᬑཬしている。

今後 AI 㛤Ⓨが㐍ࢇでいけࡤ、ᚑ᮶とẚべてಶ人のႴዲに寄ࡏた提᱌や、㏫にẖ回ྠじ࿡

௜けにならないような提᱌が可能になっていくことが予想される。 

ࢩデジタルチࣛބ

⣬などでの༳ๅ፹体ではなくデジタル፹体で㓄ಙするチࣛࢩ。これまで新⪺のᢡ込チࣛ

、の౯್が下がってきた。その୰でࢩが୰心だったが、新⪺Ⓨ⾜㒊ᩘの減少にకいチࣛࢩ

ネット上のプࣛット࢛ࣇー࣒をά用した新たな፹体として注┠されている。᪥本では

「Shufoo!（ࣇࣗࢩー）」や「トクࣂイ」等のサービスがᬑཬしており、自Ꮿ周辺店⯒や≉

定の店⯒のチࣛࢩを一ᣓで㜀ぴすることができ、⠇⣙ᚿྥの主፬の大事な᝟ሗ※となって

いる。 

ローンᏯ㓄ࢻބ

ア࣓リ࢝では、Googleのぶ会社アル࣋࢓ࣇット社のࢻローンᏯ㓄サービス「ウィンࢢ」

が 2019年 10᭶から一㒊地域で運用をጞめている。ࣛࢻッࢢストア大手のウ࢛ルࢢリーン

と提ᦠし、་⸆ရやトイࣞット࣌ーパーなどの᪥用ရに加え、生㩭㣗ရ௨外の㣗ᩱရのᏯ

㓄も⾜っている。᪥本においてもまずは、山㛫㒊や㞳ᓥ等人が⾜きにくいሙᡤにコストを

かけずに㓄㐩し、買い≀ᙅ者問題をゎỴするືきをしጞめている。また、᪥本は地㟈やὠ

Ἴ、大㞵によるὥỈなど自↛⅏ᐖが多いᅜであるため、ࢻローンᏯ㓄は、⿕⅏地にᩆ᥼≀

㈨や⸆の㓄㐩がス࣒ーズになることが期ᚅされている。 

3.⃭໬ࡿࡍ時▷ᡓதの⾜ࡃᮎは㸽 

上グのような AI や最新ᢏ⾡をά用したサービスはୡ⏺の小኎業⏺においてᛴ㏿にᗈま

っている。ᾘ㈝者がឤじる「୙౽さ」をゎỴし、ࢩー࣒ࣞスな㉎買⾜ື࡬⛣⾜している。

今後さらに「商ရ㑅ᢥ」や「店ဨとのコミࣗニケーࣙࢩン」、「ཷ取」等様ࠎな㉎買⾜ືが

スリ࣒化されていくことで、ᾘ㈝者の㉎買㟂要が「コンパクト」かつ「手㍍」に೫ってい

くのではないかと予想する。 

そうなると、ࣙࢩッࣆンࢭࢢンターでの㉎買⾜ືはどのように変化していくだろうか。

筆者は「買い回りの⦰小」や「ついで買いの減少」といった、኎上࡬のマイナスな影響ࡤ

かりあるのではないかと᥎察している。それとともに、スーパーマーケットや⸆ᒁ、コン

ビニがྠ等の商ရやサービスを提౪できるようになり、小኎業⏺඲体のコࣔディティ化が

㐍ࢇでしまうことを危᝹している。例えࡤ BOPISのཷ取ሙᡤがᣑ大し、SCの商ရをコンビ

ニでもཷけ取れるようになることで、SC の᮶店⌮⏤がなくなってしまうことなどが考࡬

えられる。ᾘ㈝者としてはより利౽性の高いሙᡤでཷけ取れるようになり、「どこで買っ

ても一⥴」という時௦が᮶てしまうのではないだろうか。ࣙࢩッࣆンࢭࢢンターとしてこ

れからは生きṧりをかけ、「時▷」サービスにも注ຊしつつ、それ௨外のᅽಽ的㨩ຊも☻

いていくᚲ要があると考える。 
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➨ 4❶ 時産時消駅ビルに࡚࠸ࡘ 

１、ඹാࡅྥ࣐࣐ࡁ郊外型駅ビルにᚲせ࡞せ⣲ 

๓述したとおり、共働きママはこれまでのቑ加ഴྥやᾘ㈝⾜ື⠊ᅖの⊃さから、人口減

少社会においても高い᮶店㢖ᗘが見込めるため、郊外型駅ビルにとって最Ⰻのコアターゲ

ットとなっていくと᥎察する。しかし、現在ᩘ多ある郊外型駅ビルは、「女性」をターゲ

ットとすることは多いものの、駅ビルというබ共性の高さから「共働きママ」に≉化した

駅ビルは少ないのではないだろうか。時▷で౽利に利用してもらえる施設は共働きママだ

けではなく、࢜ールターゲットの↓ᕪู型施設が多い。今後は共働きママྥけのターゲッ

ト㞟୰型駅ビルという㑅ᢥ⫥があってもいいのではないだろうか。 

筆者は、これまでのニーズ῝᥀による㢮᥎から、共働きママに寄りそう郊外型駅ビルと

は、ᚭᗏ的に㣗ရや᪥用ရ等の㉎買する時㛫を手㍍にした「時産」を㏣ồし、そこで生み

ฟした時㛫を「ᾘ㈝」できるような௙⤌みがᚲ要であると考える。上グのようなコンࢭプ

トによりసられた駅ビルを「時産時ᾘ型駅ビル」と定義することとし、ෆᐜを῝めていき

たい。 

㸰、時産時消型駅ビルの⪃࠼᪉ 

1.時産 

まず、「時産時ᾘ」を実現するためには、ᛁしい共働きママが「時産」できるようにし

なけれࡤならない。≉に、ᛁしいとされるᖹ᪥の௙事ᖐりにࡺとりある時㛫を๰ฟしたい。

そこで大きな࣏イントとして考えたのが、駅ビルෆに子౪用の⩦い事テナントをㄏ⮴する

ことだ。そうすることで、子どもがຮᙉしている㛫にぶは⨥ᝏឤをぬえることなく買い≀

や自分ࡦとりの時㛫を㐣ࡈすことができる。また、いつもよりṧ業してしまったとしても

௙事ᖐりに子どもと駅でᚅࡕ合ࡏࢃができるため、子どもをኪ㐨ࡦとりでᖐらࡏることな

くᏳ心して௙事をすることができる。その௚、後述のとおり BOPIS 等をά用して、᪥用ရ

の買い≀時㛫を減らすことで時㛫を産みฟす௙᥃けを⾜う。加えて、「㢳客自らの時産」

も㔜要な࢓ࣇクターである。駅ビルにᅽಽ的な㨩ຊがあれࡤ、㢳客自らが௙事やᐙ事の時

㛫をษり上げてでも᮶店してくれるものと考える。このようにᛁしい共働きママが時㛫を

産みฟすきっかけづくりや、時㛫がない୰でも᮶店したいとᛮࡏࢃるような駅ビルを┠ᣦ

す。 

2.時消 

ḟに「時ᾘ」を実現するための࣏イントは、「サービス」業✀のᣑ大および利用ಁ㐍だ。

筆者運営施設では、㣗≀㈍が࣓インの施設が多いことから、「サービス」の㠃積ᵓᡂẚは

5％⛬ᗘで、඲体኎上ᵓᡂにおいては 1％⛬に␃まり㠀ᖖに少ない。そのཎᅉは「ᩜᒃの

高さ」があると考える。ᩱ⌮ᩍᐊ、マッサージ、ジ࣒等のサービス業✀は、駅ビルの᮶店

㢖ᗘが高い㢳客であっても、「時㛫がない」「㛢㙐的でどࢇなことをやっているかࢃからな

い」「ධ会㈝、利用ᩱが高そう」といったほ点から一ᗘも利用したことない人が多いので
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はないかと᥎察する。そࢇな一㒊の人のみに㛤かれたሙᡤをより࢜ープンに利用してもら

えるようにし、ᴦしく時㛫をᾘ㈝できる௙⤌みとしたい。ල体的には、後述の㏻り「᭶㢠

サࣈスクリプࣙࢩン」をᑟධし、その≉඾の一つとして会ဨᑓ用のࣛウンジを用ពする。

ࣛウンジでは᪥ࠎの႖㦁から㞳れのࢇびりと㟼かに㐣ࡈすことができる。 

このように共働きママが、寄るとᴦしい、ᒃ心地がいいとᛮってもらえる᥋点を」ᩘస

ることで、ẖ᪥㏻㐣する駅ビルを「自分ࡈと化」して㌟㏆にឤじてもらい、᮶店㢖ᗘのྥ

上を┠ᣦす。 

立地࣭ターゲットބ

共働きୡᖏが多くᒃ住する地域を๓提とする。ල体的には、共働きୡᖏが඲ୡᖏのうࡕ

4 割௨上を占める自἞体がᮃましい（例㸸ᕷᕝᕷは඲体の 39.5％、42,548 ୡᖏ）。また஌

㌴人ဨᩘは 50,000人～70,000人（例㸸Ṋⶶᾆ࿴駅 53,992人、ᕷᕝ駅 61,575人）⛬の࣎リ

ࣗー࣒があれࡤ༑分な客ᩘを見込めるが、共働きୡᖏᩘの割合が 4割を㉸えていれࡤそれ

௨下でも可とする。ターゲットは共働きのಖ育ᅬ、ᗂ⛶ᅬඣから、小Ꮫ生、୰Ꮫ生の子ど

もをᣢつ女性とする。 

࣒ー࢟ビジネススބ

共働きママの៏性的なࡺとり時㛫のなさから、時㛫を生みฟし、そしてその時㛫を⨥ᝏ

ឤなくᾘ㈝できるス࢟ー࣒とする。ල体的には共働きママྥけの᭶㢠サࣈスクリプࣙࢩン

サービスを取りධれ、「時産࢜プࣙࢩン」「コトᾘ㈝」「会ဨࣛウンジ」の≉඾をཷけられ

るようにする。テナントには利用者ᩘにᛂじた኎上がィ上され、デ࣋ロッパーは取りまと

めの手ᩘᩱをテナントからཷけ取ることで、テナントྠኈの利用者⋓ᚓのための➇த心⌮

も働き、⤖ᯝ㣬きのこないሙᡤとなることを期ᚅする。 

時産時ᾘ型駅ビルのビジネスス࢟ー࣒ （筆者సᡂ） 

MDᵓᡂބ

๓述したとおり、子どもの⩦い事テナントをධれることで、共働きママのࢠルトࣇリー

なࡦとり時㛫を๰ฟできると考える。そのため、MDᵓᡂは下グᅗの㏻り「子ども用ࣇロ

ア」「ママ用ࣇロア」「ࣞストࣛンࣇロア」「時▷㣗≀㈍、スーパーࣇロア」の㸲つとした

（ビル型と高ᯫ下型の 2パターンをసᡂ）。「子ども用ࣇロア」には、ሿやᏛ❺ಖ育、㡢ᴦ

ᩍᐊ、᪥᭰ࢃりの体᧯ᩍᐊ等をㄏ⮴する。⩦い事を 2ಶ௨上㏻ࡏࢃるᐙᗞもあるが、ẖ回

けではなく、࣡ンストップで᏶⤖できるためぶとしてもᏳ心ឤがࢃるࡏࢃのሙᡤに㏻ࠎู

ある。「ママ用ࣇロア」には、ママのࡦとり時㛫を‶ႚできるテナントをᥞえたい。例え

っとした㉕ἑをᴦしみたいとࡻࡕ、ネイル、マッサージ等だ。また、࣒ᩱ⌮ᩍᐊやジ、ࡤ
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いうニーズを‶たすため、「会ဨࣛウンジ」をే設する。「時▷㣗≀㈍」では、ネットで事

๓注ᩥをして店⯒でཷけ取れる BOPISサービスをᑟධし、「スーパー」では今᪥の⊩立の

提᱌とそれに合ࡏࢃた㣗ᮦ一ᘧを注ᩥできるようなサービスを提౪する。

時産時ᾘ型駅ビルの MDᵓᡂ （筆者సᡂ）

ཧ考事例として、ࣗࣄーリックᰴᘧ会社がⓎ⾲した「こどもྥけ࣡ンストップサービス

およびビル㛤Ⓨ」を⤂௓したい。2020年 9᭶、ࣗࣄーリックᰴᘧ会社はᩍ育事業にᙉい

ᰴᘧ会社リࢯーᩍ育および、ス࣏ーࢶ事業にᙉいコナミᰴᘧ会社と業ົ提ᦠし、こどもに

㛵ࢃる」ᩘのサービスをྠじሙᡤでཷけることのできるビル㛤Ⓨを⾜うとⓎ⾲した。ྛ事

業者とのやり取りやྛ施設㛫の㏦㏄等、ಖㆤ者にとっての୙౽࣭୙Ᏻをゎᾘすると共に、

こども一人ࡦとりに合った最㐺なᩍ育サービスの提౪を┠的として、今後 2029年までに

20Ჷ㛤業予定である。

ฟ඾㸸ࣗࣄーリックᰴᘧ会社「こどもᩍ育事業࡬の新つཧධについて」 プࣞスリリースよりᢤ⢋

本事例は、「子ども」に≉化した㛤Ⓨであるが、筆者は「共働きママ」に利用してもら

うことを┠的とするため、「ママ」ྥけサービスにẚ㔜をおいた MDᵓᡂとしたいと考える。

しかし、このような࣡ンストップサービスがጞめられていることを㚷みると、「子どもの

⩦い事�ぶの時㛫๰ฟ」は社会的に༑分ニーズがあると考えられる。

ンࣙࢩスクリプࣈ᭶㢠サބ

᭶㢠会ဨྥけの≉඾として、下グ 3点をᑟධしたいと考える。

まずは、「時産࢜プࣙࢩン」だ。「共働きママ」のࡺとり時㛫を生みฟす≉ู࢜プࣙࢩン
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を௜加する。ල体的には、駅ビルの商ရ㓄㏦↓ᩱサービスや、BOPIS のඃඛ利用、↓ᩱ㥔

㌴ๆのⓎ⾜、⊩立提᱌ AIの利用などを想定する。 

そして、「コトᾘ㈝」はママ࢚リアテナントの「ᩜᒃの高さ」をᡶᣔするため、౑用上

㝈は設けるが、駅ビルෆのサービス店⯒をᶓ᩿的に利用できるサービスとする。例えࡤ上

㝈が 3回のሙ合、ᩱ⌮ᩍᐊに 2回、ジ࣒に 1回等、その᭶のẼ分によってᰂ㌾に౑用する

ことができる。筆者ྵめ、ジ࣒にධ会すると最ึは㡹ᙇってỴめられた回ᩘをこなすが、

ᩘࣨ᭶で㣬きがきて㊊が㐲のいてしまうことがあるだろう。この௙⤌みにすることで、自

分のその時の⯆࿡に合ࡏࢃてお店を㑅ࡪことができるため、㣬きをឤじさࡏずに⥅⥆的に

利用できると考える。また、サービス店⯒においてよく見られるᖖ㐃客やママ཭ࢢループ

がసるෆ㍯的㞺ᅖẼがసられにくくなるため、㢦見▱り⛬ᗘの「ࡺるいコミࣗニティー」

ができることを期ᚅする。もࡕろࢇ一⯡の会ဨ利用も可能とするため、ᖜᗈい年௦に利用

してもらえる。 

最後は「会ဨࣛウンジ」のサービスだ。駅ビルという㝈られた✵㛫であるため、150～

250 ੍⛬ᗘのコンパクトなሙᡤを想定する。㟁※、Wi-Fi ᏶ഛで、௙事ᖐりやఇ᪥に「ࡦ

とりになれる時㛫」を提౪することを┠的とするため、ᇶ本的に⚾ㄒは⚗Ṇとする。ᣢࡕ

込ࢇでの㣧㣗もできるが、㤋ෆの㣗≀㈍やࣞストࣛンをネットで↓ᩱ注ᩥ、ᖍまでおᒆけ

できるようにし、ⴠࡕ╔いたሙᡤでの㣧㣗もᴦしめるようにする。 

ࣛウンジイ࣓ージ ᕥ ㍍஭ἑ᭩店（注 21） ルックリンパーࣛー大㜰（注ࣈ ྑ 22） 

ーンࢩ利用ބ

様ࠎな人が利用する駅ビルだからこそ、利用方ἲをᢲし௜けるプッࣗࢩ型では㢳客は定

╔しないと考える。㢳客の「あったらいいな」にᛂえᒃ心地のⰋい✵㛫をつくり、それࡒ

れの利用者に㐺した㐣ࡈし方を㑅ᢥしてもらえるようにしたい。下グは想定される一㒊の

利用ࢩーンおよび࣌ルࢯナだ。想定では共働きママが୙在のᖹ᪥᪥୰ᖏが✵いてしまう

が、駅ビルの≉性上⪁ⱝ⏨女の᮶客が見込めと考える。 

㸺ᖹ᪥௙事ᖐり㸼 

ձ時▷㣗≀㈍࢚リアで㉎買しそのままᖐᏯ  

ղ時▷㣗≀㈍࢚リアで事๓注ᩥ、ママ࢚リアで時㛫ᾘ㈝して㣗ရをཷけ取ってᖐᏯ 

ճ子౪の⩦いࡈとをᚅっている㛫、ママ࢚リアで時㛫ᾘ㈝後、子どもとࣞストࣛン利用 

մ௙事時㛫を少しษり上げ、その時㛫をά用してママ࢚リアで時㛫ᾘ㈝ 

㸺ఇ᪥㸼 

ձ時▷㣗≀㈍࢚リアで㉎買し、そのままᖐᏯ 

ղ子౪の⩦いࡈとをᚅっている㛫、ママ࢚リアで時㛫ᾘ㈝後、子どもとࣞストࣛン利用 

ճ子౪の⩦いࡈとをᚅっている㛫、会ဨࣛウンジで一ఇみ、子どもとᖐᏯ 

մ会ဨࣛウンジで自ᕫၨⓎのຮᙉ 等 
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㸺࣌ルࢯナ㸼

⚾はあࡺみ。小Ꮫᰯ 5年生の子どもをᣢつẕ 43歳、JR⯪ᶫ駅よりᚐṌ 10分のᡤにある

ᡞᘓて住Ꮿに住ࢇでいる。今᪥は௙事をࣞࣇックスで 16時に退社、駅には 17時๓には฿

╔しそうだ。子どもが駅ビルでሿの᪥なので 1時㛫⛬ᚅって一⥴にᖐろうとᛮう。ኤ㣤な

にసろうかな。最㏆௙事もᐙ事もᛁしくて体の⑂れがとれないな～。

そういえࡤ最㏆ጞまった駅ビルの᭶㢠会ဨサービスにධったࢇだった㸟 駅ビルの商ရ

を事๓注ᩥして店⯒でཷけ取れるのか。会ဨは 30 分๓でも対ᛂしてくれるみたい。㟁㌴

に஌っているうࡕに注ᩥしてみよう。⊩立の提᱌がࢭット኎りされていて、あとは↝いた

りするだけでసれるみたい。これにỴめた㸟

⫪がいたいなあ。マッサージしたい。駅ビルのマッサージは高いẼがして一ᗘも⾜った

ことがなかったけど、会ဨ≉඾で、マッサージやᩱ⌮ᩍᐊ等を᭶㸱回㏻えて᭶㢠 10,000

෇って⤖ᵓおᚓじࡷない㸽 買い≀の時㛫がᾋいたから、マッサージ 45 分コースをお㢪

いしよう㸟

……あーẼᣢࡕよかった。あと 2回ṧっているしḟはఱをしようかな。ᩱ⌮ᩍᐊでኤ㣤

をసってᣢってᖐるのもいいし最㏆運ື୙㊊だからジ࣒もいいかも。ᖐりのࡻࡕっとした

時㛫を౑って඘実できるっていいࡡ。あ、そろそろ子どものሿが⤊ࢃる時㛫だ、㏄えに⾜

って㣗ᮦをཷけ取ってᖐろう。᪥ࠎ⑂れた共働きママたࡕに寄り添ってくれるこの駅ビル

の存在はありがたいな。さすが⚾たࡕが住ࢇでいる地域は違うよࡡ㸟 この⾤に住ࢇで、

この駅ビルがあってよかったー㸟

㸱、時産時消型駅ビルのⓎᒎ

᭶㢠サࣈスクリプࣙࢩンは༢㤋で実施するよりも、」ᩘの駅ビルでᒎ㛤した方が、▱ྡ

ᗘྥ上、ࣘーࢨーᩘቑ加に有効であると᥎察する。そこで、ྛ駅の駅ビルにྠ様のサービ

スをᑟධしていき、㊰⥺や地域一体で共働きママྥけのサービスをᣑ大さࡏていきたい。

また、この時産時ᾘ型駅ビルのᙧがୡ㛫的にㄆめられれࡤ、自἞体にもཧ⏬を௮ࡂたい。

例えࡤ、「駅๓㏦㏄ಖ育ステーࣙࢩン」のようにಖ育ᅬや小Ꮫᰯから駅ビルまでの㏦㏄を

⾜い、⩦い事やᏛ❺ಖ育をཷけられるようにする。ぶのお㏄えストࣞスの㍍減に⧅がる௚、

ぶの生άື⥺上に子どもがいることがࢃかるのでᏳ心して働くことができる。駅を୰心と

して子どもとぶの生άがᗈがっていくことで、駅ビルがサーࢻプࣞイスとして生άにḞか

ないሙᡤとなっていくことを期ᚅする。今後テࣞ࣡ーク化等により㏻໅をᚲ要としなくࡏ

なったり、リアルでの買い≀がᚲ要でなくなった時௦がきたとしても、共働きママにとっ

てḞかࡏないሙᡤとして存在し⥆けたい。

時産時ᾘ型駅ビルのᑗ᮶像  （筆者సᡂ）
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 にࡾࢃ⤊

今の᪥本は、共働きୡᖏをቑやし⏨女ᖹ等社会をᥖげているが、Ḣ⡿ㅖᅜとẚべᅽಽ的

に共働きママ࡬のサ࣏ートや支᥼ไᗘが㐜れているとឤじる。筆者には子どもはいないが、

会社の子ᣢࡕママたࡕはᮅ᪩くからฟ社して、時㛫ෆに௙事を⤊ࢃらࡏᛴいで子౪を㏄え

に⾜く、とてもవ⿱がឤじられない生άを㏦っている。その様子をᶓ┠に見て、᪥本の⤖

፧⋡やฟ生⋡が下がるのも⣡ᚓする、とឤじたのが本テーマ設定に⮳ったきっかけだ。駅

ビルは、駅だけではなく地域の「㢦」だ。ⴭ᭩ࠗ人口減少社会のᮍ᮶Ꮫ࠘でᖹ⏣࢜リࢨ氏

のコ࣒ࣛ「ⱝい女性にዲまれない自἞体は⁛ࡪ」の୰で「ᮡ୪区ではಖ育ᅬに子どもを㡸

けたẕぶが࢓ࣇミࣞスでㄯ➗していただけで㏻ሗされたというშがある」と述べていた

（注 23）。 

᮰の㛫のࡦとり時㛫でさえ後ろᣦをᣦされてしまうୡ▱㎞いୡの୰で、ᛁしなく働くマ

マをᩆう㈐ົは、地域の㢦である駅ビルにもあるとឤじる。ቑ加していくᛁしい共働きマ

マをサ࣏ートするሙᡤがసられれࡤ、駅ビル࡬のឡ╔をឤじてくれ、それは地域࡬のឡ╔

に⧅がり、ࡺくࡺくは周りから見ても住ࢇでみたい地域࡬と㔊ᡂされていくだろう。 

ෑ頭スティー࣭ࣈジࣙࣈスの言ⴥ「㢳客にもっと㏆づきなさい。㢳客がまだẼづいてい

ないニーズをㄒれる࡯どにᐦ╔しなさい」にゐれたが、ࢃれࢃれデ࣋ロッパーは、型には

められた「㔠ኴ㑻ア࣓」のようなどこに⾜ってもྠじ駅ビルをసり⥆けてはいけない。社

会的変化に寄り添いながら、時にはターゲット㞟୰型の駅ビルをసることもᚲ要だろう。 

本論では、ᐙ事㈇ᢸがᖹ等になるᮍ᮶はまだඛだと考え、「共働きパパ」については᏶

඲に↓どしてしまったが、今後㈇ᢸがቑえていく「共働きパパ」のⱞປにもいずれ࢛ࣇー

 。スしていきたい࢝

本論がいきいきと働く女性のᮍ᮶、そして駅ビルのⓎᒎ的存⥆のために少しでも寄୚ฟ

᮶れࡤᖾいである。 
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コトࣛーのリテールࠗࣀスティリアー࣭࣌ッࢮィリップ࣭コトࣛー㸩ジࣗࣇ(5) 4.0࠘ᮅ᪥新⪺ฟ∧、2020

年、kindle㟁子∧、972㡫 

(6)ᮾி都「テࣞ࣡ークᑟධ実態調査」

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/09/14/10.html 2020年 11᭶ 1᪥㜀ぴ 

コトࣛーのリテールࠗࣀスティリアー࣭࣌ッࢮィリップ࣭コトࣛー㸩ジࣗࣇ(7) 4.0࠘ᮅ᪥新⪺ฟ∧、2020

年、kindle㟁子∧、1250㡫 

(8)୕⳻総合◊✲ᡤ⦅ࠗ女性ᕷሙᨷ␎ἲ࠘᪥本⤒῭新⪺ฟ∧社、2017年、12㡫 

(9)୕⳻総合◊✲ᡤ⦅ࠗ女性ᕷሙᨷ␎ἲ࠘᪥本⤒῭新⪺ฟ∧社、2017年、12㡫 
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(10)୕⳻総合◊✲ᡤ⦅ࠗ女性ᕷሙᨷ␎ἲ࠘᪥本⤒῭新⪺ฟ∧社、2017年、12㡫 

(11)୕⳻総合◊✲ᡤ⦅ࠗ女性ᕷሙᨷ␎ἲ࠘᪥本⤒῭新⪺ฟ∧社、2017年、12㡫 

(12)女性のࣛイࣇスタイル◊✲ᡤ https://www.vlcank.com/mr/3040female_lifestyle/?p=87 2020年 11᭶

15᪥㜀ぴ 

(13)⊂立⾜ᨻἲ人ປ働ᨻ⟇◊✲࣭◊ಟᶵᵓ

https://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/timeseries/html/g0212.html 2020年 11᭶ 15᪥ 

(14)ෆ㛶ᗓ「ᖹᡂ 30年∧少子化社会対⟇ⓑ᭩ 2019」

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2018/30webhonpen/html/b1_s1-1-3.html 

2020年 11᭶ 1᪥㜀ぴ 

(15)ෆ㛶ᗓ「ᖹᡂ 30年∧ 少子化社会対⟇ⓑ᭩」

https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h29/zentai/html/honpen/b1_s03_02.html 2020年 11᭶ 1

᪥㜀ぴ 

(16)୕⳻総合◊✲ᡤ⦅ࠗ女性ᕷሙᨷ␎ἲ࠘᪥本⤒῭新⪺ฟ∧社、2017年、140㡫 

ケイ㛤Ⓨᰴᘧ会社 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000008766.html 2020年ࢩࣚ(17) 12᭶ 15᪥ 

(18)୕⳻総合◊✲ᡤ⦅ࠗ女性ᕷሙᨷ␎ἲ࠘᪥本⤒῭新⪺ฟ∧社、2017年、60㡫 

(19)୕⳻総合◊✲ᡤ⦅ࠗ女性ᕷሙᨷ␎ἲ࠘᪥本⤒῭新⪺ฟ∧社、2017年、144㡫 

(20)「ᩍ育㈝にᕪ㸟 子育てୡ௦のᑓ業主፬と共働きの支ฟẚ㍑」https://allabout.co.jp/gm/gc/475342/ 

(21)㍍஭ἑ᭩店 https://store.tsite.jp/karuizawabooks/shop/mototeca 2021年 1᭶ 20᪥㜀ぴ

ルックリンパーࣛー大㜰 https://daiwa-kigyo.jp/shop/brooklynparlor/ 2021年ࣈ(22) 1᭶ 20᪥㜀ぴ 

(23)ෆ⏣ᶞ⦅ࠗ人口減少社会のᮍ᮶Ꮫ࠘ᩥ⸤᫓⛅、2018年、209㡫 

ཧ考ᩥ⊩ 

大ᯇᏕᘯ࣭Ἴ⏣ᾈஅ 「ࠗḧしい」の本㉁～人をືかす㞃れた心⌮「インサイト」の見つけ方࠘ᐉఏ会㆟、

2017年 

⟄஭῟ஓࠗ⤖፧とᐙ᪘のこれから 共働き社会の㝈⏺࠘ගᩥ社、2016年 

ᕝ上ᚭஓ 「ࠗコトᾘ㈝」のბ࠘KADOKAWA、2017年 

西ᮧ⣧子ࠗ子育てと௙事の社会Ꮫ࠘ ᘯᩥᇽ、2014年 

ཧ考ウࣈ࢙サイト 

ママスク࢚ア https://www.mamasquare.co.jp/service/ 

駅๓㏦㏄ಖ育ステーࣙࢩン https://www.city.nagareyama.chiba.jp/life/1001107/1001188/index.html 

（ᣦᑟᩍᤵ㸸小ᔱ ᙲ） 
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●優秀論文● 

ポポスストトココロロナナ社社会会ににおおけけるる SSCCのの未未来来  
施設ディベロッパーから街ディベロッパーへの変容 

蛭間 萌々奈 
東急株式会社 ビル運営事業部渋谷運営グループ渋谷ヒカリエ運営担当課長補佐
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ポストコロナ社会における SCの未来 
施設ディベロッパーから街ディベロッパーへの変容 

蛭間 萌々奈 
東急株式会社 ビル運営事業部渋谷運営グループ渋谷ヒカリエ運営担当課長補佐 

はじめに 

世界的な新型コロナウイルスの蔓延により、私たちの生活様式は大きく変化を遂げた。

週 5日満員電車で通勤することがなくなり、当たり前のようにオンライン会議で仕事が進

められるようになった。食事も、買い物も、これまで実店舗で購入していた商品のほとん

どがインターネットを利用すれば、不自由なく購入することができることに気が付いた。 
このような生活の様式の変化を目の当たりにしながら感じたことは、我々がコロナ禍に

おいて活用した手段やツールは新たに開発されたものではなく、従前から社会に存在しな

がら、我々があえて使わずにいたものばかりである。コロナ禍において劇的に変化したの

は手段・ツールではなく、我々自身の意識だったのだと痛感する。新型コロナウイルスに

よる生活様式の変容により、社会における様々な手段やツールの認知スピードが速度を増

したといえるだろう。今後、都市におけるデジタルトランスフォーメーション化はさらに

加速し、浸透をしていく。一方で、オフィス、教育、商業等、社会活動全般においてデジ

タルトランスフォーメーション化が加速しながらも、リアルな「場が」0 になることはな

いと考えている。リアルな場でしか存在しえない価値が生まれるからである。 
日本文化の特徴でもある地域の多様性は、近代化や経済発展によって失われ、同質化し

ている。地域における住民の主体的行動が減り、町内会や地域商店は後継者不足に悩まさ

れている。再開発や街おこしによる地域再発見が提案され、コミュニティデザインなる取

り組みに発展したものの、その取り組みはいまだ大きな広がりを見せていない。そのよう

な背景の中、新型コロナウイルスによる生活様式により都心における滞在時間と消費が大

幅に減少し、反して居住エリアでのそれが増加した。新しい生活様式により、地元回帰の

考えが社会一般的に広がる可能性が高まっていると言える。スマートフォンの GPS デー

タに基づく定量的な人流データを検証すると、渋谷駅半径 500mの範囲における人流はコ

ロナ前後で比較し約70％までしか回復していないが、一方、武蔵小杉駅半径500ｍの範囲

における人流は約 110％と増加している。都市型、郊外型双方にショッピングセンター事

業を展開する当社グループにおける商業施設売上も同様、都心の来館者数、売上はいまだ

回復しないものの、郊外は順調に回復し、対前年 100％を超える施設もある。これまでは

都心部へ全ての消費が集中していたが、ポストコロナ社会においては改めて地域における

消費や時間の過ごし方に注目が集まり、「どの地域に住むか」という価値観が重要視され

る時代になるだろう。居住地域を選択することが重要視されるのであれば、商業施設単体

の集客力向上ではなく、商業施設が主体となって「エリア競争に打ち勝ち、地域価値を向

上させること（他エリアからそもそもの資産や資本を当該地域へ流入させること）」が事
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業継発展の手段になるのではないだろうか。ポストコロナ社会において、エリア競争に打

ち勝ち、地域価値の向上を実⌧するためには、ディ࣋ロッࣃーがポストコロナ社会をṇし

くとらえ、リアルな「場」だけにとどまらない、新たなࢧーࣅスの๰ฟを進めていく࡭き

である。それࡺえ、本✏では「ポストコロナ社会におけるディ࣋ロッࣃーがᙳ㡪す࡭き価

値とはఱか」をテーマとし、このၥ㢟をゎỴす࡭く考ᐹしていく。 

第１章 ポストコロナ社会の変容 

SCとして新しい都市（社会）の中でどのようなᙺ๭をᯝたしてくのか。ICT変化対ᛂに

కう OMO の᥎進、物㈍ MD ೫重からの⬺༷、物㈍店舗のショールーミング化、コミュニテ

ィ๰ฟの場ࡘくりなど、様々な SC のᑗ来ീがᥥかれているが、新型コロナウイルスは社

会的な₻流を大きく変えてしまった。まずは新型コロナウイルスによる社会的な変化をᤊ

え、その変化を㋃まえた上で、ポストコロナ社会における SC の在り方を考えていきたい。 

㸯㸬⤒Ⴀ㈨※の₻ὶ変໬ 

新型コロナウイルス感ᰁᣑ大㜵Ṇのために発௧された⥭ᛴ事ែᐉ言は、社会活動を大き

く変えた。経済に┤᥋ᙳ㡪を୚えるものとして、様々な要⣲があげられるが、㔝ᮧ⥲ྜ◊

✲ᡤ未来๰発センターの上ᖍ◊✲員の᳃Ặは経Ⴀ資※であるࣄト、ࣔ࢝、ࣀネ、データと

いう 4 の視Ⅼに注目している（注ࡘ 1）。⥭ᛴ事ែᐉ言ୗにおいて、これら 4 ⛣の資※のࡘ

動がไ㝈されたことで、社会活動およࡧ経済に大きなᦆ失をもたらしたのである。特に、

全ᅜで⛣動ไ㝈が大きくかけられたものがࣄトの流れ、人流である。これまで自ᏯとᏛᰯ

や௻業、௻業と௻業、自Ꮿと観ග地などといった、ⅬとⅬで⤖ばれるࣄトの⛣動㸻ネット

࣡ーࢡを通じて経済活動が行われていたが、そのネット࣡ーࢡが全て೵Ṇされ、Ⅼでしか

なくなったのである。 

トの⛣動減少はල体的に定量データでも♧されている。内㛶ᗓ地方๰生᥎進ᐊと内㛶ࣄ

ᐁᡣまち・ࡦと・しごと๰生本部事ົᒁにより提౪されている web イト「V-RESAS」でࢧ

は、全ᅜの代⾲観 地Ⅼにおける滞在人ཱྀを前年同週比で可視化することができる。この

データはスマートフォンの特定のアプリࢣーションから、ࣘーザーの同意の上取ᚓした

GPS データを᫨ኪ間人ཱྀ࣋ースに人ཱྀ⤫ィ化したデータである。データฟ඾はᰴ式会社

Atop の流動人ཱྀデータ（GPS データを元に᥎ィした人ཱྀ᥮⟬値）を元に集ィされている。

ィ⟬式は௨ୗのとおりである（注 2）。 

（㸯）ྛ代⾲観 地Ⅼの駅重心に఩⨨する 500mᅄ方に滞在する人ཱྀ（滞在人ཱྀと࿧ࡪ） 

（㸰）（㸯）でồめたものにࡘいて前年同週からの変動をୗグのィ⟬式によって⦪㍈に♧

す yの値とする。なお、グラフ上ではこれをࣃーセント⾲グで♧す。 

上グࢧイトにおいて、2020 年 1 ᭶㹼12 ᭶の週ู滞在人ཱྀ前年比᥎⛣を渋谷駅と武蔵小

杉駅でグラフ化するとୗグのとおりとなる。 

 この「V-RESAS」のデータを使って、ターミナル駅の代⾲として渋谷駅、郊外駅の代⾲

として武蔵小杉駅のデータをᢳฟし、比較を行う。 
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㸺滞在人ཱྀ前年比᥎⛣（渋谷駅）㸼 

（ฟ඾㸸内㛶ᗓ地方๰生᥎進ᐊ、内㛶ᐁᡣまち・ࡦと・しごと๰生本部事ົᒁ「V-RESAS」） 

㸺滞在人ཱྀ前年比᥎⛣（武蔵小杉駅)㸼 

（ฟ඾㸸内㛶ᗓ地方๰生᥎進ᐊ、内㛶ᐁᡣまち・ࡦと・しごと๰生本部事ົᒁ「V-RESAS」） 

2 のエリアの滞在人ཱྀ前年比᥎⛣グラフを比較すると、⥭ᛴ事ែᐉ言が発௧されたࡘ

2020年 4᭶௨㝆、␗なるトࣞンドを⾲していることが᫂☜だ。2ࡘのエリアのグラフから

見えてくることは 2Ⅼである。一Ⅼ目は、渋谷駅の滞在人ཱྀ前年比᥎⛣は、2020年 3᭶中

᪪から減少に㌿じた௨㝆、継⥆してマイナスである一方、武蔵小杉駅の滞在人ཱྀ前年比は

⥭ᛴ஦ែᐉ  ゝ

⥭ᛴ஦ែᐉ  ゝ

59



ポストコロナ社会における SC の未来

60

反対に 3᭶上᪪௨㝆プラスに㌿じ、継⥆してプラスを♧しているⅬがᣲげられる。これは、

ձ郊外から都心への⛣動が減ったこと、ղ居住エリアでの滞在時間、人流が増加をしたこ

とを♧している。஧Ⅼ目は、2 のエリアのඹ通Ⅼとしては同市༊町ᮧ௨外からの来ゼがࡘ

減少しており、⥭ᛴ事ែᐉ言ゎ㝖後もそのഴ向は回復しないということがㄞみ取れる。

⥭やデータ（᝟ሗ）の流れは（物流）ࣀࣔ、トの流れに大幅な変化が見られた一方でࣄ

ᛴ事ែᐉ言ୗまた௨後においても、大きな変化は見ཷけられない。ࣔࣀやデータの流れは

⥭ᛴ事ែᐉ言前からシステ࣒として⥙の目のように㠃的に展開されていた。むしろࣄトの

⛣動がไ㝈されたことで、これまで௨上に、オンラインショッピングやテࣞ࣡ーࢡが増加

し、㠃上にᙇりᕠらされているࣔࣀ（物流）やデータ（᝟ሗ）の⥺がᐦ度を増したのでは

ないだろうか。今後も、テࣞ࣡ーࢡやオンラインᤵ業が᥎ዡされ、生活インフラとしてオ

ンラインショッピングが幅広い年㱋ᒙへ浸透した⌧≧を㋃まえると、今後も主にᑵປ者や

週ᮎの来ゼ者が多数を༨めていた中心市街地エリアに滞在する時間よりも、居住エリアに

おける滞在時間都心滞在時間となることは、᫂ⓑである。

㸺経Ⴀ資※の動きイメージᅗ㸼

ࠚࡁ๓の⤒Ⴀ㈨※のືࢼロࢥ࠙ ࠙⥭ᛴ஦ែᐉゝୗの⤒Ⴀ㈨※のືࠚࡁ

ኴ⥺㸸ேὶ Ⅼ⥺㸸≀ὶ࣭᝟ሗ  ෇㸸ᾘ㈝άື （సᅗⴭ者）

㸰㸬ࣥࢥパࢺࢡ໬ࡿࡍ⏕άᅪ

ඛほどᅗ♧したスࢣールをᣑ大して検証すると、␗なる見え方ができるのではないだろ

うか。ある 30 代⏨性の生活ᅪ内までスࢣールをᣑ大してみる。⏨性にはጔと 3 ṓのᏊど

もがいる。Ꮚどもの 1ṓのタイミングでこの街にᘬっ㉺してきた。新型コロナウイルスᣑ

大前は、週 5 回∦㐨 30 ศをかけて通勤していた。ጔも同じ⫋場でാいており、Ꮚどもは

近くのಖ育ᅬに通っている。そんな⏨性が新型コロナウイルスᣑ大前に、この街で利用し

ていたࢧーࣅス、場ᡤは㝈定的だ。ಖ育ᅬ、コンࣅニ、スーࣃー、コーࣄーショップ、シ

ョッピングセンター、බᅬ、ࢡリーニング、㒑౽ᒁ、小ඣࢡリニッࢡの⛬度である。勤ົ

ඛの近くには駅ࣅルがあり、ᖹ日の食事や、自ศの買い物、ࢡリニッࢡ利用は勤ົඛのエ

リアで済ませることが大半であった。この街で過ごすのは週ᮎだけというのがこれまでの

生活様式である。しかし新型コロナウイルスᣑ大により、ᐙと勤ົඛの⛣動がไ㝈され、

この街で過ごす時間が増える。ᙉไ的に生活ᅪ内での時間を過ごすことが増えたことで、

⏨性の生活するエリアにおける、4ࡘの経Ⴀ資※の動きに変化が発生する。
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、トの流れは生活エリア内での⛣動が増えるため、そのエリアに㝈れば、人流は増えࣄ

エリア内におけるࣄトのᐦ度は⃰くなる。ࣔࣀの流れは、元々外部エリアとのやり取りが

多数であるため、基本的に変化はない。ただし、㣧食という࢝テࢦリに㝈れば、イートイ

ン利用は減り、テイࢡアウトやデリࣂリー㟂要の比重が増えたため、ࣔࣀの⛣動は増加し

たともいえる。࢝ネはどうだろうか。これまでの外部エリアにおける消費が生活エリア内

への消費に⛣行しながらも、ఇ業やႠ業時間▷⦰等、௻業活動の೵Ṇといったഃ㠃では減

少となるであろう。ここでは一᪦プラスマイナスࢮロと考える。᭱後にデータはどうだろ

うか。ಠ▔したスࢣールにおいては、データの流量は⥭ᛴ事ែᐉ言前後で変化はないと考

えたが、生活ᅪ内というスࢣールで考えると、ࣄトの滞在時間が増え、生活ᅪ内での人流

が増えたことで、生活にᐦ╔したエリア内のデータ量は増加したことが᝿定される。 

㸱㸬㐺ษ࡞⏕άᅪのࢣࢫーࣝ 

 高度経済ᡂ㛗ᮇをᶵに஺通⥙が発㐩し、その後のᢏ⾡㠉新によってリアルな㊥㞳はどん

どん⦰まった。ྜわせて ICTの発㐩により、リアルでの⛣動をకわずともデータを通じて

オンライン上を⡆単に⛣動にできるようになった。一方で、前㏙したように、新型コロナ

ウイルスのᣑ大により生活者の行動範囲が⦰小し、生活ᅪ内におけるリアル行動が増えて

いるのではないだろうか。改めて、今後における商業の㐺ษなスࢣール感とはどの⛬度な

のか、というⅬにࡘいて考えてみたい。 

生活における㐺ษなスࢣール感を検証するにあたって、地域社会における都市ᶵ能の㓄

⨨スࢣールをཧ考としたい。ୗグは᫛࿴ 55年都市ᶵ能要ぴにᥖ㍕されている⾲である。 

ここで注目す࡭きは、近㞄、コミュニティ、地༊という社会的段㝵ᵓᡂが「日ᖖ生活ᅪ」 

として定められていること、そしてⓒ㈌店を㝖く商業ᶵ能は全てこの「日ᖖ生活ᅪ」にプ

ロットされていることだ。商業が生活者の日ᖖとᐦ᥋に㛵わっていることは、᫇より変わ

っていない。そして、ポストコロナにおいて、生活ᅪはᅽಽ的に「日ᖖ生活ᅪ」へと⛣行
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しており、このᅪ内でのࣄト、ࣔ࢝、ࣀネ、データが活発化し、ࢧーࣅスの向上やデータ

集約がồめられていくと᝿ീする。そうであるならば、SC、ディ࣋ロッࣃーは、「日ᖖ生

活ᅪ」に対して経Ⴀ資※をᢞୗし、「日ᖖ生活ᅪ」において生活者への新たな価値๰㐀を

実⌧す࡭きではないだろうか。 

㸲㸬SCのព⩏࡜は 

ポストコロナ社会では、㸲ࡘの経Ⴀ資※のうち、「日ᖖ生活ᅪ」内のࣄトのᐦ度や流れ

が増えること、そしてその人流増にともない「日ᖖ生活ᅪ」内のデータ量増が᝿定され、

ྜわせてデータの質もồめられることは容᫆に᝿ീができる。さて、⥭ᛴ事ែᐉ言ୗにお

ける SC の≧ἣを 4 の経Ⴀ資※ᣦᶆでホ価してみる。⥭ᛴ事ែᐉ言ୗにおいて、一部食ࡘ

ᩱ品等を㝖きఇ館対ᛂをとった SCが大多数である。SCがఇ館となれば、来館者、SC࣡ー

ーなど、SC࢝ に㛵㐃したࣄトの流れはストップする。ࣔ࢝・ࣀネの流れも消費行動と㐃

動することから、ほࡰ೵Ṇに近い≧ἣだ。一部 SC ではオンラインでの売上ィ上もなされ

ていたが、あくまでも SC にとってオンラインはオフラインに付㝶するࢧーࣅスという認

識であったため、通ᖖႠ業時と比࡭ると࣎リュー࣒は大きく減ったのが⌧≧であろう。᭱

後に、データである。SC から発ಙされる᝟ሗおよࡧ SC に集✚される᝟ሗの大半は商品や

イ࣋ント等、Ⴀ業にకう᝟ሗであるため、このデータの流れもほࡰ೵Ṇしていたといえる。 

SC自身が街の都市ᶵ能でありながらも、⥭ᛴ事ែᐉ言ୗにおいては4ࡘの経Ⴀ資※をᚠ

⎔させることができなかったのである。ポストコロナ社会において、SC のᙺ๭や資※を

再考するᚲ要があるのではないだろうか。SC 数は㢌打ちであり、同エリアにおける競争

も⃭化しているなか、重要視す࡭きは SC というⅬの視Ⅼではなく、日ᖖ生活ᅪという㠃

の視Ⅼである。ディ࣋ロッࣃーの存在意⩏はエリア内のࢧーࣅスᣑ඘をᚭᗏし、居住者を

増やしていくこと、ࡘまり、エリア価値向上ということである。今後、「日ᖖ生活ᅪ」内

で提౪されるࢧーࣅスや᝟ሗの質に価値が生まれ、「どこに住むか」という価値観が㟂要

視される。また、ฟ店者目⥺で言えば、「どの SCにฟ店するか」ではなく「どのエリアに

店をᣢࡘことにメリットがあるのか」というⅬが重要となる。そうであるならば、我々SC

も小さなスࢣールである「日ᖖ生活ᅪ」に目を向け、「SC 単体での売上、཰入による経Ⴀ

Ᏻ定化」ではなく「エリア競争に打ち勝ち、地域価値を向上させること（他エリアからそ

もそもの資産や資本を当該地域へ流入させること）」を目ᣦす࡭きである。このような考

え方を基に、4ࡘの経Ⴀ資※のうちデータの観Ⅼに注目し、今後SCが提౪す࡭きࢧーࣅス

にࡘいてල体的に検証する。 

第䠎章 ᪂䛯䛺஦ᴗのᥦ᱌ 

「SC 単体での売上、཰入による経ႠᏳ定化」ではなく「エリア競争に打ち勝ち、地域

価値を向上させること（他エリアからそもそもの資産や資本を当該地域へ流入させるこ

と）」がSCの存在意⩏であるならば、SCというリアルな場にࣄト・ࣔ࢝・ࣀネ・データの

㸲ࡘの資※を集✚することは᭱ඃඛ事㡯ではない。SC というリアルな場をಖ᭷し、利用
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することで経Ⴀ資※の活性化を目ᣦしながらも、そのような活性化に⧅がる࣋ースసりを

「日ᖖ生活ᅪ」において実⌧することができないだろうか。 

㸯㸬᝟ሗ཰㞟はຠ⋡໬࡛ࡿࡁか 

SC がᥖげる商ᅪ内には、SC ௨外の一般ࢧーࣅスが多数提౪されている。商ᅪ内の消費

者は、SC にて提౪されるࢧーࣅスと、SC ௨外で提౪される他ࢧーࣅスを目的や価᱁、利

用シーンによって使いศけている。ࢧーࣅスを利用する㝿には検⣴や広࿌、会員ࢧーࣅス

といった様々なษりཱྀから᝟ሗを཰集し、比較検ウを行っている。⌧在世の中に展開され

ている᝟ሗは、店舗やࣈランドごとに提౪されることが大半であり、消費者はྛ店舗やࣈ

ランドよって提౪されるࢧーࣅスやシステ࣒をᶓ᩿的かࡘ」数使用しながら᝟ሗを཰集し

ている。 

౛えば、཭人とᫎ⏬を見に行く約᮰をしたとしよう。཭人の住んでいる場ᡤを考えると

ᫎ⏬館はභ本ᮌがよさそうだと考えた。まずは、検⣴ࢧイトに「භ本ᮌ」「ᫎ⏬館」「ᫎ⏬

のタイトル」を入れて検⣴をかける。ண定の日にභ本ᮌエリアの」数のᫎ⏬館で上ᫎがさ

れていることがわかった。一ࡘ目のೃ⿵のᫎ⏬館の webࢧイトにアࢡセスをし、✵ᖍ検⣴

をしたところ、ᕼᮃする༗前中の回に✵きがない。（検⣴ࢧイトでは✵ᖍ᝟ሗまで⾲♧さ

れない。）ูのᫎ⏬館の web 。ットを↓事ண約したࢣࢳセスし、ᕼᮃ時間のࢡイトにアࢧ

ᫎ⏬を見⤊わった後に㐜めのランࢳも食࡭たい。ḟに㣧食店検⣴アプリを❧ち上げる。い

くࡘかೃ⿵をᣲげながら、ᫎ⏬館からのアࢡセスも気になり、地ᅗアプリを開いて఩⨨㛵

ಀを☜認し、㣧食店検⣴アプリ内で」数店舗を比較した。㣧食店検⣴アプリからண約が可

能で、かࡘᫎ⏬館からアࢡセスのよい店舗にランࢳのண約を入れた。ண約したᫎ⏬とラン

ジュールをメッセージアプリで཭人にඹ᭷する。さて、当日。ᚅちྜわせ時間にࢣのスࢳ

ྜわせて஌り᥮え案内アプリを検⣴し、཭人とྜ流しᴦしいఇ日を過ごした。 

཭人とᫎ⏬を観てランࢳを食࡭るというシンプルな約᮰を㐩ᡂするために、いくࡘのࢧ

イトやアプリをᶓ᩿して使用しただろうか。検⣴ࢧイトに 1回、ᫎ⏬館の webࢧイトに 2

回、㣧食検⣴アプリ、地ᅗアプリ、メッセージアプリ、஌᥮案内アプリと のࡘ3 webࢧイ

トと のアプリを消費者が都度自身の目的にᛂじて❧ち上げている。これ自体は日ᖖのࡘ4

ග景であるが、本当にこのような利用シーンが᭱㐺なのだろうか。ᫎ⏬館をண約するとい

うシーンでは、検⣴ࢧイトでは✵ᖍ᝟ሗが⾲♧されないため、わࡊわࡊᫎ⏬館の webࢧイ

トにアࢡセスをしている。加えて一ࡘ目のᫎ⏬館は✵ᖍがなく、ูのᫎ⏬館の webࢧイト

へアࢡセスするというロスが発生している。㣧食店舗検⣴アプリではೃ⿵にᣲげた」数店

舗とᫎ⏬館の఩⨨㛵ಀが当該アプリではわからず、わࡊわࡊ地ᅗアプリで఩⨨㛵ಀを☜認

するというロスが発生している。 

消費者はẖ日いくࡘもの webࢧイトやアプリを利用しながらこのようなロスを重ࡡてい

るのである。消費者行動のロスはなࡐ発生しているのだろうか。ྛ webࢧイトやアプリが

消費者の「ᫎ⏬のࢣࢳットをண約する」「㣧食店舗を᥈す」「地ᅗを☜認する」「஌᥮検⣴

をする」という単一目的のためにࢧーࣅス提౪されており、᝟ሗが単一目的に㝈定されて

いることが᭱大のཎᅉだと考えた。ࢧーࣅスを提౪するഃが消費者の「電車に஌って、ᫎ

⏬を観て、ランࢳを食࡭る」という一㐃の行動を᝿定し、ಶู webࢧイト、アプリ間にお

いて᝟ሗ㐃ᦠや自動㑄⛣がなされるならば、ࢣࢳットண約эண約したᫎ⏬館の近㞄㣧食店

᝟ሗを提♧（地ᅗ᝟ሗ付き）эᚲ要な஌᥮案内の提♧という消費者がᚲ要としている᝟ሗ
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を㐃⥆的に提౪することが可能となる。 

㸰㸬୰ᅜにࡿࡅ࠾஦౛ 

 中ᅜでは近年、ࣘーザー、アࢡセス、滞在時間の量を集約させるために、⊂❧した様々

なアプリを自社プラットフォー࣒に集中させることによって、ࣅッࢡデータを集めること

が主流となりࡘࡘある。メッセンジࣕーࢧーࣅス「WeChat」を㐠Ⴀしているテンセント、

Ỵ済ࢧーࣅス「Alipay」を提౪しているアリࣂࣂが代⾲౛としてᣲげられる。これらは、

ಶูのアプリを㐠用するのではなく、スーࣃーアプリと࿧ばれる「一ࡘのアプリの中で、

さまࡊまなさࢧーࣅスᶵ能が利用可能なᕧ大プラットフォー࣒」を基┙としてᵓ⠏し、ࢧ

ーࣅス展開を行っている。ල体的には、A という一✀㢮のアプリのみをインストールし、

その会員᝟ሗを使って B, C… といったさまࡊまなࢧーࣅス（中ᅜでの一般的な࿧⛠は

「ミニプログラ࣒」という）を利用できるのだ。中ᅜのスーࣃーアプリは、特定の㡿域で

ᅽಽ的なシ࢙アを⋓ᚓしている௻業が、これまでよりもຠ⋡がよくシー࣒ࣞスなࣘーザー

体㦂を提౪することで、自らが提౪するࢧーࣅスの利用㢖度や利用時間を向上させること

が目的である。 

テンセントの㐠Ⴀするメッセンジࣕーࢧーࣅス「WeChat」上で動సする「ミニプログラ

プࡘシーなどのண約、メニューの注文、Ỵ済などの様々なᶵ能をᣢࢡでは、店舗やタ「࣒

ログラ࣒が㐃ᦠし、࣡ンストップかࡘシー࣒ࣞスな体㦂をࣘーザーに提౪している。㣧食

店舗での使い方にフォー࢝スをすれば、上ᾏのあるࣞストランにおいては、ᖍに㈞付され

ていう QR コードをㄞみ㎸んでプログラ࣒を❧ち上げると、メニューの☜認から注文、ᨭ

ᡶいがฟ来る仕組みになっているのだ。 

日本ですࡄにこのようなスーࣃーアプリᵓ᝿が実⌧するとは言えないが、࣡ンストップ

でシー࣒ࣞスな㢳客体㦂という観Ⅼはཧ考になると考える。 

㸱㸬ᆅᇦ᝟ሗ㞟⣙ࣜࣉ࢔のᥦ᱌ 

 日ᖖ生活ᅪという⊃小エリアにおいて、ࣘーザーの᝟ሗ཰集をຠ⋡化し、提౪される᝟

ሗの量と質を向上させることが、ポストコロナ社会におけるㄢ㢟である。そのㄢ㢟ゎỴを

するプࣞイࣖーとして᭱も㐺௵であるのが、ディ࣋ロッࣃーではないだろうか。ල体的な

取り組みとして、地域᝟ሗ集約アプリを提案したい。ヲ⣽はୗグのとおりである。 

（㸯）対㇟エリア 

地域᝟ሗ集約アプリ（௨ୗ、エリアアプリという）のࢧーࣅス᝿定エリアを、エリアア 
プリᅪ域とྡ付ける。ここでは、エリアアプリᅪ域の定⩏を௨ୗ㸱Ⅼと考える。ձ人ཱྀが

20 ୓௨上の都市であること、ղ当該都市において小売業、ࢧーࣅス業が集✚されている

エリアであり、エリア内に SC が存在していること、ճ当該エリアがࡦとࡘの街をᙧᡂし

ており、居住者およࡧᑵປ者により商業活動が行われていることである。 
ල体的なイメージはୗグのとおりだ。㕲㐨駅を中心に住Ꮿ地と商業地が展開されている

エリアXがある。駅近くには商店街があり、㣧食店や商店が❧ち୪ࡪ。Aというショッピ

ングセンターがあり、SC にはスーࣃーやࢧーࣅス店舗だけではなく、ᫎ⏬館やබᅬがే

設されているため、᭱ᐤり駅௨外のエリアからの集客もある。電車、ᚐṌ、自㌿車、自ᐙ
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用車と様々な஺通手段でショッピングセンターに来ゼするが、利用㢖度が高いことが特徴

である。このエリアXがエリアアプリᅪ域となる。‽郊外エリアがイメージしやすいが、

都心のᑵປ者が多いオフィスエリアも対㇟となるだろう。ただし、‽郊外エリアと都心エ

リアではエリアアプリで提౪されるࢧーࣅスが␗なるⅬに注意したい。 

（㸰）ターࢤット 

エリアアプリのࢧーࣅス提౪ターࢤットは、当該エリアにおける滞在が週に 4回௨上か

ࡡᖹᆒ滞在時間がᴫࡘ 6時間を超える一般ࣘーザー（௨ୗ、ࣘーザーという）およࡧ当該

エリアで店舗をႠ業する௻業、ಶ人事業主（௨ୗ、ショップという）とする。ショップに

は᪤存 SC テナントもྵめるものとする。SC にฟ店しているかどうかではなく、当該エ

リアで店舗Ⴀ業をしているかどうかが重要である。ただし、あくまでも一般ࣘーザー向け

にࢧーࣅスを提౪していることを前提とし、௻業向けのࢧーࣅスを展開している௻業、ಶ

人事業主は対㇟としない。また、当該エリアへ来ゼする観ග客等はメインターࢤットとは

しない。⌮由はୗグ 2Ⅼである。一Ⅼ目は、エリアアプリはࣘーザーが高㢖度で利用する

ことにより、エリアアプリ内の᝟ሗが᭦新され、ᣑᩓしていくことが目的であるからであ

る。஧Ⅼ目は、ࣘーザーが高㢖度で利用することで、マーࢣティングデータの཰集がᮇᚅ

されるため、ショップ（ฟ店者ഃ）もターࢤットとᤣえた。 

（㸱）ᵓ㐀 

エリアアプリの᝟ሗを集約する࣋ースは地ᅗ᝟ሗとする。Google マップ等の地ᅗ᝟ሗ

が᭱ୗᒙのࣞイࣖーに఩⨨し、地ᅗ上にୗグල体的なࢧーࣅスが」数ࣞイࣖーで重なって

⾲♧されるイメージだ。地ᅗ上に⾲♧されるල体的なࢧーࣅスはアプリᅪ域で一般ࣘーザ

ー向けに提౪されるࢧーࣅスである。目的ูにᩚ⌮をすると、ୗグ⾲のとおりである。地

ᅗ上にᥖ㍕されるのは、఩⨨᝟ሗをకうもの（⾲㸸スポット）に㝈られるが、外部㐃ᦠࢧ

ーࣅス（⾲㸸㐃ᦠ᝟ሗ）と㐃ᦠすることで多ᙬなࢧーࣅスが利用可能となる。 
㸺エリアアプリ⾲♧ࢧーࣅス一ぴ㸼 

スポット 基本᝟ሗ 㐃ᦠ᝟ሗ 

駅 㐠行᝟ሗ ஌᥮案内ࢧーࣅス 

タࢡシー㓄車ࢧーࣅス 

行ᨻ施設・බඹ施設 ண約ࢧーࣅス 

電Ꮚ⏦ㄳ 

ᅗ᭩館蔵᭩検⣴ 

 ット࣎ットࣕࢳ

㜵⅏᝟ሗ 

物㈍店舗 Ⴀ業᝟ሗ オンラインストア 

オンライン᥋客ࢧーࣅス 

商品取り⨨きࢧーࣅス 

㣧食店舗 Ⴀ業᝟ሗ ண約ࢧーࣅス 

 スࣅーࢧーࢲイルオーࣂࣔ

デリࣂリーࢧーࣅス 

 スࣅーࢧண約 ࢡリニッࢡ

デᐹᒚṔ᝟ሗ 

⸆ᒁ㐃ᦠࢧーࣅス 

オンラインデ⒪ࢧーࣅス 

ᫎ⏬館・࣍ール イ࣋ント᝟ሗ ࢣࢳットண約ࢧイト 

（సᅗⴭ者） 
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地ᅗ᝟ሗの上にᥖ㍕されるのは、఩⨨᝟ሗをకう᝟ሗに⣣づくᚲ要があるため、上グ⾲

の「スポット」᝟ሗのみのᥖ㍕となるが、「スポット」᝟ሗにアࢡセスし、よりヲ⣽なࢧ

ーࣅスの提౪をᕼᮃすれば、その᝟ሗに⣣づくࢧーࣅス（上グ⾲の「㐃ᦠ᝟ሗ」）」へ㑄⛣

し、ࢧーࣅス利用できる仕組みである。㐃ᦠࢧーࣅスはエリアアプリ内で提౪されるので

はなく、ྛショップが提౪するಶูࢧーࣅスへ㑄⛣するとイメージいただきたい。地ᅗ᝟

ሗを࣋ースにしているので、ࣘーザーはエリアプリᅪ域で提౪されるࢧーࣅスを地ᅗ᝟ሗ

から࿧ࡧฟすことができる。࿧ࡧฟした᝟ሗに㛵㐃した付ᖏࢧーࣅスをᕼᮃする場ྜは、

アプリから㐃ᦠࢧーࣅスへ㑄⛣される。また、エリアアプリᅪ域でࣘーザー自身が使用㢖

度の高い店舗や、㐃ᦠࢧーࣅスはお気に入りⓏ㘓をすることで地ᅗ᝟ሗとはูにすࡄに࿧

 。ฟし検⣴することも可能であるࡧ

（㸲）ᶵ能 

ձフィードࣂッࢡᶵ能 

基本᝟ሗはショップによって⦅集されるが、ࣘーザーがよく知る店舗やࢧーࣅスにࡘい

てフィードࣂッࢡをເ集する。ࣘーザーによっても基本᝟ሗが提౪されるため、ショップ

が見過ごしてしまうようなヲ⣽かࡘタイ࣒リーな᝟ሗがアプリに集約される。౛えばႠ業

時間の変᭦や、㛢業である。ࣘーザーが基本᝟ሗの変᭦を⏦ㄳした場ྜ、ショップのᢎ認

をもって᝟ሗの変᭦が行われる。このようなᶵ能は Google マップでも実⿦をされており、

ཧ考にしたい。 

ղホ価、コメントᶵ能 

ࣘーザーはスポットに対してのホ価、コメントもᥖ㍕することができる。᝟ሗ提౪、ホ

価、コメントᥖ㍕を行うと、アプリ内で㐠用されるポイント（アプリポイント）を⋓ᚓで

きる。ここで、ࣘーザーによるᝏ質なᢞ✏や⹫ഇな᝟ሗに対してのᠱᛕが発生する。他ࣘ

ーザーはアプリにᥖ㍕されている᝟ሗやホ価、コメントに対して、YouTube の「good」

「bad」のようにホ価をすることが可能だ。このホ価がポイント化されるため、ࣘーザー

はṇ☜な᝟ሗをタイ࣒リーにఏえようとດ力し、不ṇ等が発生しにくい。なお、SC に㛵

する基本᝟ሗは SC の࣍ー࣒࣌ージ等から自動㐃ᦠされ、㐠Ⴀ上の↹㞧さを㍍減できるよ

う、あらかじめシステ࣒に組み㎸んでおく。 

ճフォローᶵ能 

ࣘーザーはアプリ内の他ࣘーザーをフォローすることができる。フォローをすれば、そ

のࣘーザーが発ಙした᝟ሗ、コメント等をタイ࣒リーに࢙ࢳッࢡすることが可能だ。お気

に入りのࣘーザーをフォローしておけば、エリアアプリ内で自身のᚿ向にྜった᝟ሗが集

約されていく。インスタグラ࣒のフォローᶵ能をイメージしたい。エリアアプリ内でもイ

ンフルエンࢧーがㄌ生するかもしれない。 

մྛ✀㐃ᦠシステ࣒ 

ྛショップにて提౪される㐃ᦠࢧーࣅスは、ྛショップഃでの手㓄を前提とする。ඹ通

システ࣒をࡘくらないため、ショップഃのアプリཧ入の㞀ቨがపくなり、エリアアプリ開

発のイニシࣕル費用もᅽ⦰される。一方で、ಶ人事業主等、資㔠の少ないショップに向け

た基本システ࣒は用意したい。౛えば、ண約システ࣒やỴ済システ࣒等である。ディ࣋ロ

ッࣃーがシステ࣒開発するのではなく、᪤存で広く利用されているシステ࣒をエリアアプ

リと㐃ᦠができるように組み㎸んでおくのだ。それにより、これまでྛ✀システ࣒のᑟ入

が実⌧できなかったショップが、手間をかけずにそれらシステ࣒をᑟ入することができる

66



ポストコロナ社会における SC の未来 

67 

ようになる。このⅬ、ショップがエリアアプリにཧ加するメリットとなる。 

յポイントᶵ能 

 ࣘーザーはエリアアプリの利用㢖度（ログインポイントのようなイメージ）や、フィー

ドࣂッࢡ・ホ価・コメント等のᢞ✏、ࢧーࣅスや店舗の利用によってアプリポイントを⋓

ᚓできる。より質のⰋい᝟ሗを提౪したࣘーザーへは「ࢦールド」「シルࣂー」「ࣈロンࢬ」

のようなࣂッジを஺付し、ࣂッジによってポイント単価を変᭦してもよい。また、ショッ

プはࣘーザーからのホ価数やホ価ࣞ࣋ルにᛂじたアプリポイントを⋓ᚓできる。このアプ

リポイントはいわࡺる᪤存のポイントや地域通㈌とは␗なる。アプリポイントが利用でき

るのはアプリ内の「ᢞ資」に㝈る。ࣘーザーは⁀まったポイントをエリアアプリ内のᛂ᥼

をしたいショップにᢞ資する。ショップはそのポイントを使って、エリアアプリ内におい

て新しいシステ࣒やマーࢣティングデータ取ᚓ等の再ᢞ資を行い、ࣂリューアップを目ᣦ

す。ࢡラウドフ࢓ウンディングとアプリポイントを᥃けྜわせることも可能だ。ショップ

が新たに提౪したい商品やࢧーࣅスのプࣞࢮンテーションし、ࣘーザーはアプリポイント

でᢞ資する。（この場ྜのアプリポイントはࣘーザーのㄢ㔠ไにするᚲ要がある）一定の

ᢞ資が集まれば、ショップは新ࢧーࣅスが提౪可能となりࣘーザーに㑏元される。 

（㸳）システ࣒ 

 ḟに、システ࣒的な観Ⅼでも検証を行う。スマートフォンがᬑཬし、ࣘーザーは様々な

アプリをࢲウンロードし、使いศけを行っている。一方で、一度ࢲウンロードしたものの

一時的な利用に␃まり๐㝖をしたアプリや、スマートフォン上にはあるが使用回数が少な

いアプリが多数あるのも事実である。フラーᰴ式会社より発⾲されている「ࣔࣂイルマー

ットⓑ᭩ࢣ 2019」（注 3）によれば、2019 年 12 ᭶時Ⅼのࣘーザーの 1 人あたりの᭶間ᖹᆒ

ᡤᣢアプリ数は 99.3ಶ、᭶間ᖹᆒ利用アプリ数は 37.5ಶである。ಶ人のスマートフォン

にインストールされている約 6๭が使用されていないのである。 

このような背景をࡩまえると、エリアアプリもネイティࣈアプリとして提౪するのでは

なく、᪤に多くのࣘーザーが日ᖖ的に使用する LINE アプリ上に、エリアアプリというミ

ニアプリを᱁⣡し、ࢧーࣅス提౪を行う࡭きだと考える。ミニアプリでの展開であれば、

ࣘーザーはࢲウンロード不要でエリアアプリを利用できる。中ᅜで᪤に展開されているス

ーࣃーアプリ、ミニプログラ࣒と㢮ఝした仕組みだ。さらにエリアアプリと他ࢧーࢧࣅー

の展開するミニアプリが㐃ᦠされるため、ミニアプリ内でᚓた᝟ሗは LINE を使って LINE

アプリ内のメッセージでඹ᭷することが可能である。アプリ提౪を行うディ࣋ロッࣃーに

もメリットが多い。ネイティࣈアプリの場ྜ、iOS と Android の双方のプラットフォー࣒

で開発がᚲ要となるが、ミニアプリであれば一ࡘの webアプリ開発だけでよく、開発費を

ᢚえることができる。また、アプリ内でㄢ㔠が発生する場ྜ、ネイティࣈアプリならば発

生する売上に対しての手数ᩱがかからないため、イニシࣕルコストをᢚえることができる。 

➨㸱❶ ࣜࣉ࢔࢔࢚ࣜの஦ᴗࣔデࣝ 

エリアアプリが᝟ሗ集約ᶵ能だけに㝈られたࢧーࣅス展開となると、ࢧイト開発、㐠Ⴀ
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のランニングコストばかりが⫧大化するため、ディ࣋ロッࣃーがエリアアプリを㐠Ⴀする

メリットがあまり数多くない。また、㈤ᩱ཰入で཰┈ᵓ㐀を組み❧てているディ࣋ロッࣃ

ーがエリアアプリを㐠用するには、アプリ㐠用を通じた新たな཰┈※を☜ಖするᚲ要があ

り、㐠用ス࢟ー࣒にࡘいてもຠ⋡化がồめられる。今❶では、཰┈※☜ಖの手ἲおよࡧ実

ົ的な㐠用ス࢟ー࣒にࡘいて検ウする。 

㸯. ཰┈ᵓ㐀

エリアアプリはࣘーザーに日ᖖ的にఱ度も利用してもらうことで、㢳客᥋Ⅼを๰ฟする

ことに価値があると考える。㢳客᥋Ⅼが増えれば、ࣘーザーの行動ᒚṔがデータとして⵳

✚でき、ショップへのマーࢣティングデータ提౪というᙧで཰┈を生むことができるから

である。そのため、エリアアプリのྛ✀ࢧーࣅスは全て↓ᩱで利用できるものとし、ࣘー

ザーのアプリ利用にకう཰┈は見㎸まない。 

ࣘーザーからの཰入を 0としたศ、ランニングコストはショップからの཰入で㈥うᚲ要

があるため、ショップからは一定の利用ᩱを徴཰したい。利用ᩱをᨭᡶう代わりに、ショ

ップへはマーࢣティングデータが提౪される。ண約システ࣒や、オンラインࢧイト等の外

部㐃ᦠシステ࣒はエリアアプリᅛ᭷のシステ࣒とはしないため、ショップが⊂自でシステ

ーへの使用ᩱは発生しない。一方で、⊂自でシステࣃロッ࣋ᵓ⠏している場ྜは、ディ࣒

を提࣒ーが᥎ዡする外部㐃ᦠシステࣃロッ࣋が用意できないショップに対しては、ディ࣒

౪するため、この᥎ዡシステ࣒の利用ᩱが཰入となる。資㔠の少ないショップへのຓᡂ的

な意࿡をᣢࡘことから、アプリポイントでのᨭᡶいを可能とする。 

エリアアプリは地ᅗᶵ能を࣋ースとしていることから、ࣘーザーは఩⨨᝟ሗࢧーࣅスを

オンにし、エリアアプリを使用することとなる。そのため、エリアアプリではࣘーザーの

఩⨨᝟ሗと検⣴ᒚṔ、ࢧーࣅス利用᭷↓をマーࢣティングデータとして཰集できる。当該

マーࢣティングデータを、当該エリアにて新つでฟ店・ࢧーࣅス提౪を検ウする௻業に対

して外㈍することで཰入をᚓることも可能となる。 

㸰. 㐠⏝࢟ࢫー࣒

 ḟᅗがエリアアプリの㐠用ス࢟ー࣒である。ࣘーザーはエリアアプリにおいて、コメン

トやホ価のᢞ✏によってアプリポイントを取ᚓする。そのポイントはショップへᢞ資し、

ショップはࣘーザーから集めたポイントをཎ資にアプリ内で新たなシステ࣒のᑟ入やࢧー

 。ス提౪を行うࣅ

ショップはディ࣋ロッࣃーの提౪する㐃ᦠシステ࣒を使用する場ྜ、ディ࣋ロッࣃーに

対して使用ᩱをᨭᡶう。このᨭᡶにはアプリポイント使うことができる。また、ショップ

へはアプリを通じてスポット᝟ሗにアࢡセスしたࣘーザーのᒓ性等のマーࢣティングデー

タが提౪される。 

 ディ࣋ロッࣃーはエリアアプリの㐠Ⴀにより、商ᅪエリアにおけるࣘーザー、ショップ

の₻流をᢕᥱすることができる。ショップに対しては、資㔠の少ないショップへண約シス

テ࣒やỴ済システ࣒を提౪することで、利用ᩱを཰入としてᚓることができる。また、ࣘ

ーザーがショップのオンラインࢧイトやオンライン᥋客で購入した商品をSCでཷ取可能な

ピッࢡアップࢧーࣅス等も実⿦できるとよい。ディ࣋ロッࣃーとショップの㛵ಀに注目す

68



ポストコロナ社会における SC の未来

69

れば、ディ࣋ロッࣃーはエリア内にあるࣘーザーホ価の高いྡ店の᝟ሗをࣕ࢟ッࢳするこ

とができる。SC内のPOPUPス࣌ースへのリーシング等にエリアアプリの᝟ሗを活用するこ

とが可能だ。

エリアアプリではࣘーザーの఩⨨᝟ሗと検⣴ᒚṔ、ࢧーࣅス利用᭷↓をマーࢣティング

データとして⵳✚でき、このデータを基にエリアࣘーザーの実ែをศᯒすることができる

ようになる。これまでಶูに実施していた市場調ᰝ等が不要になる。ࣘーザーのうち、SC

やSC内店舗の利用回数が多いࣘーザーをデータ上でセグメントできるため、SCをリピート

利用するࣘーザーに対してಶูで会員セールやイ࣋ント案内などの࿌知が可能となる。SC

をリピート利用するࣘーザーを会員組⧊化することも可能である。

㸺エリアアプリス࢟ー࣒イメージ㸼

（సᅗⴭ者）

㸱㸬ࠕ᪥ᖖ⏕άᅪࠖにࡿࡅ࠾ SC≉ᛶ

さて、ここまでポストコロナにおける「日ᖖ生活ᅪ」へのシフトにࡘいて注目し、「日

ᖖ生活ᅪ」における᝟ሗ集約方ἲのල体的提案として、エリアアプリの仕組みにࡘいてㄽ

じてきたが、改めてエリアアプリを提౪す࡭き「ディ࣋ロッࣃー」の主体となりうる「日

ᖖ生活ᅪ」における SCの特性にࡘいてᩚ⌮を行う。

エリアアプリのࢧーࣅス᝿定エリアにࡘいては、前㏙したとおりձ人ཱྀが 20 ୓௨上の

都市であることղ当該都市において小売業、ࢧーࣅス業が集✚されているエリアであり、

エリア内に SC が存在していることճ当該エリアがࡦとࡘの街をᙧᡂしており、居住者お

よࡧᑵປ者により商業活動が行われていること、と定⩏した。この定⩏がྜ⮴するエリア

に❧地する SC の特性にࡘいて「❧地」「MD」「地域との㛵ಀ性」の 3 の視Ⅼで考ᐹしたࡘ

い。

まずは、「❧地」である。駅࿘㎶（駅ࣅルであるᚲ要はない）に❧地し、࿘㎶に SC௨外

の商業エリア（商店街や㊰㠃店舗の集✚）およࡧ་⒪⚟♴・行ᨻ等のࢧーࣅスが㠃的に展
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開されているイメージだ。それらのࢧーࣅスを利用するࣘーザーとして「日ᖖ生活ᅪ（ᴫ

半径ࡡ 2㹼3㹩m）」内に一定の᫨ኪ人ཱྀがいることも重要である。 

 ḟに「MD」である。「日ᖖ生活ᅪ」の SCを利用するࣘーザーは、購買行動も時間消費も

SC では᏶⤖しない。自らの目的や≧ἣにᛂじて、㐺ᐅエリア内を⛣動しࢧーࣅスやショ

ップを選択することにᴦしみを感じ、価値を見ฟしている。そのようなࣘーザーが SC に

ồめることは、ձ࣡ンストップで様々な体㦂ができる利౽性、ղ一定のᏳ心感あるࢡオリ

ティ、ճSCだからこそ体㦂可能な目新しさやプࣞミア࣒感だと考える。GMSやデࣃ地ୗ、

ࢡ、࣒ス、ジࣅーࢧメント、行ᨻࢬストラン、物㈍店舗だけでなく、アミューࣞ、࢙フ࢝

リニッࢡ、බᅬまで、多ᙬなࢧーࣅス集✚をᙉみとし、商品、᥋客ඹに一定のࢡオリティ

をಖちながら、ࣘーザーからは「Ᏻ心・Ᏻ全」というホ価をཷけることが重要である。エ

リアアプリ内の SC ௨外のショップはよりニッࢳなࢧーࣅス、こだわりをᣢった商品展開

などを行うことがᮇᚅされるので、ᕪู化が可能となる。加えて、SC であるからこそ体

㦂可能な新ࢧーࣅスやプロࣔーションの展開もᚲ㡲である。「日ᖖ生活ᅪ」における SCは

その他࿘㎶のショップと比較して、多くのࣄト、ࣔ࢝、ࣀネを集約させることができる。

その経Ⴀ資※を使って、࿘㎶ショップでは༶時性をもって提౪できないࢧーࣅスおよࡧ価

値の提౪がᚲ㡲である。౛えば、ᖖに多ᙬな新しい商品を体㦂できる広࿌型 POPUP ストア

の展開、ショールーミングࢧーࣅスやシ࢙ア࢟ッࢳンなどの新しいࢧーࣅスの体㦂提౪、

社会的にヰ㢟性の高い、ドネーションやࢡラウドフ࢓ウンディングを利用するきっかけを

๰ฟするようなプロࣔーションの実施などである。エリアアプリを通じてࣘーザーの「ᮇ

ᚅ感」をリアルかࡘタイ࣒リーに᝟ሗ཰集できうるからこそ、ࣘーザーの「ᮇᚅ感」を満

たすことができるリアルな場として、SCを఩⨨づける࡭きである。 

「❧地」「MD」に加え重要であるのが「地域との㛵ಀ性」である。「日ᖖ生活ᅪ」におけ

る SC が目ᣦす࡭きは「日ᖖ生活ᅪ」の価値向上であり、「日ᖖ生活ᅪ」、ࡘまり地域との

㛵ಀ性をᵓ⠏し、SC、ショップ、ࣘーザーが┦஫にメリットをாཷできることである。そ

のためのල体的な手ἲとして、前㏙した SC௨外のショップの商品を SCでཷけ取ることの

できるピッࢡアップࢧーࣅスや、ショップへのマーࢣティングデータ提౪を提案している。

そして、マルシ࢙や┅㋀りなどの「日ᖖ生活ᅪ」に༶したイ࣋ント実施など、⌧在の SC

も取り組んでいる、地域生産者や地域住民とのࡘながりをᣑ大し、継ᢎしていく場である

ことも改めて認識しておきたい。また、SC、ショップ、ࣘーザーが一体となってࣈランデ

ィング๰ฟへ向けた取り組みを行うᅵተがあることもポイントと考える。エリアアプリに

よる᝟ሗ集約だけでは、単にエリア内のデータのᐦ度と量が増加しただけになる。そのデ

ータを基に、新たなࣄトの流れが๰ฟされ、新しいࢧーࣅス・ࣔࣀが生まれ、4 の経Ⴀࡘ

資※が「日ᖖ生活ᅪ」において活性化することが᭱も重要だ。そのような⎔ቃを๰ฟする

ことで、「エリア競争に打ち勝ち、地域価値を向上させること（他エリアからそもそもの

資産や資本を当該地域へ流入させること）」という目的を㐩ᡂできるのではないだろうか。 

➨㸲❶ ࣜࣉ࢔࢔࢚ࣜのᥥࡃᮍ᮶ 

上㏙のような仕組みでエリアアプリをࢧーࣅス展開することができれば、日ᖖ生活ᅪに
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おけるᚲ要な᝟ሗは集約され、ࣘーザーはࡦとࡘのアプリ内へアࢡセスするだけで、自ら

のḧしい᝟ሗをຠ⋡的に手に入れることができる。また、付㝶するホ価ᶵ能、フォローᶵ

能によってエリアアプリ内でのコミュニࢣーションが生まれ、アプリポイントᶵ能を活用

することで、お気に入りのお店へᢞ資することも可能になる。ディ࣋ロッࣃーも、従来の

ポイント࢝ード施⟇や市場調ᰝに㢗らずとも商ᅪエリアにおけるࣘーザーの行動データを

⵳✚することがき、そのデータを基にリアルな場への㢳客集客や新つリーシングが実⌧可

能となる。この❶では、エリアアプリが実⿦された㝿のࣘーザー、ショップの体㦂をල体

的に᝿ീしたい。 

㸯㸬ࣘーࢨーࢫ࢚ࣥࣜࣆࢫࢡ࢚ 

エリアアプリが実⿦された未来を、前㏙の 30代⏨性の生活を通してみてみよう。 
今日は 1週間ࡪりのオフィスฟ勤となり、帰りが少し㐜くなってしまった。帰り㐨の電

車の中でエリアプリを❧ち上げる。どうやらいࡘも஌る㊰⥺ࣂスとうまく஌り継ࡂがฟ来

ないようで、自Ꮿの᭱ᐤり駅で 10 ศほどࣂスをᚅࡘことになりそうだ。10 ศあるならば、

とエリアアプリで駅近くのお気に入りのコーࣄーショップでコーࣄーをオーࢲーすること

にする。電車を㝆りたらコーࣄーをピッࢡアップしてからࣂスに஌ろう。コーࣄーショッ

プでは、自Ꮿ近くにある SC でのᮇ間㝈定ショップへのฟ店を検ウしているらしく、ࢡラ

ウドフ࢓ウンディングのເ集がされていた。ちࡻうどアプリポイントが⁀まっている。自

Ꮿ近くの SC にコーࣄーショップがฟ店すれば、週ᮎの買い物ࡘいでにお気に入りのコー

ーがᴦしめるとᮇᚅをし、アプリポイントにプラスでㄢ㔠を行い、ᢞ資をした。プロジࣄ

スᚅちをしていたところ、ጔかࣂーを∦手にࣄトがᡂ❧することをᮇᚅしよう。コーࢡ࢙

らᏊどもの体調がᝏいとメッセージが入った。᫂日はጔがどうしてもฟ勤しなければなら

ないとのことで、自ศがఇみを取ることにした。᫂日Ꮚどもを⑓㝔に㐃れていくため、小

ඣࢡリニッࢡのデᐹをエリアアプリでண約する。行きࡘけの⑓㝔はエリアアプリ内でお気

に入りⓏ㘓をしているため、すࡄに᝟ሗにアࢡセスできる。デᐹᒚṔを☜認すると、ඛ᭶

も調Ꮚがᝏく同じࢡリニッࢡをཷデしているようだ。ᛕのため帰Ꮿしたらጔに☜認をしよ

う。 
さて、⩣日。Ꮚどもの体調はᝏ化せず、前日にデᐹண約をしていたため、༗前中にはᐙ

にᡠることができた。ࢡリニッࢡのᚅち時間の間に、エリアアプリでランࢳのデリࣂリー

を᥈す。エリアアプリでフォローしている同世代のࣘーザーがおすすめしていたࢧンドイ

ッࢳをᛮいฟし、エリアアプリ上でỴ済᏶஢して購入。帰Ꮿ後タイミングよくデリࣂリー

がᒆき、すࡄにランࢳを食࡭ることができた。Ꮚどもの体調もⰋいので、仕事をしながら、

来᭶୧ぶが上ிするのでスࢣジュールを❧てておくことにした。エリアアプリで近㞄のイ

ートがあることがわかっࢧコンࢡラシッࢡント᝟ሗを☜認すると、Ꮚどもも入場できる࣋

たので、ࢣࢳットの手㓄をオンラインで᏶஢する。コンࢧート当日はẕのㄌ生日が近いの

で、ఱかプࣞࢮントをしようと、エリアアプリでお気に入りの㞧㈌ショップにアࢡセスす

る。ちࡻうどオンライン᥋客対ᛂ時間内だったので、オンラインでプࣞࢮントの┦ㄯをし、

商品をオンラインショップで購入した。商品ཷけ取りは、コンࢧート当日、コンࢧート࣍

ールのあるショッピングセンターでピッࢡアップの対ᛂをお㢪いした。これならばẕに手

Ώしが可能だ。 
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㸰㸬ࣙࢩッࣉにࢫ࢚ࣥࣜࣆࢫࢡ࢚ࡿࡅ࠾ 

⥆いて、ショップഃの未来はこうだ。ᙼዪはエリア内でコーࣄーショップをႠ業する

50 代ዪ性。Ꮚ育ても一ᜥࡘいて、ክだった小さなコーࣄーショップを 1 年前、㊰地⿬に

開業した。大Ꮫ生のፉに今はࣕ࢟ッシュࣞスの時代だといわれたが、ṇ┤よくわからずᑟ

入方ἲや手⥆きにⱞ悩していた。その㝿にエリアアプリでໟᣓࢧーࣅスዎ約ができること

を知り、㏞わず⏦し㎸んだ。手数ᩱは多少高いが、一ᣓでࢧーࣅスᑟ入できることの方が

౽利だと感じている。人通りの少ない㊰地⿬の店舗のため、開業3か᭶は集客にⱞປした

が、エリアアプリを通じてཱྀコミが広がり、今では認知が広がっている。 
店㢌に❧っていると、ᮅኤに駅を利用する࣡ー࢝ーが中心㢳客だと感じていたが、エリ

アアプリのマーࢣティングࣞポートでも、同様の⤖ᯝがฟている。一方で、ཱྀコミには近

㞄ᗂ⛶ᅬのママから「㍍食メニューがḧしい」と要ᮃが」数あったので、テイࢡアウト用

のࢧンドイッࢳメニューのᑟ入を検ウ中だ。ඛ日の㐃ఇにႠ業時間を一部変᭦した㝿に、

エリアアプリのႠ業᝟ሗを᭦新することをすっかりᛀれていたら、ࣘーザーからフィード

 。に᝟ሗの変᭦対ᛂを行うことができたࡄᶵ能を通してᣦ᦬があり、すࢡッࣂ
Ⴀ業が㌶㐨に஌り2店舗目のฟ店も検ウを進めていたところ、エリアアプリを通して近

くにある SC からᮇ間㝈定店舗のฟ店のኌ᥃けがあった。▷ᮇദ事の店舗を᥈すときには、

エリアアプリでのࣘーザーホ価をཧ考にしているらしい。ദ事ฟ店にࣞࣕࢳンジしてみよ

うとᛮったものの、ഛ品等の‽ഛに少㢠だが資㔠がᚲ要である。エリアアプリ内のࢡラウ

ドフ࢓ウンディングで࿌知をすれば、なじみのࣘーザーがᢞ資をしてくれるかもしれない。

アルࣂイトເ集もエリアアプリを通じて行うことにした。エリアアプリがあるこの街で、

地域にᐦ╔したコーࣄーショップをႠ業していくことが、これからのክである。 

㸱㸬ディベロッパーࣙࢩࡧࡼ࠾ッࣉ㐠Ⴀ௻ᴗへのᥦ౪౯್ 

 ᭱後に、エリアアプリを通じてᚓられるディ࣋ロッࣃーおよࡧショップ㐠Ⴀ௻業のメリ

ットにࡘいてᩚ⌮する。ディ࣋ロッࣃーにおいては、前㏙した㈤ᩱ௨外に཰入※を増やす

ことができることに加え、エリアアプリ㐠Ⴀを通じて商ᅪエリアにおけるࣘーザーの行動

データを཰集し、཰集したデータをマーࢣティングに活用、さらにエリアアプリを通じて

来館ಁ進や購買ಁ進のアࢡションを㉳こすことができるようになる。来店ポイント等を活

用すれば、アࢡションに対してどれだけのリターンが発生しているかのຠᯝ 定も可能だ。

さらに、エリアアプリを通じて、ショップの定性的なࣘーザーホ価をデータ཰集すること

ができるため、SC におけるリーシングへも活用が可能だ。また、エリアアプリ㐠Ⴀを通

じて、࿘㎶ショップやࣘーザーとのコミュニࢣーションᶵ会が増え、エリアアプリをきっ

かけとした SC の取り組みが増えることから、SC 自体のࣈランディング向上にᐤ୚できる

といえる。ショップを㐠Ⴀする௻業におけるメリットは、ಶูではこれまでᑟ入ができな

かったྛ✀システ࣒（ண約ࢧーࣅスや）をエリアプリのプラットフォー࣒を通じて利用が

できることがᣲげられる。Ỵ済システ࣒やண約システ࣒の利用だけでなく、オンライン᥋

客システ࣒や、取り⨨きピッࢡアップシステ࣒（ショップオンラインで購入した商品を

SC でཷけ取るようなイメージ）があれば、これまで㢳客᥋Ⅼをᣢࡘことができなかった

ࣘーザーともエリアアプリを通じて新たな᥋Ⅼをᣢࡘことができる。また、ショップ㐠Ⴀ

௻業へは、ฟ店エリアや、アプリࣘーザーに㛵するマーࢣティングデータが提౪されるた
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め、これまで定性的にしかศᯒできなかったࣘーザーの利用実ែを定量化することができ

る。ࣘーザーᒓ性のᢕᥱだけではなく、コメントᶵ能の活用によりࢧーࣅスや商品に対す

るホ価をᢕᥱし、その改ၿや新ࢧーࣅスの提案へも⤖ࡧ付けることが可能となる。 

エリアアプリの活用により、ディ࣋ロッࣃーもショップを㐠Ⴀする௻業も「施設単体」

から「エリア（街）全体」へ視㔝を広げ、ショップ単体や SC 単体の㢳客ニーࢬではなく、

街全体の㢳客ニーࢬをᢕᥱし、新しいࢧーࣅス提౪を継⥆していくことで、「街ディ࣋ロ

ッࣃー」およࡧ「街のショップ」へと᪼⳹できるのだ。 

 にࡾࢃ࠾

新型コロナウイルスの感ᰁᣑ大をきっかけに変容した人流は、今後元にᡠることはなく、

SC はリアルな場௨外での事業ス࢟ー࣒のᵓ⠏がᛴົである。今回のエリアアプリᵓ᝿は、

イニシࣕル、ランニングコストの⢭ᰝ、ྛ✀システ࣒ᵓ⠏、実㐠用ス࢟ー࣒のᩚ⌮等、ࢡ

リアす࡭きㄢ㢟は多数ある。また、システ࣒のᵓ⠏、㐠用は本来的にはディ࣋ロッࣃーの

事業㡿域ではなく、LINE や yahoo、ᴦኳなどの᪤存プラットフォーマーの事業㡿域だと

考えることもできる。 
LINE や yahoo、ᴦኳといった᪤存プラットフォーマーのࢧーࣅスは「オンライン」を㉳

Ⅼとしたものが大半であるが、ᙼらはࣘーザーとのリアルな᥋Ⅼをồめ、「オフライン」

の場に進ฟしጞめている。ᰴ式会社メル࢝リの「メル࢝リステーション」がその代⾲とい

えよう。Yahoo! JAPAN の検⣴ࢧイトを㐠Ⴀし、Ỵ済アプリ「PayPay」を展開する Z ࣍ール

ディンググᰴ式会社と LINE ᰴ式会社が経Ⴀ⤫ྜを発⾲し、LINE のミニアプリがࢧーࣅス

を開ጞした。今後、中ᅜのスーࣃーアプリに㢮ఝしたࢧーࣅスを展開していくᕸ▼である

と感じる。スーࣃーアプリが実⌧する世の中になったとしても、日ᖖ生活ᅪというリアル

かࡘ⊃小なエリアにおけるࢧーࣅスの中心は SC である࡭きだ。リアルな場におけるࣘー

ザーのニーࢬをᢕᥱし、㐺ษなࢧーࣅスというᙧで街に㑏元を行っていくことがポストコ

ロナにおけるディ࣋ロッࣃーの存在意⩏である。ࡘまり、施設単体を開発、㐠Ⴀする「施

設ディ࣋ロッࣃー」から、エリア全体のニーࢬやデータを集約し、ࢧーࣅスを街に㑏元す

る「街ディ࣋ロッࣃー」へ変容す࡭きなのだ。 

 ここ数年のᢏ⾡発展のスピードと、その浸透は我々ディ࣋ロッࣃーや SC の㐠Ⴀスピー

ドを㐶かに෽㥙している。2018 年にࢧーࣅスが開ጞされた QR コードỴ⿢は、大手プラッ

トフォーマーによるᕧ㢠の広࿌ᢞ資、経済産業┬による「ࣕ࢟ッシュࣞス・ポイント㑏元

事業」、そして新型コロナウイルスによる生活様式の変容により、▐く間に認知され、利

用がಁ進された。⌧㔠⮳上主⩏であった日本で、たった 3年でここまでᣑ大するとは᝿定

外である。3年でỴ⿢ࢧーࣅスの₻流が大きく変化したことを考えれば、2025年をエリア

アプリ実⌧の目ᶆと定めたい。SC における定೉ዎ約ᮇ間がおおよそ 3㹼5 年であり、一部

༊⏬のショールーミング化や㈤ᩱ཰入から広࿌཰入へのス࢟ー࣒変᭦など、エリアアプリ

௨外でのࣅジネスス࢟ー࣒の変容にもᮇᚅできる。また、2020 年から➨஬世代⛣動通ಙ

システ࣒（5G）の商用ࢧーࣅスがጞまることも付け加えたい。エリアアプリ実⿦に向けて

は、⭾大な量の᝟ሗを高速通ಙでやり取りすることがᚲ㡲となる。5G の⎔ቃᩚഛも㋃ま

え、2025年を目ᶆとおいた。 

一方で、我々ディ࣋ロッࣃーや SC において、デジタル化の₻流をᤊえることができる

かと言えば、␲ၥがṧる。一部、スマートシティなどඛ進的な取組みを新つ施設において
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実⌧しているഃ㠃はあるが、ᛮ考の᰿本的な部ศや、᪤存施設の㐠Ⴀス࢟ー࣒においては

ᅽಽ的にオフラインである。エリアアプリ実⌧へ向けたㄢ㢟ゎỴのためには、まず、オン

ラインとオフラインが⼥ྜするアフターデジタルという時代を、ディ࣋ロッࣃーが組⧊と

して㐺ษに⌮ゎすること、そして一部の経Ⴀᒙや新つ事業ᢸ当に㝈らず、「日ᖖ生活ᅪ」

でリアルな場を㐠Ⴀしている SC においてもアフターデジタル時代を⌮ゎし、⌧≧の仕組

みや取り組みを変容させるᚲ要がある。また、プラットフォーマーの「オフライン」への

進ฟを␗業✀による新ࢧーࣅスとᤊえず、エリア価値向上という本来的なディ࣋ロッࣃー

の存在意⩏を再認識し、␗業✀と༠業することにより SC 単体では実⌧できない新たな価

値向上のためのࢧーࣅス提案を௻⏬、実⌧していくことがᚲ㡲である。ᮾᛴ会社において

は、2020 年 8 ᭶にᴦኳᰴ式会社とඹ同ฟ資し、ᴦኳᮾᛴプランニングᰴ式会社を設❧し

た。また、LINE බ式ア࢝ウントの活用や、エリア特化型の LINE ミニアプリを活用したࢧ

ーࣅス展開も開ጞしている。このような動きを㋃まえて、エリアアプリ実⌧へ向けた提言

を継⥆していきたい。 
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●佳作論文●

人人生生をを豊豊かかににすするる SSCCのの余余白白  
 次世代ライフスタイルの新創造

平田 美羽 
株式会社メトロプロパティーズ プロジェクト推進部アシスタントマネージャー

はじめに  

第1章 ライフスタイルの変化 

１ ライフスタイルとは 

２ 新型コロナウイルス感染拡大により加速した変化 

第２章 次世代ライフスタイル 

１ ヒト消費：スタッフのメディア化 

２ シェアリングエコノミーの浸透：所有から利用へ 

３ 本物（リアル）志向 

４ 不便益を楽しむ 

５ 仕事と生活のシームレス化 

６ 増える自由時間 

７ 仕事以外のコミュニティの重要性 

第３章 次世代ライフスタイル型SC 

  １ テナントがつくりだす余白 

２ 地域とつくる余白 

３ SCの空間的余白 

第４章 SCの余白が及ぼす効用 

おわりに 
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人生を豊かにする SCの余白 
 次世代ライフスタイルの新創造 

 

 

平田 美羽 
株式会社メトロプロパティーズ プロジェクト推進部アシスタントマネージャー 

 
はじめに 

 
新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、今までの生活は一変した。震災のような天災で

あれば被災者とそれを助ける人がいて「復興」に励むが、今回のコロナ禍は「一億総被禍

者」。皆で蔓延をどうにか食い止めようとシステムを変え、法律も変え、行動や価値観ま

でも変化している。それゆえに、これから行っていくことは復興ではなく「再構築」。国

民一人一人が暮らし方、働き方、生き方の「再構築」を迫られている。 

山口周氏の著書『ニュータイプの時代』で、『私たちはモノが過剰で、意味が希少な時

代を生きている』と述べている(1)。あらゆるものが手に入るが、心から幸せを感じにくい
人が多いという。これからの SC は、ほしいモノを手に入れただけでは埋まらない人の心

の隙間に、どのような「意味」を訴えかけていくかを考えていかなければならない。あら

ゆる生活時間にテナント揃えで寄り添ってきた SC の存在は、EC の便利さを再認識した

人々にとっては、品揃えと利便性では ECに歯が立たない中、いかにして SCを「意味があ

る市場」にシフトする必要がある。変化が当たり前の時代で、変化とともに複雑化・多様

化していくライフスタイルを見据えながら、そのスタイルに合わせた「場の付加価値」を

つくりだしていく必要があり、SC に「行く意味（来館動機）」と「過ごす意味（滞在動

機）」を与えることがポイントとなる。 

本論では、ライフスタイルの解釈とコロナ禍でのライフスタイルを取り巻く変化をもと

に、この先を見据えた「次世代ライフスタイル」を考察し、SC がテナントや地域と共に

仕掛ける「場の付加価値」を提唱する。 

 

キーワード：新型コロナウイルス 価値観 次世代 ライフスタイル 世界観 不便益 

余白 

 

 

第 1章 ライフスタイルの変化 

 

 

１、ライフスタイルとは 
 

１.ライフスタイルの歴史と定義 

ライフスタイルとは、日本では1960年代末から1970年代にかけてマーケティング分野
から広まったといわれ、広辞苑では「その人の生活様式。人生観・価値観・行動様式など
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をྵめた、その人の生き方」とグ述されている。広⩏ⓗにはಶ人の生き方や生活場㠃での

⮬ᕫ⾲⌧といった意味が多いが、⊃⩏には「暮らし」඲⯡とᤊえられ生活㈈にᑐするಶ人

の㑅ዲࣃターンをᣦす。 
一方で、心⌮Ꮫⓗな┠⥺もある。࢔ルフࣞࢻ࢔・ࢻࢵラーが提唱する「ライフスタイル」

は「性᱁（ࣃーࢯナࣜティ）」を意味する。ಶ人の価値観にἢって㉳きる㌟の回りのฟ来

஦とุ᩿し、よりᮃましい≧ែに㏆࡙こうとしてᒎ㛤する行動の様式として౑われている。 
௨ୖより、「ライフ」についてはマーケティングⓗにも心⌮Ꮫⓗにも広⩏ⓗには「生き

方」とᤊえられることが多い。 
また、「スタイル」というゝⴥに࠾いては、日本では「スタイルがⰋい」と㌟యⓗにⰋ

い様で౑われることが多いが、ここで౑うスタイルとは「⊂⮬性」のことで、あるᯟの中

でのチᐜと᤼㝖を⧞り㏉してきたᩥ化のようなものである。スタイルとは⮬⏤ではなく、

ルールの中に存在している。 
したがって、本論に࠾ける「ライフスタイル」とは「生き方」を「一ᐃのルールでసり

 。たᩥ化」とᐃ⩏するࡆୖ

2.ライフスタイル型の⾲⌧ 

 「ライフスタイル」をᇶ㍈とした⾲⌧は、共㏻して「ࢨࢹイン性」を㔜どし、「地域」

に≉化したࢧーࣅスを㨩ຊとして提౪している。 

ձライフスタイルࣉࢵࣙࢩ 

ライフスタイルシࣙࢵプとは、一ᐃのコンࢭプトのもと⾰食ఫをトータルで提᱌する

「ライフスタイル型ࢡࣞࢭトシࣙࢵプ」である。2009 年「ロンࣁーマン」の࢜ープンあ
たりからこのゝⴥが౑われるようになったとᛮうが、ࣞࣃ࢔ルや雑㈌、ᐙල、食品➼、ᖜ

広い࢔イテムを取りᢅい、࢝フ࢙が㞄᥋したࣜラࢡࢵス✵間となっている。ၟ品の提᱌だ

けでなく、኎り場を構ᡂする඲てのࣄトとモノが㔊しฟす✵Ẽ感やその✵間で過ごす人の

生き方そのものが提᱌であり、スタࢵフは世⏺観をఏえるいわばストーࣜーテラーである。

また、ಶ性のあるࢹィࣞࢡターの存在のⰍが඲㠃にฟて࠾り、࢔ト࢚ࣜⓗで⊂⮬性の㧗い

スモールマスをᑐ㇟としているシࣙࢵプが多い。 
シࣙࣆࢵングࢭンター⏝ㄒ辞඾(2)では「ライフスタイルスト࢔」としてᥖ㍕されている
が、『⤌ࡳ合わせや౑いこなし方により、⮬分なりのライフスタイルをసりୖࡆる「余地」

がṧされているⅬが≉ᚩ』とあるように、㢳ᐈ⮬らがసりୖࡆることをᴦしࡳ、マイライ

フスタイルをసりୖࡆることに価値を見ฟしている。 
௚にも「ภ館 ⶬᒇ書ᗑ」はእ㒊✵間が≉ᚩⓗで、プࣞイルームからእのබᅬまでを一
Ẽ㏻㈏でつな࢜、ࡆープン௨来ぶᏊ㐃れでにࡂわっている。このように暮らしにまで入り

㎸ࡳ、あえてライフスタイルシࣙࢵプと࿧ばࡎとも、「世⏺観の提᱌するシࣙࢵプ」とし

て᝟⥴ⓗ価値を生ࡳฟしている。 

ղライフスタイルࢸ࣍ル 

 ライフスタイル࣍テルの≉ᚩは、「Ὑ⦎されたࢨࢹイン」に加え、「ᐟἩ௨እの付加価値

の提౪」である。テーマに合わせて࣍テル⊂⮬の仕掛けがあり、ゼれる人は滞在そのもの

が᪑の┠ⓗになる࣍テルである。 
その中でὀ┠する࣍テルは、2009 年࢜ープンの「࢚ース࣍テルニューࣚーࢡ（NY）」
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である。ライフスタイル࣍テルのⅆ付けᙺとなった࣍テルであるが、その㨩ຊはロࣅーに

ある。ࣁイࢭンスなࣦィンテーࢪ品が㣭られಶ性ⓗでࢨࢹイン性が㧗く、↓ᩱWi-Fiにᛌ
㐺なࢯフ࢓が᏶ഛされ、ࣂーや࢝フ࢙がేタされている。その✵間はࢨࢹイナーや࢔ーテ

ィストにឡされ、仕஦をしたりくつࢁいだりとᛮいᛮいに過ごしている。また、地域の

人々にも㛤かれた✵間となって࠾り、そのゐれ合いも利⏝者࡬の付加価値となっている。

ーを、「人々がᖖに㞟まり、♫஺、仕஦をḼ㏄する✵間」と⤂௓しࣅテルഃもロ࣍ース࢚

ている(3)。ኪには DJがⓏ場しちࡻっとしたࣃーティーも㛤かれ「㐟ࡧ」のഃ㠃が⾲れる。
本来、࣍テルロࣅーというものは୓人ཷけすることが࣍テルഃにとってはᮃましいはࡎだ

が、この⊂⮬の✵間を࠾もしࢁいとᛮう人㸻ᒃ心地がⰋいと感じる人のフィルターがかか

ることによって「スタイル」化し、スタイルに共感したフ࢓ンが世⏺中に存在するのだ。 
また、ロࣅー✵間を「コ࣡ー࢟ングス࣌ース」とㅻっていないことも㔜要なポイントの

1 つである。㏆年࣍テルᴗ⏺ではス࣌ースの᭷ຠ活⏝を┠ⓗにロࣅーをコ࣡ー࢟ングス࣌
ースとして活⏝する౛もቑえているが、࢚ース࣍テルはこれだけ⎔ቃが඘ᐇしていながら

も↓ᩱ解ᨺしている。一つの✵間に様々な活動がࢡࢵ࣑スされることで๰㐀性を่⃭し、

࣡ー࢟ングス࣌ース௨ୖの㨩ຊを๰ฟしているのではないだࢁうか。 
 

ճライフスタイルࣥࢭター 

 ライフスタイルࢭンター（௨ୗ、LSC）は、⡿国の SCの᰾ᗑ⯒であるⓒ㈌ᗑの㞟ᐈຊ
がపୗしていたことをཷけ 1990 年代にㄌ生したᴗែである。᰾となる大型ᗑ⯒を⨨かࡎ、
生活提᱌ຊのある㧗品㉁なᑓ㛛ᗑを複ᩘ㓄⨨したNSCやCSCつᶍのSCである。 
≉ᚩは地域コ࣑ュニティの中心ⓗᙺ๭をᯝたすⅬや、እ㒊⎔ቃの࣓࢔ニティにὀຊしᒃ

心地のⰋい✵間を₇ฟしているⅬ、➼であるが、日本のẼೃではᛌ㐺に過ごせるᮇ間が㝈

られるためなかなか㥆染まない㒊分も多かった。しかし、今回の⮬⢔ᮇ間中に、たくさࢇ

の人がබᅬに行ったように、ᒇእのබ共✵間をồめるのは人間の本⬟ⓗなḧồとして存在

していることは間㐪いない。࢔フターコロナは、本⬟や㌟య感ぬに┤᥋訴えかけるような

ᒃ心地のⰋい✵間にこそ、人々が㞟まると考え、このⅬについては LSC をཧ考にすべき
である。ᒃ心地のⰋさが⤖ᯝⓗに㛗時間滞在につながり、᠁いの場となるのだ。 
 な࠾、⡿国の㒔市㛤Ⓨと୙動⏘もᑓ㛛とする◊✲機㛵「Urban Land Institute」は、
『Retail Development Fourth Edition 2008』で『LSCはマーケティング⏝ㄒとなった』と
ㄝ᫂して࠾り(4)、LSCはၟᅪによって「ライフスタイルNSC」「ライフスタイルタウンࢭ
ンター」のように新たなᴗែがⓏ場していることを♧၀した。 
 

㸰、新型コロナウイルスឤᰁᣑ኱にࡾࡼຍ㏿ࡓࡋኚ໬ 

 

今回のコロナ禍で加㏿した変化をᤊえることによって、この先の᭦なるライフスタイル

の新₻を考察していく。 

 

1.新型コロナウイルスᙳ㡪ୗ࡛ኚ໬ࡓࡋ⏕άព㆑࣭⾜ື 

私たちはコロナ禍で「೺ᗣが➨一であること」「⮬分の生活が多くの人によってᨭえら

れていること」➼様々なⓎ見があった。ᨻᗓや⮬἞యがᡴちฟす᪋⟇によって日ᖖ生活が

大きくᕥྑし、ᨻ἞࡬の㛵心が少ないⱝい世代にも「⮬分たちのၥ㢟」としてྥき合うこ

ととなった。ᅗ㸯のෆ㛶ᗓのㄪᰝ(5)によると、コロナをきっかけに仕஦࡬のྥき合い方に
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変化があった人が⣙ 6 ๭、「生活を㔜どするように変化した」と回⟅した人が༙分を༨め

ている。≉に 10㹼30代のⱝい世代にそのഴྥがᙉくࡳられる。

また、働き方に࠾いてはテࣞ࣡ー࡬ࢡの⛣行に㋃ࡳษった௻ᴗが多く、このことが価値

観の変化に᭱もᙳ㡪を与えたのではないだࢁうか。ࣜモート࣡ーࢡのᐇ᪋≧ἣについては

඲国ᖹᆒで 21.5㸣、ᮾி 23༊で 42.8㸣（2020年 12᭶時Ⅼ）(6)と㒔市㒊とのᕪがかなりある
ものの、コスト๐ῶやᴗົຠ⋡化に✚ᴟⓗな௻ᴗもቑえ、ࢪࢹタル化によってࣜモート࣡

ーࢡのྍ⬟性がどこまで広がるのかというヨࡳをもって取り⤌ࢇでいる௻ᴗも多い。もち

あらゆるᴗ⏺でᴗົຠ⋡がୖがるとは㝈らないが、今ᚋ場ᡤに⦡られない働き方はቑࢇࢁ

加するに㐪いない。

ᅗ 1.仕஦࡬のྥき合い方の意識、࣡ーࢡライフࣂランス

（ฟ඾㸸ෆ㛶ᗓ HP「新型コロナウイルス感染⑕のᙳ㡪ୗに࠾ける生活意識・行動の変化に㛵するㄪᰝ」ㄪᰝ⤖ᯝ）

ᅗ 2のㄪᰝ⤖ᯝ(7)のと࠾り⣙ 3๭の人が地方࡬の㛵心をᣢって࠾り、⮬⢔ᮇ間が㛗ᘬく

につれ㛵心ᗘはᚎ々に㧗まっている。また、20 ṓ代を中心にⱝい世代にそのഴྥがᙉい。

地方⛣ఫには仕஦や཰入㠃࡬のᠱᛕはあるものの、新たな働き方や新たな生活場ᡤについ

て考えጞめている人がቑ加している。

ᅗ 2.地方⛣ఫ࡬の㛵心（ᮾிᅪ在ఫ者）

（ฟ඾㸸「➨ 2回 新型コロナウイルス感染⑕のᙳ㡪ୗに࠾ける生活意識・行動の変化に㛵するㄪᰝ」）
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今までの㒔市は、利便性・合⌮性・ຠ⋡性が㏣ồされてきた。しかし、コロナ禍でその

便利な✵間には❓ᒅな㒊分が多いことに┤㠃し、より本⬟ⓗ・㌟యⓗ・┤感ⓗな心地Ⰻさ

をồめる方ྥにシフトする人がቑえている。⣲ᩛなᬒⰍが見える場ᡤにចかれて、心地Ⰻ

さやẼᣢちⰋさを感じられる地方もよいな、と考えጞめているのだ。その⤖ᯝ、地方の観

ග地でఇᬤを取りながら仕஦もこなす「࣡ーケーシࣙン」や、㒔市と地方の୧方にᣐⅬを

ᣢって仕஦をする「஧地域ᒃఫ」にὀ┠が㞟まった。 

地方⛣ఫ࡬の㛵心の㧗まりは、㒔心にいながら地方との㛵わりをᣢつ「㛵ಀ人口」に興

味をᣢつきっかけにもなっただࢁう。「㛵ಀ人口」とは、⛣ఫした「ᐃఫ人口」でもなく、

観ගに来た「஺ὶ人口」でもない、地域や地域の人々と多様に㛵わる人々のことである。

㛵ಀ人口は今までは᪑行や地域≉⏘≀によるきっかけが多かったが、今ᚋは࣡ーケーシࣙ

ンのように仕஦きっかけでの㛵ಀ人口がቑえるだࢁう。  

 

2.⛣ືのኚ໬ 

እฟ⮬⢔は⛣動に大きなᙳ㡪をཬࡰした。大手௻ᴗを中心に࢜フィス࡬のฟ໅をไ㝈、

ᩍ⫱機㛵も࢜ンライン࡬のษり᭰えにより㏻໅・㏻Ꮫ者が大ᖜにῶ少、㈙い≀はᚐṌᅪෆ

になった。そのため㏻໅動⥺ୖのᾘ㈝、≉に㥐ࣅルや㥐ナ࢝型 SC は大ᡴᧁをཷけた。㥐

ᾘ㈝◊✲ࢭンターのㄪᰝ(8)によれば「⮬Ꮿ周㎶で㈙い≀・ᾘ㈝するようになった」「日々
の㏻໅動⥺ୖでの㈙い≀・ᾘ㈝がῶった」も⣙ 8๭と㠀ᖖに多い⤖ᯝとなった。 

の㧗まりで「モࢬの動きがῶった一方で、ᕢごもりによる食ᩱ品➼の㓄㏦ニー「トࣄ」

ノ」動きは活Ⓨ化した。ᨻᗓはタࢡシーによる᭷ൾで㈌≀㐠㏦することについて≉౛ⓗに

認めることをⓎ⾲した(9)。 

㕲㐨஦ᴗ者は過ཤに౛を見ないῶ཰となったが、㏆いᑗ来、人口ῶ少によってこれまで

の㕲㐨཰入だけでは཰┈をಖてないことはあらかじめᢎ▱していたことである。༢なる⛣

㏦からの⬺༷、౛えば先ほどのタࢡシーの≉౛のように、㈌ᐈΰ㍕➼の新つࢿࢪࣅスの๰

㐀とシフト࢙ࢳンࢪがᛴົである。新๰㐀の㘽の一つとなるのが「MaaS（Mobility as a 

Service）」である。これまでのMaaSは᪤存の஺㏻手ẁを⤌ࡳ合わせて᭱㐺な⛣動をᐇ⌧す

るࢧーࣅスであったが、今回の感染拡大によって MaaS をめࡄる㟂要と౪⤥は᪤存のᯟ⤌

シーの஦౛や、Uber Eatsࢡを㉸えたようにᛮう。先述したタࡳ のࣜࣂࣜࢹーのᛴᡂ㛗も

広⩏ⓗには MaaS であるが、これらのࢧーࣅスのྎ㢌によりその便利さを㌟㏆に感じるこ

とができた。MaaS によって⛣動が᭱㐺化されると、今ᚋは「⛣動時間」が⮬⏤時間とし

て「仕஦や生活の時間」にシフトするだࢁう。 

 

3.ᾘ㈝のኚ໬ 

コロナ禍によるᾘ㈝行動の変化は、ᑠ኎ᗑ⯒にとって㏫ቃばかりではなく、㠉新ⓗな変

化を㐙ࡆる大きなࣕࢳンスという見方もできる。እฟ⮬⢔によって生まれた「ᕢごもりᾘ

㈝」という新たなニーࢬや、ᾘ㈝者との心⌮ⓗ㊥㞳を⦰めるような「ᛂ᥼ᾘ㈝」も見ཷけ

られた。 
Ⴀᴗ時間の▷⦰要ㄳにより᭱も↽りをཷけた㣧食ᴗ⏺に࠾いては、ᒃ㓇ᒇᴗែは食஦⣔

やテイ࢔ࢡウトᴗែ࡬変᭦したり、ࣜࣂࣜࢹーのዲㄪをཷけてࣜࣂࣜࢹーᑓ㛛のࢳࢵ࢟ン

タഛのࡳでᒎ㛤する「ࢦーストࢳࢵ࢟ン」を㐠Ⴀする௻ᴗもᛴቑした。これらのὶれཷけ、

ᨻᗓはᴗែ㌿᥮や஦ᴗの再構築をಁす「新たな⿵助ไᗘのᩚഛを᳨ウする」(10)とⓎ⾲し
た。今ᚋもᴗែ㌿᥮はᛴ㏿に㐍ࡳ、ᴗែのᴫᛕも大きく変えるようなイノ࣋ーターが⥆々
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と⌧れる඙しである。 
一方では㈈ົయຊの少ないಶ人ᗑを中心にࢡラウࢻフ࢓ンࢹィングでᛂ᥼する動きも多

く見られた。広ᓥ市では⾤の活Ẽを取りᡠそうという┠ⓗで、「ࢁࡦしま㣧食ᗑᮍ来ࢳケ

トを㈍኎し、次回来ᗑࢵケࢳト」という活動を地ඖの᭷ᚿグループでጞめた。前ᡶいでࢵ

時に食஦ๆとして利⏝できる仕⤌ࡳだ。利⏝ᐈとᗑ⯒が「ᨭえ合う」ということが┠ⓗの

ため、࠾ᚓになる㔠ๆではないにもかかわらࡎ地ඖᐈの㉎入の㍯が広がり、ཧ加ᗑ⯒も┴

ෆ඲域に広がっている。 
新たなᴗែのቑ加、ࣈࢧスࣜࢡプシࣙンやシࣜ࢔࢙ングࢧーࣅスがቑえてくれば、私た

ちはライフスタイルやその日のẼ分に合わせᾘ㈝スタイルを㑅ᢥすることができるように

なる。一方で、㑅ᢥ⫥がቑえたことにより᝟ሗをᩚ⌮しきれなくなり「Ỵ᩿⑂れ」が㉳こ

るのではないだࢁうか。ケンࢪࢵࣜࣈ大Ꮫの◊✲によれば、人はᮅ㉳きてኪᐷるまで、1
日に᭱大 35,000回ものỴ᩿をしているという(11)。Ỵ᩿⑂れはỴ᩿の㉁をୗࡆ、⾪動㈙い
とỴ᩿の先㏦りが㉳こる。ၟ品がᏳ価なものであれば⾪動㈙いで㉎入することもあるだࢁ

うが、㈙い≀としての⣡ᚓ感をᚓられるとは㝈らない。すべてのᾘ㈝活動に࠾いて、ᛂ᥼

ᾘ㈝のように「そのᗑ⯒がዲきで㛢ᗑしてほしくない」という᫂ᛌな⌮⏤が必要であり、

ุ᩿に㊊りうる᝟ሗをຠᯝⓗにఏ㐩することが㔜要となる。 

第䠎章 ḟୡ௦ライフスタイル

➨ 1❶のὶれをཷけて、今ᚋのライフスタイルはᚭᗏⓗな「利便」の㏣ồと、┦཯する

「୙便」をᴦしむ、という価値観の஧ᴟ化が㐍むと考察する。 

 ໬࢔࢕ࢹフの࣓ࢵᾘ㈝：スタࢺࣄ、１

次世代のᾘ㈝活動のきっかけは、インスタᾘ㈝に代⾲される「ᫎえ」のような㠀日ᖖ感

のものから、より日ᖖⓗで本⬟ⓗなとこࢁにシフトするだࢁう。 
EC が今必要としているのは「ࣄト要⣲」であり、それが「ライࣈコマース」や「イン
スタライࣈ」というᙧに⌧れている。そのཎᅉは、ၟ品ㄝ᫂は AI でもよいが、ࣞࣅュー
やࣜコ࣓ンࢻは「ࣜ࢔ル」なࣄトの方がⰋいとᛮう人が多いことによる。㌟㏆なࣄト（▱

っているスタࢵフ➼）のࣜコ࣓ンࢻは、100 の௚人の࠾すすめよりಙ㢗できるからである。
すると、「ㄡから㈙いたいか」が㉎㈙の「Ỵめ手」となり、ࣄトとのࣜ࢔ルな⧅がりやฟ

఍い、஺ὶからつながるᾘ㈝活動こそ「ࣄトᾘ㈝」である。ࣄトᾘ㈝によってࣄトもၟ品

の一㒊となる。 
トのホ価も᫂ᩥࣄ、がၟ品の一㒊となれば、ಶとしての価値が価᱁とᤊえられ「トࣄ」

化される必要がある。 
大手のࣞࣃ࢔ル఍♫を中心に 1,000 ௨ୖのࣈランࢻがᑟ入している「STAFF START」
は、㈍኎スタࢵフのࢪࢹタルୖでの᥋ᐈをྍ⬟にし、さらに⮬♫㏻㈍ࢧイトなどの࢜ンラ

インでの኎ୖ➼の㈉⊩ᗘもྍど化することにより、㈍኎スタࢵフを㍈に࢜ムニࢿࣕࢳル化

を᥎㐍することができる。STAFF STARTを活⏝しᢞ✏された⏬ീやࣈログ➼の⤒⏤での
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኎ୖ総㢠は2019年9᭶㹼2020年8᭶の1年で⣙882億෇となった(12)。さらに、1人の㈍
኎スタࢵフがSTAFF STARTを౑って⮬♫㏻㈍ࢧイトୖで㈍኎した᭱㧗㔠㢠は⣙ 9,000୓
෇/᭶（2020年 12᭶末時Ⅼ）にものࡰり、ᗑ㢌だけでなく EC ୖでも㈍኎スタࢵフの㈍኎ຊ
がⓎ᥹されている。 

SC フに館ෆのᒎ♧やࢵいては、ᗑ⯒で働くスタ࠾ーにࣃࢵロ࣋ࢹ EC ୖでスポࢵトラ
イトを当てることで、スタࢵフಶ人の㢳ᐈ࡙くり、ᗑ⯒࡬の㞟ᐈにつなࡆるべくᑟ入が㐍

 。でいるࢇ
 このようにスタࢵフを中心に、ࣈランࢻのストーࣜーをఏえる፹యの一つとして「࣓ࢹ

ィ࢔」化し、㢳ᐈとのᙉいつながりがၟ品の「付加価値」としてプラスされ、⤖ᯝⓗにࣈ

ランࢻ価値のྥୖをᅗることができるのである。 

㸰、ࢢࣥࣜ࢔࢙ࢩのᾐ㏱：ᡤ᭷ࡽ࠿฼⏝࡬ 

コロナ禍で Airbnb のような場ᡤのシࣜ࢔࢙ングは大きなᡴᧁをཷけたが、࢜ンライン
ୖでのシࣜ࢔࢙ング࢚コノ࣑ーはかえってୖ᪼している。そもそもシࣜ࢔࢙ング࢚コノ࣑

ーの本㉁はマࢳࢵングのプラࢵトフ࢛ームであるため、このようなᛴ⃭な変化にもスࣆー

 。があるࡳスを㌿᥮できるᙉࢿࢪࣅィーにࢹ
シࣜ࢔࢙ングࢧーࣅスがྎ㢌するとモノをᡤ᭷する価値がᛴ㏿にୗがっていく。モノの

価値がᡤ᭷から利⏝࡬と変化するのである。 
シࣜ࢔࢙ングࢧーࣅスは௨前、⠇⣙ᚿྥの人が利⏝するイ࣓ーࢪがᙉかったが、今のシ

、ュニケーシࣙンが生まれ࣑ングᚿྥの人は᰿ᖿにモノを利⏝することで௚者とのコࣜ࢔࢙

↓意識につながりをもとめているഴྥにある。かつてどの地域にでも当たり前にあった⏫

ෆ఍や⮬἞఍➼のコ࣑ュニティが㒔心ではあまりないことから、シࣜ࢔࢙ングによって地

域ㄢ㢟を解Ỵし、ご㏆ᡤ付き合いのような「共助」機⬟を⿵᏶しているのである。シ࢔࢙

ࣜング࢚コノ࣑ーを活⏝すれば、見▱らࡠ地域にᘬっ㉺したとしても新たなコ࣑ュニティ

をⓎ見することができ、Ᏻ心して暮らせるようになるのだ。 
シࣜ࢔࢙ングの利Ⅼは、ಶ人であってもࢧーࣅスを提౪できるⅬにある。ス࢟ルシ࢔࢙

ࣜングに࠾いては、ࣜタイ࢔したᩱ⌮人が、ໟ୎の◊ࡂ方をス࢟ルのࢧーࣅスとして提౪

したとこࢁ、書⡠のฟ∧につながった౛もあり、ス࢟ルをྍど化しᐈ観ⓗにホ価されるこ

とで、新たな仕஦につながるྍ⬟性もある。≉ูなス࢟ルがない人は、౑っていない㒊ᒇ

を㈚ฟたり、࣓ルࣜ࢝でモノを኎༷する➼、生活の中から✌ࡄことができる。ಶ人で✌ࡄ

ことのࣁーࢻルがୗがれば、Ꮚ⫱てママや㧗㱋者➼のఱらかのไ⣙がある人も働くことが

できるようになる。 

㸱、ᮏ≀㸦ࣜ࢔ル㸧ᚿྥ 

コロナ禍で࢜フラインでの行動がไ㝈された分、ࢪࢹタル化࡬の⯦がᛴ㏿にษられたが、

ン࢜。ルయ㦂を᏶඲に⿵᏶できるわけではないことを認識した࢔ンラインでのయ㦂がࣜ࢜

ラインで‶㊊できるコトと、できないコトがある、ということだ。 

コ࣑ュニケーシࣙンに࠾いては、࢜ンラインだと「≉ᐃの人との఍ヰ」「ணᮇせࡠヰ」

➼അ↛のできごとが少なくなる。必要のない᝟ሗ、౛えばࡦそࡦそヰのようなほࢇの一▐

の共᭷が௰を῝めたり、࠾もしࢁかったりするものである。この「ணᐃㄪ࿴ではないこと」
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がࣜ࢔ルなコ࣑ュニケーシࣙンでの㓬㓮味である。 

、う。ၟ品を㉎入する㝿ࢁフラインが᭱もᚓ意とすることは「஬感」に㡪かせることだ࢜

஬感を౑いἛきୖがった感᝟で㉎入をỴめた場合と、そうでない場合では㉎入⋡は変わる。

また、஬感が่⃭される⤒㦂が希少になると、人はⱁ⾡ⓗな஦᯶に興味をもつようになる

だࢁう。ࢪࢹタルᢏ⾡ではసりฟせない࢔ートや生の₇ዌ、⧄⣽なసᴗが伴うようなᕤⱁ

品➼「どのようにసられたか」という過⛬もྵめてプࣞ࢔࣑ムな価値となり、「本≀」に

ᑐ価をᨭᡶうようになる。ࢪࢹタル化された世⏺に࠾いては、人による᥋ᐈ⮬యもプ࣑ࣞ

࣡ࢡルయ㦂で࣡࢔ࣜ、ムなయ㦂になるかもしれない。次世代は「本≀」との᥋ゐが希少࢔

 。な感᝟をసりฟせるかもしれないࣈティࢪなポࢇする、そࢡ

 ูの見方として、➨ 1❶のᛂ᥼ᾘ㈝についても本≀ᚿྥの⌧れである。ᾘ㈝者は࣎ラン

ティ࢔に㏆い感ぬでのᗑをᛂ᥼しているわけではなく、本当にそのᗑをṧしたいか、ṧし

たくないか、というᇶ‽をᣢち「本≀の価値」を見ᴟめながらᾘ㈝しているのである。こ

のような本≀ᚿྥによるᾘ㈝は、モノやࢧーࣅスやその⫼ᬒにᾘ㈝者が「共感」して生ま

れる新たなᾘ㈝スタイルとなる。 

㸲、不便益ࢆᴦࡴࡋ 

 コロナ禍は、「STAY HOME」という୙要୙ᛴのእฟをไ㝈する「୙便」を生ࡳฟした。し

かし、人は୙便が生まれたとき新しいことをጞめるࣕࢳンスである。 

ᐦを㑊けることができᐙ᪘でᴦしめる࢔ウト࢔ࢻがࣈームになったこともそのࡦとつだ

ࢇ✚いては「あえて」㒔఍から㞳れた⮬↛豊かな場ᡤまで、大Ⲵ≀を࠾ンプにࣕ࢟。うࢁ

だ㌴をᩘ時間も㐠㌿して、㠀日ᖖをయ㦂する。ᖖ時᥋⥆♫఍に࠾いては、「あえて」㏻ಙ

㏿ᗘもあまりよくない⎔ቃに㌟を⨨くことはࢪࢹタルࢹトࢡࢵスにも一ᙺ㈙うし、仕஦௨

እで考える機఍が少なくなっている中、「あえて」⮬らの手でసりୖࡆるᛌ感のようなも

のを感じに来ているのではないだࢁうか。この「あえて」の㒊分は本来「୙便」な㒊分で

ある。୙便だからこそᚓられる┈が「୙便┈」である。୙便┈は、Ẽ࡙きやฟ఍いの機఍

が多く、⬟動ⓗᕤኵの余地が大きいため、ᴦしいと感じるのである。 

ࣜモート࣡ーࢡの᥎㐍によって、地方に⛣りఫむ人もቑえた。「広いᐙにఫめるから」

「のࡧࢇりした暮らしがしたい」➼⌮⏤は様々あるとᛮうが、෭㟼に考えれば㒔心の方が

便利なࢧーࣅスは多いし、ὶ行りのᗑや༤≀館➼も多い。もちࢇࢁ⤒῭ⓗな㠃では㠀ຠ⋡

な㒊分が大きいが、᭶にᩘ回㒔ෆ࡬時間をかけてฟることも加味すれば⛣動時間やコスト

は㠀ຠ⋡であるし、広いᅵ地にఫめば手入れも大変、Ꮚ౪・地域のイ࣋ントにᛁしく、㐌

末にᏊ౪は「のࡧのࡧ」できても、ぶの「のࡧのࡧ」はないに➼しいだࢁう。しかし、そ

の地域にしかない㢼ᬒや人、時間やコストに代えられない心の豊かさがあるのだとすれば、

この୙便を࠾もしࢁがることができる人は、「いきいき」とこの生活もᴦしむに㐪いない。 

㸳、௙஦と⏕άのࢩー࣒ࣞス໬ 

このまま AI（人口▱⬟）が㐍化し⥆けると、シンࢠュラࣜティに฿㐩するとゝわれて
いる。シンࢠュラࣜティとは「ᢏ⾡ⓗ≉␗Ⅼ」のことであるが、2029 年には人間の▱⬟
は AIにᢤかれ、2045年には඲人㢮よりもඃれた AIがㄌ生するとゝわれている。༢⣧స
ᴗや⡆༢なコ࣑ュニケーシࣙン➼は AI がㄳけ㈇うこととなり┬人化されるだࢁう。その
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とき⮬分の仕஦を AI に代᭰えされないためには、ある一ᐃの分野に≉化したス࣌シࣕࣜ
ストになることが一つの解Ỵ方法となる。あらゆる▱見を取り入れ、ᑓ㛛性を☻きୖࡆる

必要があり、そのために「仕஦௨እの時間」が大ษとなる。 
 しかし、在Ꮿ໅ົになると⫋場と⮬Ꮿが一య化し、仕஦モーࢻから私生活モー࡬ࢻのษ

り᭰えが㠀ᖖに㞴しくなる。௨前は࢜フィス࡬の⛣動時間によってモーࢻのษり᭰えがで

きていたが、そのような余白時間がなくなったことで、㏫にຠ⋡ⓗにᴗົに㞟中できない

という人も多い。意識ⓗに余白となる時間をタけてୖ手くษり᭰えることが大ษである。 
というゝⴥが(13)「ライフࢬ࢔ࢡー࣡」ーティストのⴠ合㝧一氏が提唱する࢔࢔ィࢹ࣓
ある。「仕஦とプライ࣋ートを分けることなく、ᐷている時間௨እはすべて仕஦であり㊃

味である」という考えである。今までは「࣡ーࢡライフࣂランス」、つまり「仕஦と生活

のㄪ࿴」という考え方でᚭᗏⓗな時間⟶⌮が୺ὶであったが、多様な働き方によって๪ᴗ

が当たり前になると、仕஦と生活の時間を᫂☜に分けることは⌧ᐇⓗに㞴しくなる。࣡ー

フをコント࢜ン࢜ントに㏆く、⮬分の中での࣓ࢪࢿライフの考え方は、ストࣞスマࢬ࢔ࢡ

ロールすることが次世代の生き方には必要となるだࢁう。 

㸴、ቑࡿ࠼⮬⏤᫬㛫 

生活時間に࠾いて、ᐙ஦㛵㐃時間である「ᐙ஦」「㈙い≀（日ᖖ品）」「௓ㆤ・┳ㆤ」「⫱

ඣ」はࢪࢹタル化によってᚭᗏⓗに便利になり、時間は▷⦰される。今では当たり前のロ

のࢇトᤲ㝖機だが、ほࢵ࣎ 10 ᩘ年前までは⮬らがᤲ㝖をしなくてⰋい日が来るとはᛮっ

てもࡳなかったはࡎだ。この⌧㇟があらゆるᐙ஦に㉳こる。ᐙ㟁でできないことはᐙ஦代

行ࢧーࣅスによって代行でき、୺፬のᐙ஦はᐙ㟁やࢧーࣅスをコントロールすることだけ

になるだࢁう。むしࢁ、これらのᐙ஦を⟶⌮するࣞ࣌࢜ーシࣙンシステムもసられるだࢁ

う。 

⡿国のウ࢛ルマートは、生㩭食品➼を利⏝者の⮬Ꮿの෭ⶶᗜの中までᒆける「イン࣍ー

ム・ࣜࣂࣜࢹー」を 2019 年より㛤ጞしている。␃Ᏺ中の⮬Ꮿに㓄㐩ဨが入り㎸むことに

ᑐしてᏳ඲性は༴᝹されるものの、⮬Ꮿ࡬の入㏥ᐊはスマート࢚ントࣜー（スマートロࢵ

ラでᚭᗏⓗに⟶⌮されている。㠀ᖖ࣓࢝ルࣈラ࢚で行い、㓄㐩ဨに取り付けられたウ（ࢡ

にᛮいษったࢧーࣅスではあるが、日本でも当たり前になる日が来るかもしれない。 

➨ 1❶でグ述したと࠾り次世代の⛣動時間は᭷ຠⓗな時間になると考えれば、より「仕

஦௨እの⮬⏤な時間」はቑえることとなる。 

㸵、௙஦௨እのコ࢕ࢸࢽ࣑ࣗの㔜せᛶ 

タルᢏ⾡㐍化の行きつく先には、人がఱもしなくても生きていけるᮍ来がᚅっていࢪࢹ

る。しかし、人間には௚者からᢎ認されたいḧồがあり、௚者に認められることで⮬分の

存在を☜認したいというẼᣢちが᰿ᗏにある。そのため、ㄞ書఍や࢜ンラインࢧロン➼仕

஦や཭㐩とはูのコ࣑ュニティがᛴ㏿にቑえている。ᐙᗞでも⫋場でもないᒃ場ᡤ「ࢧー

ࢁ▱プࣞイスはᙺ๭から解ᨺされて新しいことをࢻーࢧプࣞイス」であるが、今までのࢻ

うという、いわばཷけ㌟のẼᣢちでそのコ࣑ュニティにᒓしていたとこࢁがあった。しか

し、⌧在のഴྥは、⮬らが㐠Ⴀに回るような「あえてᙺ๭をồめる場ᡤ」࡬と変化してい

る。ただそこにいるだけでは⮬らの存在価値を感じることができなくなっているようだ。 
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まもなく 1つの௻ᴗに⦡られる時代は⤊わり、๪ᴗすることが当たり前になるだࢁう。
大๪ᴗ時代になれば、複ᩘの人⬦をᣢっている必要がある。ࣜンࢲ・グラࢵトン、࢔ンࢻ

ࣜュー・スコࢵト氏の著書『LIFE SHIFT㸫人生 100年時代の人生ᡓ␎̿』では、人⬦は
「変㌟㈨⏘」と࿧ばれ、活ຊと多様性にᐩむࢵࢿト࣡ーࢡを築いている人ほど、෇⁥な⛣

行を㐙ࡆやすいとある(14)。また、人ⓗࢵࢿト࣡ーࢡで᭷┈な᝟ሗはたいてい、཭人の཭
人➼それほど㢧ᐦな㛵ಀにない▱人から寄せられるという。ぶしい཭人はᣢっている᝟ሗ

は㔜複するからだ。このことから、人ⓗࢵࢿト࣡ーࢡが今の仕஦の௰間だけであるとした

ら、今ᚋその仕஦௨እにࢵࢿト࣡ーࢡが広がらないྍ⬟性が㧗い。 
また、㏻໅㊥㞳や利便性に⦡られなくなれば、地方であっても仕஦と生活⎔ቃの୧立が

ྍ⬟になる。しかし、⛣ఫ者やそのᅵ地での生活がὸい人は、Ꮚ౪を㏻じて▱り合う⛬ᗘ

のつながりが多く、ᅔったときに助けをồめられるような཭人がいる人は少ない。総ົ┬

の国民生活白書(15)では「生活㠃で༠ຊし合う人」のᩘが「0人」と回⟅した๭合が65.7㸣、
「1㹼4 人」と回⟅した๭合が 28.0㸣であり、㏆ᡤに生活㠃で༠ຊし合える人がいない人
は多いということがわかる。ఱ世代もそのᅵ地にఫࢇでいなければ、ᶓのつながりをつく

りにくいことが地方にఫむㄢ㢟である。 
 

 

第䠏章 ḟୡ௦ライフスタイルᆺ SC 

 

 

次世代ライフスタイルに࠾いて、「仕஦௨እの⮬⏤に౑える時間をどのように過ごすか」

が大ษとなる。仕஦௨እの時間、つまりྍฎ分時間を᭷ຠⓗに౑うために、SC は༢なる

㈙い≀だけではない価値を提౪できないだࢁうか。「あえてᙺ๭をồめに行く」「୙便┈を

ᴦしむ」のようなライフスタイルの人々が「࠾もしࢁがること」Ҹ「ዲወ心や᥈ồ心をく

すࡄること」を提౪することによって、人々の「ライフ」の一㒊を SC という፹௓を౑っ

て⮬ら「スタイル」として築いてもらうことが、次世代ライフスタイルを見据えた SC と

なるだࢁう。 

SC は、「࠾もしࢁがること」⮬యを見つけることがᅔ㞴な世の中に࠾いて、㢳ᐈ⮬㌟が

ナࣜティࢪࣜ࢜がる㒊分を見つける余地や⮬ら手を加えることによって生まれるࢁもし࠾

のようなᩥ⬦をいくつ仕掛けられるかがポイントとなると考察する。このᩥ⬦㒊分を「余

白」と࿧ࡧ、SCの場の付加価値として௨ୗのようにᐃ⩏する。 

 

SCに࠾ける余白 

・あえてࡦと手間加える㒊分がṧっていること 

・ணᐃㄪ࿴ではないこと 

・᭕᫕な㒊分 

・⮬⏤に解釈できる㒊分 

・≀⌮ⓗまたは心⌮ⓗな余⿱ 

 

SCの余白には「Ᏻ心」と「่⃭」の 2つのഃ㠃がする。「Ᏻ心」とはࣜラࢡࢵスや㌟㏆、

「่⃭」とは新たなฟ఍いとⓎ見のことである。 
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今ᚋ SCࢿࢪࣅスに࠾いて኎ୖに㢗る཰┈構㐀が⥆くとは考えにくい中で、㢳ᐈが SC࡬

ゼれる意味と過ごす意味をつくり、いかにして場の付加価値を㧗められるかをᣦᶆとする。 

 

 余白ࡍࡔࡾࡃࡘࡀࢺナࣥࢸ、１

 
1.᭕᫕໬ࡿࡍᴗែ 

と῝い㛵ಀを構築するようになれば、ᾘ㈝者はࢻランࣈのようにᾘ㈝者が「㈝トᾘࣄ」

ၟ品のⰋしᝏしだけでなく、「ㄡから㈙うか」、そして「ㄡがどうసったか」「そのၟ品が

ྔえる暮らしとはఱか」といった意味ࣞ࣋ルの価値を㔜どしጞめる。ゆえに、今ᚋࣈラン

がồめられることは༢にၟ品を኎ることではなく、『ライフスタイルを኎ること』であࢻ

る。 
トにఏえることよってཷける㢳ᐈの㧗ᥭ感のよࢡイࣞࢲは、世⏺観をࡳルᗑ⯒のᙉ࢔ࣜ

うな感᝟であり「᝟⥴ⓗ価値」である。᝟⥴ⓗ価値をという᭕᫕でありながらも▐間ⓗな

価値によって㢳ᐈ࢚ンࢤー࣓ࢪントを構築できれば、スタࢵフは㢳ᐈにᑐしᴗែのᇉ᰿を

㉸えるようなトータルコーࢹィࢿイトもできるようになるだࢁう。࢚ンࢤー࣓ࢪントはᇶ

本ⓗにコ࣑ュニケーシࣙンを㏻じて構築されるが、いくらテࢡノロࢪーが㐍化したとして

も「┤᥋ヰすこと」に຾ることはないだࢁう。 
スタࢵフという࣓ࢹィ࢔を活⏝し、㉎㈙の手前で SNS ➼による㟂要ႏ㉳につながる᝟
ሗを่すことも㔜要である。ࣜ࢔ルとࢪࢹタルの⼥合により、ၟ品を౑ったライフスタイ

ル提᱌やၟ品ストーࣜーを、動⏬でఏえる取り⤌ࡳも一᱌である。ᗑෆではၟ品を手に取

りながらその動⏬をQRでㄞࡳこࡳストーࣜーをᴦしむことができれば、さらにᾘ㈝者の
ᗑ⯒య㦂としてⓎಙされるような仕⤌ࡳにつなࡆていくこともできる。 
このような࢜ンラインと࢜フライン┦஫のᙉࡳをいかして利便性が㧗いయ㦂をᐇ⌧する

取り⤌ࡳはD2Cࣈランࢻではすでにጞまっているが、SCෆのテナントもၟ品の㈍኎にこ
だわらないライフスタイルどⅬのⓎ᝿でᗑ⯒✵間の㨩ຊを㏣ồすることで、来ᗑ㢖ᗘや

LTV（㢳ᐈ生ᾭ価値）を㧗めていくことがồめられるようになるだࢁう。 
 

2.不便益ࢆά⏝ࡓࡋ余白ᴗែ 

➨ 2❶で述べた「୙便┈」は「あえてࡦと手間加える㒊分」や「ணᐃㄪ࿴ではないこと」

➼まさに余白ᴗែである。今ᚋ、୙便な㒊分を࠾もしࢁさに変えることをࢨࢹインしたᴗ

ែを SC࡬✚ᴟⓗに取り㎸むべきである。 

୙便┈を活⏝したᴗែの౛として、当♫が㐠Ⴀする Esolaụ⿄にある「本と⌆⍄ ᲅ書

Ⲕᡣ」がある。༢なる࢝ࢡࢵࣈフ࢙とは㐪い、ႚⲔᗑの中にᛮいがけない本とのฟ合いや

ㄞ書の時間をទしむためのゆったりとした✵間である。3,000 ෉の書⡠のうち、㈍኎する

⣙ 2,000෉の書⡠はすべてࢪࣜ࢜ナルࣂ࢝ࢡࢵࣈーで⿄とじされ⾲⣬もタイトルも見えな

い「シーࢵࣞࢡトࢡࢵࣈ」であり、ྠᑒされた⤂௓ᩥをㄞࢇでそこから感じ取った⮬分の

インスࣞࣆーシࣙンだけが、㐠࿨の一෉とฟ合う၏一の手掛かりとなっている。本の中㌟

はもちࢇࢁ本のタイトルすら㉎入時Ⅼではわからないという「✲ᴟの୙便」によって、ዲ

ወ心を่⃭するᴗែである。⤂௓ᩥと本のࢧイࢬや価᱁➼からタイトルが分かりそうなも

のもあり、本をண᝿しながら㉎入する࠾もしࡳࢁもある。「⮬⏤な解釈ができる㒊分」が

ṧっている余白ᴗែである。 

本ᴗែに㛵しては࣋ࢹロࣃࢵーが࢝フ࢙の஦ᴗ者࡬本の஦ᴗ者をᘬき合わせたことによ
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りᐇ⌧したᴗែである。このような༠ᴗ提᱌や、ライࢭンࢧーと㐠Ⴀ者とのᘬき合わせ➼、

༢なるテナントㄏ⮴に␃まらない࣋ࢹロࣃࢵーの提᱌ຊがၥわれるようになる。 

 ーのᑐᛂࣃࢵロ࣋ࢹ.3

やᣮᡓにᑐし、ᚭᗏⓗに༠ࡳ⤌ーは今ᚋ⥆々とቑえるテナントの新たな取りࣃࢵロ࣋ࢹ

ຊすべきである。ᇶ本ⓗなスタンスとして、「人との஺ὶ」「┦஫స⏝」「イノ࣋ーシࣙン」

があるかということを㋃まえる。౛えば、ᴗែの༠ᴗによるᗑ⯒༊⏬の一㒊㌿㈚、新たな

ࣜテールテࢡࢵ（POSもྵめた）のᑟ入、௚᪋タᗑ⯒との共ྠイ࣋ント➼⌧在はSCでは
NG とされているものもスタンスに఍うのであれば⦆࿴し、Ḽ㏄すべきである。ᐇ㦂ⓗ取
り⤌ࡳによってもたらされた㢳ᐈの཯ᛂや᝟ሗの価値を㔜どするべきである。 
また、このような取り⤌ࡳがቑ加すれば SCとしてはྛᗑ⯒の᫂☜なᴗែ分㢮がᅔ㞴に
なるだࢁう。今ᚋは㢳ᐈがどࢇなၥ㢟を解Ỵしてほしいのか、どࢇなライフスタイルをか

なえたいのか➼、㉎入する「意味」にᑐしては AI ➼を㥑౑して提᱌していくことになる。
౛えば、「᭱㏆、手ᣢちの᭹がఝ合わない」というᝎࡳにᑐし、「ఝ合う᭹を提᱌します」

複ᩘの考え方があるため、フ、➼「うࡻ手ᣢちの᭹がఝ合うようなయ࡙くりをしまし࠾」

ルシー食ᮦを౑ったࣞストランの提᱌と様々なᗑ⯒を࣊、ムࢪスࢿトࢵシࣙンやフィࢵ࢓

⤂௓できるだࢁう。࠾ᐈ様の⌧≧をとらえ、ライフスタイルやண⟬に合わせて一人一人に

合った提᱌し㐺ษなㄏᑟを行う必要がある。 
今ᚋはD2Cࣈランࢻのࣜ࢔ルฟᗑもቑ加することになる。୸஭グループはD2Cᨭ᥼≉
化の新఍♫立ちୖࡆいち᪩く取り⤌ࡳをጞめているように、今までの኎り場のᴫᛕを一ᗘ

ᤞて、ࣜ࢔ルᗑ⯒での኎ୖにこだわらない SCの「再構築」を考えていかなければならな
い。 

㸰、ᆅᇦとࡿࡃࡘ余白 

地域とつくる余白とは「㛵わりしࢁ」である。「㛵わりしࢁ」とは地域をよくするため

にಶ人が㛵わることができる㒊分「余白」があることである。ఫ民がᮃむ地域とのつなが

りの῝ᗘによってその㛵わり方は変わる。 

᭱も⡆༢な㛵わりしࢁは、➨ 1❶の広ᓥ市の౛のように「ᛂ᥼ᾘ㈝」を活⏝して地域௻

ᴗとともにᨭえ合いの機఍をつくることである。地ඖ௻ᴗのࣞࣕࢳンࢪシࣙࢵプや、コロ

ナ禍のような≧ἣୗでは地ඖ㣧食ᗑのテイ࢔ࢡウト࣓ニューを㞟めたポࢵプࢵ࢔プや地域

㎰⏘≀の㈍኎の場の提౪を行うことで、ᾘ㈝者ഃもᾘ㈝を㏻して地域をᛂ᥼することがで

きる。 

地域でᶓのつながりをつくりたい人にྥけて、➨ 2❶で述べたス࢟ルシࢧ࢔࢙ーࣅスと

の㐃ᦠをし、ಶ人のス࢟ルでつくるᑠさな活動をᚋᢲしする。ス࢟ル提౪者ഃのᝎࡳとし

ては、場ᡤが☜ಖできない、㞟ᐈの仕方がわからない、というၥ㢟があるが、SC ഃのイ

プし、また当日ཧ加者もྍ⬟となることでࢵ࢔ントとしてເ㞟をかけることで㞟ᐈຊが࣋

അⓎⓗなฟ఍いを仕掛けられるだࢁう。SC ഃとしても、㢖⦾にイ࣋ントを行えることで

ࢁるごとに㛤ദഃもཧ加者ഃも୺యⓗな活動になっていくだࡡトがあり、回ᩘを㔜ࢵ࣓ࣜ

う。 

あえて「ᙺ๭をồめたい」といった῝い㛵わりしࢁをつくりたい人にྥけては、地域活

動ࣅࢹューの場を提౪したい。බ民館➼での行ᨻ୺ദの地域のイ࣋ントと㐪って、SC の
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場合は㈙い≀のついでにཧ加できるだけでなく、ᬑẁから地域活動にཧ加する人を┠にす

ることができるので、Ỵまった時間や場ᡤで活動を行うことにより、ึ回でも㣕ࡧ㎸ࡳや

すくẼ㍍なཧ加がྍ⬟である。 

SC のࢨࢹインする㛵わりしࢁの㨩ຊは「ணᐃㄪ࿴ではない」ことである。SC ഃが᫂☜

な┠ⓗを提♧してしまうとそのᚋも SC ୺ᑟの活動となってしまい、അⓎⓗなฟ఍いもな

くなってしまう。あくまで「地域ఫ民が୺యの活動」につながるきっかけ࡙くりでなけれ

ば㛗⥆きしないだࢁう。このような活動には、活動をࢨࢹインできる地域の࢟ーマンを見

つけることからスタートすることとなる。 

大࿴ࣜースओはྠ♫が㐠Ⴀする SC ෆに地域஺ὶの場として「まち࡙くりスポࢵト」と

いうྡの活動ᣐⅬをసり地域コ࣑ュニティの活性化をᅗっている。その㐠Ⴀẕయは、地域

の᭷ຊ NPO法人と共ྠで新たに NPO法人を立ちୖ࣋ࢹ、ࡆロࣃࢵー⮬ら㐠Ⴀにᦠわってい

る。NPO 法人をᨭ᥼する中間ᨭ᥼⤌⧊のᙺ๭もᯝたし、地域の活動のࢧポートまで行って

いる。この౛のように、中間ᨭ᥼⤌⧊から見つけることは㏆㐨ではあるが、その地域にឡ

╔をᣢち地域の中でコ࣑ュニケーシࣙンが取れる人を見つけ、次の人ᮦを⫱てることも必

要である。 

さらに地域と῝い㛵ಀを築く場をタける場合は、㛵ಀ人口と地域ఫ民の᥋Ⅼをつくる

「㛵ಀ᱌ෆᡤ」を SCෆにタけることである。୙≉ᐃ多ᩘの人が㞟まる SCは地域஺㏻の⤖

⠇Ⅼに存在していることが多いため、㛵ಀ᱌ෆᡤの場ᡤとして㐺している。㛵ಀ人口の構

築に࠾いてもഅⓎⓗなฟ఍いを生ࡳฟす場は㔜要であり、今ᚋ SC は㛵ಀ人口もゼれる場

として地域እからもឡされる場ᡤとなるだࢁう。 

地域に࠾ける SC の余白の存在は、人と人とのつながりを生むプラࢵトフ࢛ームとなり、

地域࡬のឡ╔を῝める場ᡤとして SCのឡ╔も῝めていく。 

㸱、SCの✵㛫ⓗ余白 

1.次世代ࢢࣥࣜࢨࣕࢠス࣌ース 

SC でのᾘ㈝活動に࠾いて、滞在時間と㉎入㔠㢠はẚ౛する㒊分があり、SC ഃとしては

㢳ᐈにできるだけ㛗い時間滞在してほしい。SC がቑ加するにつれてᕪู化の一つとして

共⏝㒊⎔ቃにᢞ㈨をかけることも多く、ゆったりと過ごしてもらうᕤኵが᪋されてきた。 

次世代のࣜࢨࣕࢠングス࣌ースは、ࢪࢹタルᢏ⾡を㥑౑し、ࣃーࢯナルなࣜラࢡࢵス✵

間࡬と㐍化するだࢁう。౛えば、ゆったりとした一人⏝ࢯフ࢓にはスマートスࣆー࢝ーと

AI࣓࢝ラがついて࠾り、その場ᡤからࣜࣂࣜࢹーで SCෆのࣞストランの࣓ニューがὀᩥ

できたり、య やయㄪによって࠾すすめのコーࣄー㇋の提᱌があって、食ᚋにその人に᭱

㐺なコーࣄーをᴦしむことができる。さらには、≉ᐃの人にྥけて㡢をᒆける「ᣦྥ性ス

やẼ分に合わせたプࣞイࣜストをసᡂࡳー」の㐍化によって、そこにᗙった人のዲ࢝ーࣆ

し㡢ᴦをὶすことができるようになるだࢁう。㐺ᗘな㞟合యの中の᭱㐺化されたಶの✵間

が、≉ูなࡦと時を与えてくれる。 

⡿国の大手࣋ࢹロࣃࢵーであるࢧイモン・プロࣃティ・グループは、࢜ースティンの

ースを࣌スࢪいて「Dwell Space」とྡ付けたラウン࠾に「࢔࢚ࢡスࢡーࣜࢡートンࣂ」

ᐇ㦂ⓗにタけた。┤ヂすると「ᛮ᱌する場ᡤ」となるが、「テࣞࣅ付きのᛌ㐺なラウンࢪ

シーティング࢔࢚ࣜと඘㟁ステーシࣙン付きの࣡ーࢡス࣌ースをഛえた場ᡤで、㈙い≀ᐈ

がఇᜥをしたり、仕஦や඘㟁するための場ᡤである」とㄝ᫂している(16)。 
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๪ᴗ時代に࠾いてಶ々が複ᩘの仕஦をᢪえるようになれば様々なᛮ考が㐃⥆しᜥワまる

ことも多いだࢁう。その場合は⎔ቃを変えるのがຠᯝⓗであり、場ᡤを変えることでᛮ考

がࣜࢵࢭトし、新たなᛮ考が生まれるだࢁう。 

✵間ⓗ余白とは、「⮬⏤な場ᡤ」というわけではなく、࢚ース࣍テル NYのように利⏝者

をある一ᐃのフィルターに㏻さなければᒃ心地がⰋい✵間にはಖつことはできない。㐠⏝

ୖ、コンシ࢙ルࢪュのタ⨨や఍ဨ化➼一ᐃのไ㝈をタけることもど野には入れる必要があ

るが、ࢪࢹタルᢏ⾡の㐍化によってある一ᐃのỈ‽を‶たす人を㢦認識➼で▐時にุ᩿し、

Ẽ㍍に利⏝できるシステムがつくられることがᮃましいだࢁう。 

 

2.ワーࢡス࣌ースに௙᥃ࡿࡅ余白 

多様な働き方のཷけ─の一つとして SC ෆの࣡ーࢡス࣌ースは今ᚋもቑ加していくだࢁ

うが、ある⛬ᗘコ࣡ー࢟ングス࣌ースの㐠Ⴀ఍♫のฟᗑがⴠち╔いたこࢁには、よほど便

利な場ᡤであるか、඘ᐇした機⬟、よほどの⊂⮬性がなければ利⏝者はቑえないだࢁう。

SC ෆの࣡ーࢡス࣌ースはコ࣡ー࢟ングス࣌ース㐠Ⴀ఍♫࡬の㈤㈚と、࣋ࢹロࣃࢵーが⏝

意する場合の  。うが、今回はᚋ者で提ゝするࢁターンあるだࣃ2

と「WeWork」（コ（࢙フ࢝）「スࢡࢵࣂスター」、ースは࣌スࢡー୺యの࣡ーࣃࢵロ࣋ࢹ

࣡ー࢟ングス࣌ース）の中間のような఩⨨࡙けになるだࢁう。࢝フ࢙の場合は、࠾Ẽに入

りの࣓ニューがあったり、㢦見▱りのスタࢵフがいれば、⮬↛と఍ヰにもなりモ࣋ࢳーシ

ࣙンもあがる（ྍ⬟性もある）一方、周ᅖによっては㞟中できなかったり、時間や Wi-Fi

⎔ቃにไ㝈があり、あくまで一時ⓗな利⏝となる。コ࣡ー࢟ングス࣌ースに㛵しては、⌧

≧はฟᗑ࢔࢚ࣜが㒔心に㞟中して࠾り、㥐前に೫っている。SC であればᒃఫ地࢔࢚ࣜに

㞟中しているために✵白地ᖏであるྍ⬟性が㧗く、な࠾かつ SC までのࢭࢡ࢔スもᩚって

いる。 

大きな࢜フィスをᣢたない௻ᴗにとってࡳれば、必要なシࣙࢵプやࣞストラン➼の࣓࢔

ニティ᪋タがᣢてないとこࢁも多い。そのような௻ᴗとはࣞストラン㸻♫ဨ食ᇽ、ࢪム㸻

೺ᗣ⟶⌮のように௻ᴗ༢఩で SC ඲యを⚟利ཌ生として提ᦠすることで、⩦័化࡙けるこ

ともྍ⬟となる。また、「࣡ーࢬ࢔ࢡライフ」をᐇ⌧するୖで、⮬⏤ᗘをồめるフࣜーラ

ンスのような働き手にとっては、SC の共⏝㒊や࢝フ࢙➼スイࢳࢵングス࣌ースが豊ᐩに

あることも㨩ຊとなるだࢁうし、クඣᡤやሿまであるとなればᏊ⫱てᐙᗞもᏳ心して働く

ことができる。 

࣡ーࢡス࣌ースには先述した地域活動の場ᡤをタけることで、地域活動だけでなく、࣡

ー࢝ーと地域との஺ὶのᣐⅬにもなる。コ࣑ュニティࢳࢵ࢟ンもేタし、食を㏻じた஺ὶ

をಁ㐍するだけでなく、働く合間に食஦をつくってᐙ᪘に提౪する➼ᐙᗞの食༟にもなる。

▱人ᐙ᪘も࿧ࡧ寄せることができ、場合によっては「こども食ᇽ」のように地域のᏊ౪た

ちが食஦をできるス࣌ースにもなるだࢁう。 

࣡ーࢡス࣌ースの利⏝者がᩱ⌮をする時間がない場合は、࣡ー࢝ーに代わって先述した

ス࢟ルシࢧ࢔࢙ーࣅスでᩱ⌮をసってくれる人をເ㞟し、隙間時間を活⏝してもらうこと

もできる。利⏝者のライフスタイルに合わせてフࣞ࢟シࣈルに利⏝できる場となる。 

その⤖ᯝ、࢚ース࣍テル NY のように、༢なる࣡ーࢡス࣌ースというᴫᛕを㉸㉺し、多

様な人々が㞟まることでணᐃㄪ࿴ではない⊂⮬の✵間をసりฟすことができるのである。 
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第䠐章 SCのవⓑ䛜ཬ䜌䛩ຠ⏝ 

テナントがつくりだす余白は、スタࢵフがసりฟす᥋ᐈయ㦂や、ࣈランࢻがసりฟす世

⏺観は次世代に࠾いては「ணᐃㄪ࿴ではないもの」として SC の余白の㇟ᚩとなるだࢁう。

スタࢵフと㢳ᐈとの㊥㞳が㏆࡙くことによって、スタࢵフと㢳ᐈはྠじコ࣑ュニティの中

に存在し、᭕᫕な㛵ಀになっていく。その⤖ᯝ、スタࢵフは㢳ᐈと௰間のような㛵ಀ性に

㏆࡙き、㏫に㢳ᐈは新ၟ品がฟれば⮬㌟の SNS でⓎಙし PR として、新ၟ品がฟればࣞࣅ

ューし、௻ᴗのマーケターもしくは共ྠ㛤Ⓨ者のような存在に㏆࡙くだࢁう。᭱⤊ⓗには

⇕≬ⓗなフ࢓ンと௻ᴗが共ྠでၟ品をసることにつながるかもしれない。 

地域とసりฟす余白に࠾いては、SC というィ⏬ⓗでᬑ㐢ⓗなࣁコにᑐし、利⏝者の活

動が㐺ᗘな࢜࢝ス感とഅⓎ性のある動きが加わることで、その SC の世⏺観をつくること

につながる。つながり῝ᗘによっていくつか仕掛けることで、生活の変化や「このコ࣑ュ

ニティちࡻっと㐪ったな」とᛮえばコ࣑ュニティを変えたり、Ẽ㍍にやめることもできる。

仕஦と㐪いいつでも辞められる⎔ቃだからこそ、Ẽ㍍に「ᙺ๭」という㠃ಽさを取りに行

けるのである。この⦆いつながりが、ᒃ心地のⰋさにつながるのではないだࢁうか。SC

の地域とつくる余白がᒃ心地のⰋい場ᡤとなれば、余白⮬యが来館の┠ⓗになるのである。 

ᾘ㈝活動や地域活動は、㢳ᐈの中にయຊⓗ余⿱や心のゆとりがなければⰋいయ㦂として

グ᠈されない。SC がつくりだす✵間ⓗ余白は、㢳ᐈの㌟యⓗཬࡧ心⌮ⓗ余白をసること

によって滞␃時間を延ばし、⢭⚄ⓗにもᏳᐃした≧ែで過ごしてもらうことをᐇ⌧する。

もちࢇࢁ、ほとࢇど㈙い≀をしないᐈが㛗時間౑⏝する➼のᠱᛕ஦㡯もあるだࢁうが、SC

ෆで必ࡎᾘ㈝活動をしなければいけないというᴫᛕ⮬యが変わってきている。㢳ᐈが SC

に入館してから㏥館するまでの時間を、機᎘よく過ごしてもらうことが滞在する意味を与

えるのである。 

SC の余白は、ゼれた人の日々の生活に「時間ⓗ余白」や「心⌮ⓗ余白（心のゆとり）」

「⢭⚄ⓗ余白（അⓎⓗなฟ఍いに⁐けこもうとする余⿱）」をもたらすことができる。時

間ⓗ余白は⮬分とྥき合う時間をつくり、⢭⚄ⓗ余白は௚人をチᐜし⮬分のᡂ㛗の⣊をつ

くり、ゼれる人に㐺ᗘなᏳ心と่⃭を与え、その人の人生を豊かにしてくれるかもしれな

い。 

䛚䜟䜚䛻 

本論では➨2❶に取りୖࡆた次世代ライフスタイルのモࢹルケースをࣄントに、SCが仕

掛ける余白によってゼれる人のライフスタイルにどのようにᙳ㡪するかを考察した。しか

し、ライフスタイルとは᭱⤊ⓗには一人一人がỴめることである。生き方のスタイルをつ

くるということは、様々な᝟ሗに⩻ᘝされࡎ⮬㌟でルールをỴめて⮬分スタイルをಖつ必

要がある。ᬑẁから心の余白をసることを「意ᅗⓗに」心掛けることが日本人には必要だ

 。うࢁ

国民の幸⚟ᗘが㧗い໭Ḣでは、仕஦やその௚のᝎࡳから解ᨺされて日ᖖをᴦしむことが

できる「余白の時間」があるという。日本でも意ᅗⓗに「余白」を生ࡳฟせないだࢁうか。
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仕஦⤊わりにࡩらっとዲきな⌆⍄を㣧ࡳに࠾Ẽに入りのᗑに寄って⮬分とྥき合う、この

ような時間をあえてつくり、心㌟ともに余白のある≧ែこそが、次世代を豊かに生きるラ

イフスタイルではないだࢁうか。 
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・ෆ㛶ᗓ HP「‶㊊ᗘ・生活の㉁を⾲すᣦᶆ⩌(ࢵࢲシュ࣎ーࢻ)」㸸

https://www5.cao.go.jp/keizai2/manzoku/index.html 2020年 12᭶ 26日㜀ぴ 

・୕⳻総合◊✲ᡤ、࣓ルࣜ࢝『࣓ルࣜ࢝とシࣜ࢔࢙ング࢚コノ࣑ーに㛵する共ྠ◊✲をᐇ᪋』

https://www.mri.co.jp/news/press/20190226.html 2020年 12᭶ 26日㜀ぴ 

スࣅーࢧルマート、␃ᏲᏯのᒇෆまでၟ品を㓄㐩、新࢛ンライン『⡿ウ࢜࢔ーンスト࢙ࢳࢻイࣖモンࢲ・

「イン࣍ーム」今⛅㛤ጞ』㸸https://diamond-rm.net/overseas/34323/ 2020年 12᭶ 26日㜀ぴ 

㸸https://www.hiroshima-navi.or.jp/event/2020/04/037965.html（イトࢧ広ᓥ広域観ග᝟ሗ）ࡧたࢁࡦ・

2021年 1᭶ 10日㜀ぴ 

・大࿴ࣜース HP『まち࡙くりスポࢵト』㸸https://www.daiwalease.co.jp/approach/machispo.html 2021年

1᭶ 25日㜀ぴ 

（ᣦᑟᩍᤵ㸸ᑠᔱ ᙲ） 
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熊野美由紀 ㈱ベルーフ営業開発本部課長 
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